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 第13回  
日本ファシリティマネジメント大賞  JFMA賞

●特集

土屋 亨夫   コニカミノルタ株式会社

ファシリティ
マネジャー

の仕事

「建築×不動産×サービス×
　　　　　　ファイナンス×IT」
これがFMに対する私なりの解釈である。

北欧のFMから
                   何を学ぶか

JFMA北欧３国FM視察調査団

北欧に学ぶウェルビーイングなワークプレイス 
JFMA北欧3国FM視察調査団による働き方の未来展望

齋藤 敦子　JFMA北欧3国視察調査団団長

新しい思考や創造力を生み出すためのスペース
ヘルシンキ大学のTIEDEKULMA
上西 基弘　株式会社オカムラ
　
WaaS（Workplace as a Service）
フィンランドとの比較を通した
これからのワークプレイス
田中 文康　三菱地所株式会社

イケアイズムが貫かれたIKEA Hubhult
髙野 康幸　大成建設株式会社

カロリンスカ医科大学視察で見えたこと
辰馬 夏実　早稲田大学芸術学校

環境汚染地区から
「環境配慮循環型まちづくり地区への再生」

—ハンマルビー・ショースタッド地区
松 浦   裕　株式会社 山下PMC

都市デザインの思想ゲール アーキテクツ（ヤン・ゲール）
西原 智昭　日本メックス株式会社

見る、学ぶ、考え伝える
重綱 鉄哉　JFMA北欧3国FM視察調査団団長補佐
　
座談会
北欧での体験が、働き方や生き方を変えるきっかけに
齋藤 敦子　重綱 鉄哉　木下 豊光　西原 智昭
上西 基弘　田中 文康

現地からのメッセージ
川崎 一彦　東海大学名誉教授

宮川 絢子　カロリンスカ医科大学病院

JFMA
役員からの
メッセージ

第2特集 自助・共助・公助の連携で震災・水害を乗り切る
宮澤 夏樹 / 若井 太郎　東京都

広範囲に目を向ける
澤飯 明広 / 坪田 正紀　株式会社構造計画研究所

鼎談　オフィス防災の課題
鑓田 国浩　小林 由佳 他

●防災・減災 ❶



第13回日本ファシリティマネジメント大会開催にあたり、
下記企業様から多大なるご支援を賜りました。ここに厚く御礼申し上げます。
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05   年頭のごあいさつ 
        山田 匡通　JFMA会長

06   第13回 日本ファシリティマネジメント大賞-JFMA賞 

12   2018年度 認定ファシリティマネジャー資格試験合格者の声
菅原 高志　清水建設株式会社　　 　　 西  村    陸　JR 東日本ビルテック株式会社　　豊田 剛雄　後藤建築事務所株式会社　
東  裕   之　ヒューリックビルド株式会社　吉廣 幸夫　IICRC 認定ジャパンカーペットクリーナーズアカデミーインストラクター　
田中 洋子　株式会社五星　　　          　　 森谷 俊朗　高砂熱学工業株式会社　　　    押川 克久　日向市

16   北欧のFMから何を学ぶか   JFMA北欧３国FM視察調査団

18     ● 総論　

北欧に学ぶウェルビーイングなワークプレイス 
JFMA北欧3国FM視察調査団による働き方の未来展望
齋藤 敦子　JFMA北欧3国FM視察調査団団長

22     ● 連携　

新しい思考や創造力を生み出すためのスペース
ヘルシンキ大学のTIEDEKULMA
上西 基弘　株式会社オカムラ

24     ● ワークプレイス　

WaaS（Workplace as a Service）
フィンランドとの比較を通した
これからのワークプレイス
田中 文康　三菱地所株式会社

26     ● ワークプレイス　

イケアイズムが貫かれたIKEA Hubhult
髙野 康幸　大成建設株式会社

28     ● 大学・研究機関　

カロリンスカ医科大学視察で見えたこと
辰馬 夏実　早稲田大学芸術学校

46     防災・減災
47     ● 行政　

自助・共助・公助の連携で震災・水害を乗り切る
宮澤 夏樹 / 若井 太郎　東京都

50     ● 連携　

広範囲に目を向ける
澤飯 明広 / 坪田 正紀　株式会社構造計画研究所

58　 FM研究・教育  ⓲  病院とFM —感染管理から見たFM   
　　　　　　　       藤木 くに子　北里大学看護キャリア開発研究センター

52　 公共FM   ⓱  廿
はつかいちし

日市市の公共施設包括管理業務委託    
　　                      大江 芳貴　廿日市市

54　 ファシリティマネジャーの仕事   ⓲  FMは「建築×不動産×サービス×ファイナンス×IT」     
土屋 亨夫　コニカミノルタ株式会社

46     JFMA役員からのメッセージ
会　長　山田 匡通
副会長　牧 貞夫　大井 清一郎　村田 誉之　岩崎 芳史　西貝 昇
理　事　中山 一平　大久保 昇　黒田 長裕　賀持 剛一　中村 雅行　井田 卓造　黒田 章裕　大西 正修　寺島 剛紀　道永 剛　

横山 修三　長澤 泰　八木 秀記　中谷 憲一郎　金子 豊　六鹿 正治　米川 清水　松成 和夫　板谷 敏正　米倉 誠一郎　
松岡 利昌　細田 恭祐　森 浩生　染川 聡一郎　田中 淳

監　事　秋元 茂樹　野村 春紀
専務理事　成田 一郎　常務理事　村尾 幸彦

56　ご案内/ご報告 
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特集

第2特集

連載

JFMA事務局

30     ● まちづくり　

環境汚染地区から「環境配慮循環型まちづくり地区」への再生
—ハンマルビー・ショースタッド地区
松 浦 裕　株式会社 山下PMC

32     ● まちづくり

都市デザインの思想ゲールアーキテクツ（ヤン・ゲール）
西原 智昭　日本メックス株式会社

34     ● 総括　

見る、学ぶ、考え伝える
重綱 鉄哉　JFMA北欧3国FM視察調査団団長補佐

36     ● 座談会　

北欧での体験が、働き方や生き方を変えるきっかけに
齋藤 敦子　重綱 鉄哉　木下 豊光　西原 智昭　
上西 基弘　田中 文康

44     ● 現地からのメッセージ　

ウェルビーイングな働き方と働く環境
川崎 一彦　東海大学名誉教授

「働くために生きている」から「生きるために働く」へ
 宮川 絢子　カロリンスカ医科大学病院

54     ● ファシリティマネジャー　

鼎談    オフィス防災の課題
鑓田 国浩　小林 由佳  他



ファシリティマネジメントフォーラム2019 
第13回 日本ファシリティマネジメント大会

会 期  2019年2月20日（水）～22日（金）

会 場  タワーホール船堀 （東京都江戸川区）

主 催  公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会（JFMA）

基調講演
企業と人が成長できるワークスペースとは
WeWork のグローバルネットワークの考え方

髙橋 正巳  WeWork Japan 合同会社ゼネラルマネージャー

2月20日（水）14:10～15:00

知識創造理論と企業戦略
竹内 弘高  ハーバード大学経営大学院教授 一橋大学名誉教授

2月21日（木）10:20～11:50

●主催者挨拶

山田 匡通   JFMA 会長　

2月20日（水）13:30～13:40

● JFMA 委員会からの提言

JFMAの未来戦略
－企業の持続的成長を支えるFM戦略の提言2019－

板谷 敏正　JFMA FM 推進戦略委員長

2月20日（水）13:40～14:10

●初級FM講座

FMビギナーのための実例から学ぶFM
成田 一郎   JFMA 専務理事

2月20日(水)17:50～18:50

特別講演
人生 100 年時代のまちづくり
－街全体で高齢者・障害者・子供達を看守る「IWAOモデル」－

岩尾 聡士 京都大学経営管理大学院 特定教授

2月20日（水）15:10～16:30

海外FM最前線
松岡 利昌 松岡総合研究所代表取締役

2月20日（水）16:40～17:40

“働き方改革”その先へ
－シスコの働きがいのある会社づくり－

鎌田 道子 シスコシステムズ執行役員

2月21日（木）12:40～13:20

公的ストックの適正化について
－公共インフラ老朽化への対応－

福西 謙　内閣府 政策統括官(経済社会システム担当)付 参事官（社会基盤担当）

2月21日（木）14:35～15:15

巨大地震のメカニズムと将来予測
－歴史学と地震学のマリアージュ－

佐竹 健治 東京大学地震火山史料連携研究機構長  地震研究所教授

2月22日（金）10:20～11：50

日本文明と防災とエネルギー
－水力発電の底力－

竹村 公太郎 日本水フォーラム 代表理事

2月22日（金）12:40～14：10

生産性と幸福を高める『AI』を軸にした人事改革
福原 正大   Institution for a Global Society 代表取締役社長
                                     慶應義塾大学経済学部特任教授  一橋大学ビジネススクール特任教授

2月22日（金）14:35～16:05

サステナビリティ時代の到来と
ファシリティニーズの創造
一企業価値を高めるファシリティ戦略一

長谷川 直哉  法政大学人間環境学部教授

2月 22日（金）16:30～18:00

・展示会　21日～22日

・第 13 回日本ファシリティマネジメント大賞（JFMA 賞）授賞式　2月21日

・JFMA 賞受賞祝賀会 / ネットワークパーティ　2月21日

・第 13 回日本ファシリティマネジメント大賞賞受賞講演　2月22日
・アジア FM サミット　2月21日

・シンポジウム、セミナー　2月21～22日

・JFMA 調査研究部会報告　2 月 21～22日

・コミュニケーションビュッフェ　2 月 20～22日

・「これが FM だ！」　写真コンテスト 2019 入賞作品発表
フォーラムの詳細については、特設サイトやプログラムをご覧ください。

第13回 日本ファシリティマネジメント大会への参加には事前登録が必要です。
参加費（3 日間通し券）会 員：2,000 円　非会員：3,000 円
下記 JFMA HPからの事前登録で参加費無料  2月19日正午まで登録可
http://www.jfma.or.jp/FORUM/2019/page4.html
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年頭のごあいさつ

　あけましておめでとうございます。会員の皆様、関係団体

の皆様には平素より当協会の活動にご理解とご協力をいただ

き、ありがとうございます。当協会も今年で設立 32 周年を迎

えます。これも、皆様のご支援の賜物と深く感謝いたします。

　2018 年を振り返りますと、FMの重要性がますます高まった

年といえます。FM の新教科書『公式ガイド ファシリティマ

ネジメント』を１月に発刊し、全国9都市で解説セミナーを開

催、多くの方々にご参加いただきました。これをベースにして、

認定ファシリティマネジャー資格試験も行いました。

　さらに4月には、FMの国際認証規格 ISO41001が発行さ

れました。当協会は日本の事務局として参画してきた経緯が

あり、その内容は『公式ガイド ファシリティマネジメント』とも

整合性が取れております。ISOと資格制度の両輪で FM を

推進していきたいと考えています。

　そしてワークプレイス、働く場が経営として大切な要素で

あることが再認識され、特にファシリティと人間の関係が注目

されました。人間がファシリティをつくるのですが、同時にファ

シリティ・環境によって人間がつくられる。この相関関係によっ

て、企業活動は大きく異なってくる。FM が経営の極めて重

要な要因であるという認識が一気に高まってきたと思います。

　JFMA には18の調査研究部会が活動していますが、非

常に熱心で活発です。単に出来上がったものをマネジメント

するという世界から、人間の心や身体に与える影響、健康

やリスクマネジメントの観点、新しい技術革新とファシリティの

関係等、活発に議論されています。自分たちで日本のFM

をつくろうという気持ちを感じます。そうしたメッセージが世の

中に伝わってきているのではないかと思います。

公益社団法人  日本ファシリティマネジメント協会（J
ジ ャ フ マ

FMA）

会長　山田  匡通  やまだ まさみち

　今年、2月20～22日に第13回日本ファシリティマネジメント

大会（ファシリティマネジメントフォーラム 2019）を開催しま

す。今回のテーマは、「For the Future!－FMの未来 新

たな価値を求めて－ 時代が変わる。人・組織・社会を支える

ファシリティマネジメント」です。基調講演は、竹内弘高ハー

バード大学経営大学院教授・一橋大学名誉教授に「知識

創造理論と企業戦略」をテーマに、WeWork Japan の高

橋正巳ゼネラルマネージャーに「企業と人が成長できるワー

クスペース」をテーマに、それぞれご講演いただきます。

特別講演では、内閣府の福西謙政策統括官付参事官を

はじめ、8名の方のご講演いただきます。公共インフラ老朽

化への対応、人生100年時代のまちづくり、巨大地震のメ

カニズムと将来予測、働き方改革・働きがいのある会社づく

り、防災とエネルギーの考え方、AI を軸にした人事改革、

企業価値を高めるファシリティ戦略、海外 FM 最前線等々、

80 セッション以上の講演と展示会、ネットワーキングパーティ

等を計画しています。FM の祭典ファシリティマネジメント

フォーラム 2019への皆様のご参加をお待ちしております。

　米国の IT 企業を訪問した際、若い世代がイキイキ働

いて、自由闊達に活動している感じがしました。日本の

若い世代にFMの重要性を伝えて、元気にイキイキと働

いてほしいと思います。今年は、若い人たちが集まって

議論できるような場や仕組みをつくり、若い世代が気概

をもてるような年にしたいと思います。

　今年も相変わらずのご支援ご協力をお願いいたしますとと

もに、皆様のますますのご健勝とご活躍を祈念してごあいさ

つとさせていただきます。
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第13回  日本ファシリティマネジメント大賞-J
ジ ャ フ マ

FMA賞
〈表記凡例〉 応募タイトル	

FM実践組織（所在地）
サービス提供者

 ● 最優秀ファシリティマネジメント賞
（鵜澤賞）

横浜銀行における
ファシリティマネジメントの
実践について

株式会社横浜銀行
（神奈川県横浜市） 

株式会社NTTファシリティーズ

講評：地銀大手のFM 事例。2014 年当初は、

管財業務のアウトソーシングという形で始め、

本店内にFM センターというアウトソーサーを

含めたFM 推進体制を構築した。建築・動産・

不動産・統括マネジメントの4 グループにより、

FM の業務範囲を拡大させながら、発展させて

きている。初期には、FM データベースの構築、

劣化診断・現状調査を踏まえた中長期整備計

画の作成などを行い、現在は施設資産の最適

化、ファシリティコストの削減、省エネ改修を含

めた環境施策など、幅広いFM 業務を推進して

いる。さらに店舗のFM 標準による改善、SDGｓ

（持続可能な開発目標）に対応した環境活動、

行内のFM 人材の育成など、FM 戦略を経営戦

略のひとつに組み込んでおり高く評価できる。
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日本ファシリティマネジメント大賞（ JFMA賞）は、日本国内におけるFMの普及・発展に資することを目的として、FMに関する
優れた業績等を表彰する制度です。2018年12 月19 日に第13 回日本ファシリティマネジメント大賞が発表されました。
2019 年2 月に開催される第13回 日本ファシリティマネジメント大会（ファシリティマネジメント フォーラム2019）において
授賞式と受賞者による事例発表が行われます。

● 優秀ファシリティマネジメント賞 

● 優秀ファシリティマネジメント賞 

ビジネスの変化に迅速に
対応する“AGILE OFFICE” 

日本アイ・ビー・エム株式会社
（大阪府大阪市）

株式会社日建スペースデザイン

講評 ： 日本IBM 大阪事業所の移転にともなうオフィス改革についての応募である。同社は第3
回最優秀FM 賞を受賞している。老朽化していた自社ビルについて大規模改修ではなく、賃借
ビル移転を選択し、時代のビジネスニーズに対応したワークプレイス改革を実施した。自社不
動産売却によるキャッシュにより移転の投資、その後の賃借料をカバーするなど、不動産戦略、
財務戦略も巧みである。ワークプレイス改革ではAgile Office というコンセプトのもと、ABW、
ICT ツールの活用、約50％の大幅な面積縮減、オープンコラボエリアなど、豊富なFM の経験・
知見の活用により、新しい段階に発展させている。わずか数か月程度で移転先ワークプレイス
の計画から工事・移転までを終えるなど、スピード感がある。

三菱地所本社移転を通じた
FM戦略の実現とまちへの展開

三菱地所株式会社
（東京都千代田区）

株式会社メック・デザイン・インターナショナル

講評： 日本を代表する不動産会社における働き方改革と連動するFM 活動の事例。不動産業
の本社オフィス改革として、また、他社改革事例の包括的かつ洗練された導入、トライアルによ
る実証実験と知見の積み上げがされている点、経営陣によりFM 組織が構築されている点な
どが評価できる。ワークプレイスは、グループアドレス中心のABW とされている。ショールーム
としての役割が意図され、顧客などに積極的に公開されている。自社の働き方改革にとどまら
ず、同社のまちづくり事業展
開との連携をめざした活動と
している。移転プロジェクトは
2017 年4 月開始で2018 年
1月に移転したが、4年程前か
ら新本社の取組につながるト
ライアル期間があった。将来
的には単なる床貸しからサー
ビスとしてのワークプレイス
提供というビジネス改革を盛
り込んだ経営戦略との連動
が意図され、戦略的にFM の
専任体制整備がされ、運営さ
れていることも評価できる。
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FM（AM）手法により
アセットを有効活用し、
地域の活性化を目指す

株式会社ガイアート
（東京都新宿区／白糸ハイランドウェイ）

● 特別賞 

講評： ISO・FM と連携するISO・アセットマネジメント（AM）の実施事例の応募。ガイアー
トはISO55001 の認証取得企業で、軽井沢の有料観光道路「白糸ハイランドウェイ」につ
いて、ISO・AM に沿ったマネジメント活動を実施している。社会インフラ等のアセットを、コ
スト、リスク、パフォーマンスの最適なバランスにより適切に維持管理するとともに、アセッ
トから多くの価値と便益を得るというAM の主旨に適った活動を展開している。具体的に
は、利用客への快適性提供、地域社会活性化への支援、従業員のモチベーション向上など
を図るために、安定的な設備投資による舗装の更新、融雪効果の高い舗装仕様採用、雪氷
作業の効率化の施策と併せて、町や観光協会との協働によるイベントの企画・運営などを
実施している。利用者満
足度評価など、FM の手
法が活用されており、ア
セットマネジメントとファ
シリティマネジメントの
接点を広げる活動を評
価したい。

● 特別賞

組織的かつ継続的な
FMによる県有施設の
利活用の取組

青森県
株式会社日建設計
奥村・鹿内・盛特定建設工事JV
張山・日善・弘都特定建設工事JV
北洋電設・高橋電気工業特定建設工事JV
弘水・東弘・大管特定建設工事JV
青森設備・アスモ特定建設工事JV

講評 ： 第2 回最優秀FM 賞を受賞した青森県による、その後の約10 年間の継続的FM 活動の
応募である。県有施設利活用方針に沿った活動により、総量縮減では8.4％の面積削減、11 件
の移転・集約化が実施されている。売却は195 件、36 億円の実績がある。また長寿命化改修
工事に取り組み、約6 万㎡が改修済である。2018 年12 月完了予定の本庁舎長寿命化改修工
事では、減築による耐震補強工事の軽減化、環境性能の向上など、FM 的視点による的確な施
策が実行されている。本賞受賞後も経営への貢献、利用者への貢献など、約15 年にわたり総
合的な施策が継続され、実行に移されている点は高く評価される。FM 推進組織の確立、公共
施設等総合管理計画の施策策定とその継続的な実行という課題をもつ全国の地方自治体の
FM 活動において、そのよい見本といえる。

改修後改修前
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講評： 宮城県南三陸町の本庁舎の再建プロジェクトを中心とする応募である。東日本大震
災からの復興をめざす公共プロジェクトの1 つとして、まちづくりにつながるシンボル的な
存在といえる。従来の行政・議会機能に加えて「マチドマ」という町民活動・交流の拠点づ
くりが意図されている。また、適切な森林管理とその森林からの木材・木材製品を認証する

「FSC 認証」を取得した町産材を多用することで、南三陸杉のショールームとしても位置付け
られている。竣工は2017 年8 月
で、その活用についてはマチドマ
の運営のみならず、今後の施設活
用・まちづくりへと進める組織体
制、さらには同町の公共施設全体
の最適化を図る全庁的なFM の
推進体制構築を期待したい。

第13回  日本ファシリティマネジメント大賞-JFMA賞

地方自治体の
公共施設マネジメント
－公共建築物に関する個別施設
計画の策定方法に関する研究－

（博士論文）

上森 貞行   盛岡市資産経営課

● 功 績 賞

講評： 岩手県立大学大学院総合政策研究科から授与された2017 年度博士論文の応募で
ある。2014 年に各地方自治体に総務省から公共施設等総合管理計画が要請され、3 年内
の期限があったが、その１年後に「策定済」と回答した先進的な75 の自治体を中心に、公
共施設マネジメントの内容を分析し、あり方を検討している。品質・財務・供給の3 視点か
ら個別施設計画の内容を分析して、再編・長寿命化・財源確保の3 指標、それに加えて数
値目標・施設評価・市民参加の3 指標の計6 指標により、自治体の特徴に応じた公共施設
マネジメント手法を分類している。そして、大都市または近郊、地方中核都市、地方小都市
の3 つにおける特徴を分析している。地方自治体の職員による博士論文という点は評価で
きる。公共施設等総合管理計画は、引き続き個別施設計画をするよう要請が更新されてお
り、各地方自治体の参考になる。

復興まちづくりにおける
庁舎づくり　
－まちの未来につながるFM

宮城県南三陸町
株式会社久米設計
南三陸町新庁舎建設FSC認証材利用
プロジェクトグループ

「山さ、ございん」プロジェクト実行委員会
東北大学大学院 小野田泰明 教授

● 特別賞 

町民活動・交流の場「マチドマ」

庁舎全景
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働き方改革を促進させるFM
－自律と協業がもたらす
                      新たな企業風土－
ノキアソリューションズ＆
ネットワークス合同会社

（東京都港区）

株式会社システムオーデザインコンサルティング
グローシップ・ソデクソ・コーポレートサービス株式会社
International Real Estate Partners株式会社

● 奨 励 賞 

講評： オフィス移転にともなう働き方改革、企業風土の再構築をめざしたプロジェクトに関する応
募である。2017 年の第3 四半期に統合移転し、１年未満の使用状況である。ワークプレイスでは、
固定席からABW への改革が中心だが、過去7 年間に4 回の企業買収で、異なる企業風土の混
在、サイロ化で風通しの良くない状況という困難さを克
服する改革といえる。面積28％削減などの効果もあげて
いる。1 名のファシリティマネジャーの他は、プロジェクト
管理・運営維持などをすべてアウトソーシングしている。
ファシリティマネジャーは経験と知見をもち、すぐれた活
動を展開しており、さらなる今後の発展を見守りたい。

講評： 東京地下鉄の銀座線の駅舎リニューアルについて、主としてデザイン面に関する応募であ
る。「駅舎のFM」を考えると、FM サイクルに沿った多様な業務がある。本事例は、その一部である
駅舎のデザイン、ブランディングなどを重視したリニュー
アル計画についての応募である。リニューアル計画は
5 エリアのうち竣工しているのは1 つで、残りは工事中
である。実績面では十分とは言えないが、今後、「駅舎の
FM」の総合的な展開をめざして、本格的にFM に取り組
む突破口となることを期待して奨励賞とした。

● 奨 励 賞 

東京メトロ銀座線
リニューアルにおける
FMの活用と実践
東京地下鉄株式会社

（東京都千代田区／浅草～神田）

株式会社日建設計

● 奨 励 賞 

“A Better Workstyle“を
目指すパナソニックグループ
のオフィス改革 
パナソニック株式会社

（大阪府門真市ほか）

パソナ・パナソニックビジネスサービス株式会社
株式会社イトーキ　
パナソニックソリューションテクノロジー株式会社

講評： パナソニックグループの国内10 万人、600 拠点の働き方改革とワークプレイスの改革に
関する応募である。規模の大きさ、影響力の高さは特筆すべきである。現在はパイロットオフィス

（PO）７箇所が竣工して使用中の段階であるが、今後、全社のオフィス改革の標準プロセス化に
よる水平展開へと発展する見通しである。また、PO の評
価では能力発揮度、イキイキ度、場の選択、コミュニケー
ション度、心理的安全度の採用など新しい指標を採用し
ており、今後の継続的評価を見守りたい。日本を代表す
る電機メーカーの全社的な働き方改革、ワークプレイス
改革の計画は称賛に価するが、本賞の主旨に則り実績
で評価することとし、今後の発展に期待したい。

講評： 働き方改革と連動する総務省のオフィス改革の応募である。改革導入の決断はトップダウ
ン、デザインとプロセスは入社８年以内の若手中心のプロジェクトチームで行われた。検討から実
施までは約6 か月間で行われ、素早く実行されている。改革の内容は、グループアドレス採用、無線
LAN 導入、クリアデスクと紙書類の大幅削減、会議のペーパーレス化、固定電話廃止とPHS 採用、モ
バイルPC 化、テレワーク推進など多岐にわたる。2015 年以降3 年間にわたる行政管理局のほか、
同省計4 局の改革を実施している。その成果では、残業時
間の削減、テレワークの実施、会議の準備から資料作成ま
での時間短縮、職員満足度・仕事のしやすさの向上など
大きな改善が図られている。民間の最先端オフィスのよう
な華やかさはないが、さまざまな障害を乗り越えた努力を
評価するとともに、今後、全省的な業務管掌をもつFM の
組織体制構築への発展を期待したい。

● 奨 励 賞 

理想の働き方のために 
働く「場」を変える、
オフィス改革の挑戦
総務省行政管理局

（東京都千代田区）
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● 奨 励 賞 

川崎駅東口周辺における
リノベーションまちづくり
－遊休不動産等を活用した
      公民連携によるFMの取組－

川崎市
株式会社ヨネヤマ
株式会社NENGO
株式会社サニーワンステップ

講評： 川崎駅東口周辺のエリアマネジメントにより、まちの活性化を推進する取り組みの応募である。
まちの活性化の手段としては、既存ストックのリノベーション、イベントによる「まちづくりビジョン」の共
有、リノベーションスクール、公共空間の活用などがある。スキームは、公民連携で、民間主導のリノベー
ション投資としている（補助金はベンチャービジネス誘致に関して適用）。現在は、約2 年間の活動実績
で、その第1 段階と考えられ、モデル地区でリノベーションにより2 件が竣工したところである。川崎市の
まちづくり課職員が継続的にキーマンとなり、すぐれたテ
ナント誘致などを進めている。地方自治体の意欲的な取
り組みだが、エリアマネジメントのレベルに必要な対象エ
リア全体の核となるリノベーション事例の増加や公共施
設の新しい活用方法など、今後の発展を期待したい。

第13回  日本ファシリティマネジメント大賞-JFMA賞

審査委員会委員 （委員以下五十音順、敬称略） 　2018年12月19日

委  員  長　北川　正恭        （早稲田大学  名誉教授）

副委員長　深尾　精一　　（首都大学東京  名誉教授）

委　　員　安達　功　　    （株式会社日経 BP  執行役員）

鎌田　元康          （東京大学  名誉教授）

栗田　豊滋　　（経済産業省  製造産業局  生活製品課  企画官）

住田　浩典　　（国土交通省大臣官房 官庁営繕部長）

長澤　泰    　        （東京大学 名誉教授・工学院大学 特任教授 名誉教授）

村田　博文　　（株式会社財界研究所  代表取締役）

柳澤　 忠　　　（名古屋大学・名古屋市立大学  名誉教授）

米倉　誠一郎　 （法政大学大学院  教授・一橋大学  特任教授）

成田　一郎　　（公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会  専務理事）

● 授賞式と受賞者による発表
第13回 日本ファシリティマネジメント大会

（ファシリティマネジメント フォーラム2019）

 ・ 授賞式 
　2月21日（木）16：10～18：00 （5階/小ホール）

 ・ 受賞祝賀会 
　2月21日（木）18：30～20：30 （2階/瑞雲の間）

 ・ 講演
　2月22日（金）10：20～17：10 （2階/瑞雲の間）

講評　審査委員会委員長  北川 正恭

講評： 応募の表題「メンテナンスからFM へ」は、2013 年から始まったイケアのワールドワイドの総合
的なFM 指針である。日本法人では2016 年10 月より導入プロジェクトを開始し、現在全店舗を含め38
名がプロジェクトメンバーとしてFM 導入を推進している。まだ総合的なFM 活動を行うまでには至って
いないが、同社店舗では、FM 導入以前から、省エネ活動を実施して地中熱利用設備、夜間冷房による
デマンド削減、太陽光パネルによる自家利用の電力調達、
再生エネルギー100％化をめざす電力調達などを進めて
いる。コスト削減についてもKPI を設定して、世界の店舗と
ベンチマーキングを実施するなど、適切なFM 活動を進め
ている。今後の総合的なFM 活動への発展を期待したい。

“メンテナンス” から 
“ファシリティマネジメント”へ
イケア・ジャパン株式会社

（千葉県船橋市）

IKEA Service AB
IKEA Pty Ltd

● 奨 励 賞  

講評： 日本マクドナルドの本社オフィス改革の応募である。賃借ビルで22 年間改修なしで過ごしてきた
オフィスについて、移転ではなく現地での改修を選択した。2015 年より検討を開始し、2017 年7 月より
改修工事（玉突き移転）、2018 年5 月まで段階的工事と
移転を行った。オフィス改革の目的とゴール、オフィスづく
りの方針は妥当である。改修後のワークプレイスはグルー
プアドレスによるABW で、面積を25％削減した。POE の
結果も良く、経営陣のリーダーシップのもとに改革に取り
組んでいる姿勢は評価できる。今後、FM の組織体制が整
備され、継続性が担保されるよう期待する。

● 奨 励 賞 

コミュニケーションと
業務の質・スピードが
向上できる  FUNのある場
日本マクドナルド株式会社

（東京都新宿区）

ジョーンズ ラング ラサール株式会社
株式会社乃村工藝社
株式会社ザ・デザイン・スタジオ
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リュームが大きいため、個々の細かいキーワードを覚え

るよりは、ファシリティマネジメントの考え方の大枠を

意識しながら、図や表の意味合いをイメージしていくこ

とが重要である。

　ファシリティマネジメントを学ぶことは、決して一つ

のファシリティのみをマネジメントすることでなく、統

括マネジメントに基づく PDCA を学ぶことであり、企業

や団体における「経営」を学ぶということを、強く実感

した。今後は、世の中の動きやトレンドを理解しながら、

日々の生活や仕事においてもファシリティマネジメント

の考え方を活用していきたいと思う。

期の修繕計画の説明等である。それらの業務にあたる

時に、FM の知識は大いに役に立っている。前述した

ように、FM の内容は非常に多様であることから、難

しい場面に直面したとしても問題解決の糸口になるこ

とが多い。最近では ICT の利用による働き方・オフィ

スの変化が著しく、知的生産性の向上へ大きく寄与し

ていると感じた。今後、私は業務にあたって、この

FM の知識を活かし、知的生産性の向上には何が必要

なのか、効率的な働き方、中長期施策の選定、改革を

行った時のチェンジマネジメントなど、FM に関する

ことに特に尽力していきたい。

　私は建設会社において営業関連の業務を行っており、

従来から BM や PM、FM といった建物の運用や管理に

関する言葉に慣れ親しんでいた。そうした状況で認定

ファシリティマネジャーの資格取得を考えたのは、ファ

シリティマネジメントの考え方を体系的に学ぶことが、

実際にファシリティを管理する総務・管財部門、すなわ

ち建設工事の発注者の考え方を知ることに役立つと考え

たからだ。

　試験勉強としては、「公式ガイドファシリティマネジ

メント」及び「認定ファシリティマネジャー資格試験問

題集」のみを利用した。テキスト類が少ない資格である

ため、勉強法に悩むこともありうるが、テキストを読み

ながら、試験問題を解くという、王道を重ねることが、

試験合格への最も近道であると思われる。テキストのボ

　私が最初にファシリティマネジメント ( 以下、FM)

という内容を知ったのは、大学の授業だった。当時の

建築業界はスクラップアンドビルドの時代からストッ

ク型社会への転換を期待し、維持管理の大切さ、既存

建築物の活用の話がよくあがっていた。FM の講義を

受け、その中で、ワークプレイスの変遷が楽しく、財

務関係に頭を悩ませることがあったが、そこから私の

興味は、維持管理の分野になり、就職も維持管理系の

会社に勤めることになった。

　現在、私は多様な FM の一面である、建築物の維持

管理を主とした業務を担当している。業務にあたって

いると、同じ建築物でも維持管理の分野は、新築とは

違った、難しい場面に直面することがある。修繕をす

るときには利用者の影響を最小限にすることや、中長

知的生産性の
向上やチェンジマネジメントに
FMの知識を活かす

日々 の生活や仕事に
ファシリティマネジメントの
考え方を活用

西村  陸
にしむら りく

JR 東日本ビルテック株式会社
秋田支店

菅原 高志
すがわら たかし

清水建設株式会社
北海道支店営業企画グループ

祝 2018年度 認定ファシリティマネジャー資格試験合格者の声
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に一級建築士試験も控えていたため、勉強時間は極端に

制限された。加えて同僚までもが受験に名乗りを上げて

きたことで、余計にプレッシャーを感じることになった。

趣味の週末登山は自粛し、通勤や昼休みも勉強時間にあ

て、テキスト通読と試験対策講座の復習をひたすら行っ

た。そのようにして少ない勉強時間を試行錯誤し、重圧

を乗り越え挑んだ 2018 年度 FM 試験は、同僚ともども

晴れて合格することができた。

　試験を終えた今、改めて企業が抱える課題や社会情勢

の変化を FM の視点から見据えると、今後、ますます企

業や社会から実践的な FM が求められてくることは明白

である。その時に、私自身が十分な FM の知識とスキル

を身につけ、社会貢献できる真のファシリティマネジャー

となれるよう日々精進していきたい。

合企画部から異動された古阪幸代さんとご一緒させて

いただくことになり、私の FM とのかかわりが始まり

ました。また同時に JFMA の FM 財務評価手法研究部

会やユーザー懇談会にも参加させていただきました。

　認定ファシリティマネジャー資格の称号をいただ

き、これまで FM を通じてお世話になった皆様方への

感謝とともに、FM 財務評価手法研究部会やユーザー

懇談会、そして FM にかかわる全ての方のお役に立て

るよう、取り組んでゆきたいと考えております。引き

続きご指導、ご鞭撻賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。

　私が FM を知ったのは、今から 3 年ほど前である。当

時、私は設備会社で店舗設備の改修計画や維持保全管

理業務に従事しつつ、設備管理のあり方や最適化を顧客

視点でいかに捉え運用すべきかを模索していた。そのよ

うな時に知ったのが FM である。

　FM を知るため、自身のキャリアアップのため、2017

年の春に企業 FM 支援を中核事業とする建築事務所への

転職を決意した。

　入社してすぐ、FM の基礎知識を習得すべく認定 FM

資格取得をめざしたが、2017 年度 FM 試験は不合格に

終わった。敗因は、過去問題集のみに偏った学習と論述

対策不足であった。翌年、リベンジに燃えていたはずの

2018 年度 FM 試験だったが、結局、勉強に着手したの

は試験の約 2 カ月半前だった。しかも私の場合、同時期

　私は、今回初めて認定ファシリティマネジャー資格

試験を受験しましたが、実はファシリティマネジメ

ント（FM）にかかわってからは約 20 年になります。

FM とかかわって 20 年を経てから試験を受験する方も

少ないと思いますので、私のこれまでの FM とのかか

わりについて、少しお話ししたいと思います。

　私は 1986（昭和 61）年に富士銀行（現みずほフィ

ナンシャルグループ）に入社し、支店の営業や、企業

オーナーへのコンサルティング業務に携わっていまし

たが、1998（平成 10）年に当時の総務部に発令にな

りました。当時の富士銀行では総合企画部が経営資源

の一つとしてファシリティについても総括していまし

たが、執行を担っていた総務部の機能を拡充し、総括

と執行の機能を総務部に統合したのです。この時に総

20年にわたる経験を生かして受験。
JFMA部会での活動に貢献したい

社会貢献できる
真のファシリティマネジャーをめざす

東  裕之
ひがし ひろゆき

ヒューリックビルド株式会社
不動産営業部 担当部長

豊田 剛雄
とよだ たけお

後藤建築事務所株式会社
FM事業部マネージャー

2018年度認定ファシリティマネジャー資格試験に合格された全国のみなさんに、
資格取得をめざした理由やこれからの抱負について語っていただきました。
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祝 2018年度 認定ファシリティマネジャー資格試験合格者の声

建築や設備等の専門知識がなくとも、さまざまな立場の

方が学ぶ意義があり、取得可能な資格であるとも思う。

　現在、地方公共団体の多くが、財政がひっ迫する中、

人口減少をふまえた公共施設の量の適正化と、災害に強

く、機能やデザインにも優れた質の確保との課題を抱え

ている。

　私は、地方自治体職員出身のコンサルタントとして、

全国の自治体の公共施設の FM や、PPP（官民連携事業）

を支援する仕事をしている。今回学んだ FM の知識を

もとに、未来に向けたまちづくりにつながる FM 施策

を、業務を通じて一歩ずつ着実に実行に移していきた

い。自社においては、知識創造型のワークスタイルと

ワークプレイスづくりを試行錯誤しながらも前へと進

めていきたい。

とを問われると残念ながら「否」である。

　職業生活のしめくくりとして「清掃品質の語り部」

になることを願ってきた者として ISO/FM はまさに天

の啓示に思えた。正面から「清掃には性能・品質がある」

そのことを何のためらいもなく語ることができるので

ある。

　ヒマな年金暮らし、とはいっても何やかやあるなか

で、ほとんど理解不能の書物に食らいついた。今と

なっては良い思い出になりつつあるが、認定ファシリ

ティマネジャーの称号を一生ものとして大事にしなが

ら、少しでも前に進みたいと密かに心決めるこの頃で

ある。

未来に向けた
まちづくりにつながる
FM施策を支援

FMのISO発行を契機に
受験を決意。
「清掃品質の語り部」をめざす

　以前から、会社の仲間や取引先の方が「認定ファシリ

ティマネジャー」資格試験に合格し、日々活躍されてい

る姿を見ていたので、私も受験することを決めた。

　2018 年１月に発刊された『公式ガイド ファシリティ

マネジメント』を使って勉強したが、これまで仕事を通

じて得た知識や経験を、もう一度体系的かつ網羅的に学

び直す、良い機会になった。また、昨年合格した社内の

先輩から勉強方法などのアドバイスを受け、働きながら

の試験勉強を応援してくれたことも心強かった。

　私は 2 人の小学生の子育てをしながら仕事を続けてい

るが、ワークスタイルとワークプレイスづくりといった

観点から、「働き方改革」も FM の対象になっているこ

とが面白いと感じた。

　FM の分野は幅広く、必要な知識も多岐にわたるが、

　「いいですか！ ISO に準拠する清掃業務契約では、

〇時間〇人配置などの仕様ではなく、結果としての性

能を約束して契約することになるのですよ。もう ISO/

FM は発行を迎えました」。松岡利昌先生の声が（何も

知らないまま参加した）公式ガイド説明会場に響いた。

　「名古屋ＦＭの会」の皆様に知遇を得て４年あまり、

会合に出させていただく折々「マネジャー資格かぁ……

でもアラセブの年回りになって今さら受験勉強は……」

と腰が引けたままであった小生にとって、松岡先生の

「宣告」はわが身を断崖絶壁の淵に引きずり出すには十

分であった。

　50 歳台から商業施設の清掃業務に携わり、清掃品質

の重要性を痛感してきた者として、広く社会の認知を

得る取り組みを進めることができてきたのか？そのこ

田中 洋子
たなか ひろこ

株式会社五星
神戸事務所長兼主任研究員

吉廣 幸夫
よしひろ ゆきお

IICRC 認定
ジャパンカーペットクリーナーズアカデミー

　インストラクター
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2018年度認定ファシリティマネジャー資格試験に合格された全国のみなさんに、
資格取得をめざした理由やこれからの抱負について語っていただきました。

の用語の理解に苦しんだが、今直面するファシリティマ

ネジメントの業務について、そもそも論や体系的な視点

から見つめ直すことができ、大変貴重な機会であったと

感じている。

　行政サービスのための経営資源としては、人・もの・

金があるが、特に「もの」に相当するファシリティの重要

性については、職員の間でも十分に理解が進んでいると

はいえない現状もあり、一人ひとりの意識を変えていく地

道な取り組みが必要である。

　これからもファシリティマネジャーとして、常にアンテナ

を高く保ち、自治体をはじめとした仲間との情報交換や

交流を図るとともに、人事や財政部門との十分な連携を

とりながら、日向市にファシリティマネジメントが根付い

ていくよう奮闘していきたい。

技術部門と連携しながら多岐にわたる分野の顧客を訪問

し、設備の課題解決や省エネルギー技術を提案している。

　認定ファシリティマネジャー試験合格を機に、今後は

設備の長寿命化のための提案を強化していきたいと考え

ている。設備の導入・改修をして終わりではなく、その

後の運用データの記録・解析を行い、環境負荷を低減

する。また定期的に評価を行い継続的な改善を図ること

で、顧客満足の向上・設備の品質性を確保し、顧客・

環境双方に貢献したい。また建築設備という観点だけで

なく、予算管理や工事の進め方、管理手法といった包括

的な視野で顧客と接するよう心がけたい。認定ファシリ

ティマネジャー試験で学習したフレームワークを使って、

全施設最適の提案・アドバイスを行えるよう精進していき

たい。

日向市に
ファシリティマネジメントを
根付かせる

FMの知識を生かし
設備の長寿命化のための
提案を強化

　日向市では、2015 年度からファシリティマネジメン

トの担当部署を配置し、これまでに保有する施設の情

報収集と分析、国からの要請に基づく公共施設等総合

管理計画の策定、喫緊の課題として位置付ける遊休施

設の利活用や施設の集約・複合化に向けた取り組みを

進めている。

　そのような中、これからの人口減少社会や厳しい財政

状況を踏まえ、廃校施設や低稼働の施設をどうするのか、

施設の老朽化に伴う維持補修・修繕への対応などの山積

する課題の中で、担当者としての一つの拠り所となるかも

しれないと考え、今回、ファシリティマネジャー資格試験

にチャレンジした。

　これまでに経験した職場が福祉や財政関係であったこ

とから、試験対策では、建築・設備や不動産取引関連

　この度、認定ファシリティマネジャー試験を受験した。

以前から本試験の認識はあったが、技術的で専門的なイ

メージがあった。営業職である私にとって、受験への不

安もあったものの、当社は事務系・技術系にとらわれず、

幅広く社員に認定ファシリティマネジャーの資格取得を推

奨しており、会社の支援もあって無事に合格することがで

きた。

　試験は当初想像していた技術的な内容だけでなく、計

画・実践・評価・改善といった経営学で登場するような

フレームワークも多く、文系大学出身の私でも取り組み

やすい内容であった。

　当社は工場や大規模事務所ビル・研究施設に対して、

空調設備を軸とした環境エンジニアリングサービスを提

供している。私は営業職として入社し、社内設計部門・

押川 克久
おしかわ かつひさ

日向市総務部財政課
公共施設マネジメント推進室係長

森谷 俊朗
もりや としろう

高砂熱学工業株式会社
名古屋支店北陸営業所
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北欧のFMから
　  何を学ぶか

特集
Special Issue

　JFMA では、世界のファシリティマネジメントの現状を調査するために年に 1 度のペースで時期と情報に見合っ

た地域を選定して、海外 FM 視察調査団を派遣しています。1988 年から、これまで米国、欧州、中国、アジア、

オセアニアなど、世界各地域の FM の動向を調査してきました。

　2018 年は、幸福度が高くウェルビーイングな働き方の先進国であり、公民連携やオープンイノベーションの

観点からも注目されている北欧の 3 都市（フィンランド・ヘルシンキ、スウェーデン・ストックホルム、デンマーク・

コペンハーゲン）を訪問し、企業や公共施設など、さまざまな FM の現場を視察・調査しました。

　今号の特集では、北欧 3 国 FM 視察調査団の参加メンバーに北欧のワークプレイスや FM の現状についてご

寄稿いただきました。社会システムや働くことに対する考え方の違いが浮き彫りになる一方で、ワークプレイス

における共通点などがあげられました。環境共生都市や人間中心のまちづくり、チームワークやオープンイノベー

ションのための環境づくり、ウェルビーイングな空間など、今後の日本のワークプレイスや FM の参考になる事

例も数多くあります。

　また北欧での体験は、FM 調査にとどまらず、働き方や生き方を考えるきっかけになったという声が多かったこ

とも印象的でした。

　北欧に在住するお二人からのメッセージには、北欧から見た日本の姿や課題、さらにこれからの日本が進む

べき方向性が示されています。

JFMA北欧３国 FM視察調査団
期　間 ：2018年 9月22日（土）～ 9月30日（日）

訪問先 ：フィンランド・ヘルシンキ、スウェーデン・ストックホルム、デンマーク・コペンハーゲン

参加者 ：30人

JFMA事務局 ：川村正夫
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JFMA北欧３国FM視察調査団
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北欧のFMから
　  何を学ぶか

特集
Special Issue

北欧に学ぶウェルビーイングな
ワークプレイス
—ＪＦＭＡ北欧３国FM視察調査団による
　　　　　　　　  働き方の未来展望—

総論

齋藤 敦子  
さいとう あつこ

ＪＦＭＡ北欧３国FM視察調査団団長
JFMA広報委員長

コクヨ株式会社

図表１　北欧３国の働き方に関するデータ2018年度 北欧３国FM視察調査団のメンバー

幸福度が高くイノベーションに積極的な北欧
　日本の多くの組織が働き方改革に取り組んでいるが、

昨今、注目されているのが働く人の健康やウェルビー

イング、そして幸福感である。長時間労働につながる

無駄な業務の削減等はやらなければならないことだが、

健全なダイエットでなければ、働く人の負担となり改革

はうまく進まない。一人ひとりがモチベーションを持っ

て協力的に働いている組織は生産性が高く、日々の活

動を通して成長するシステムがある組織は、持続的に

生産性が向上していくという研究報告もある。

　では、健康でウェルビーイングな働き方とワークプ

レイスとはどのようなものか。そのヒントを求めて、

JFMA で例年行っている海外 FM 視察調査団として、

2018 年は行先を北欧に定めた。その理由は、年間

の労働時間が 1,400 ～ 1,600 時間と短く、国民の幸

福度が高く、個々人のライフスタイルが充実している

と同時に、環境配慮や循環型社会の実現など、地球

規模のウェルビーイングに取り組んでいるからである。

また、デジタル化を進めるイノベーション国家としても

注目されている。

　近年、GDP や経済的豊かさのランキングの他に重視

されているのが、国民の幸福度である。20 世紀後半

のモノによる豊かさが一巡し、21 世紀は精神的な豊か

さへと人間の価値観が変化しているように、究極のゴー

ルは持続可能な社会と幸せ＝ウェルビーイングである。

毎年、国連が 156 カ国を対象に行っている幸福度調

査では図表１のように、フィンランドが 1 位、日本は

54 位である。この調査は「所得」「健康と寿命」「社

会支援」「自由」「信頼」「寛容さ」という 6 つの指標

で評価されるが、日本の順位が低い理由として、人生

の選択肢が少なく、寛容性が低い状況であることがう

かがえる。上位国は選択肢の多さや社会支援があるだ

けではなく、個々人の自己肯定感が高いことも日本と

は大きく異なる。

　また、世界経済フォーラムのジェンダーギャップ指数
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写真 2　研究所とワークスペースの融合　カロリンスカ病院研究所　写真 1　ウェルでサスティナブルな都市モデル　ハンマルビー・ショースタッド地区

（ジェンダーギャップの低い国が上位にランキングされ

る）では、スウェーデンは 5 位、フィンランドが 3 位、

日本は 114 位である。スウェーデンは男女平等でフラッ

トな社会として世界的にも知られているが、1960 年代

の女性の労働力率は50％に過ぎなかった。今のスウェー

デンが女性にとって働きやすい環境であるのは、公正で

男女平等な社会をめざして、有効な施策を地道に続け

てきた結果である。育児休暇が 400 日も取得できるの

は北欧の中でも突出しているが、普段から働く個々人が

時間内に仕事が終わるように努力し、男女ともに育児や

家事を行うのがスウェーデンスタイルとなっている。

　これらの背景から北欧調査を計画し、FM の多様な

専門分野から 30 人の方々に視察調査団として参加い

ただいた。本特集では私たちが体験を通して得てきた

北欧の働き方、ワークプレイスの現状から、今後、健

康でウェルな働き方を広げていくために FM として何が

できるかを展望したい。

働き方改革はグローバルな重要課題
　働き方改革は日本だけではなく、海外でも重要課題と

して取り組みが進められている。例えば、ドイツのダイム

ラーは 2014 年から、休暇中の社員あてのメールが自動

的に消去されるしくみを導入している。社員が休暇から

戻った後、大量にたまったメールを処理せずに済むとい

うメリットがあり、お互いの気遣いも生まれる。フォルク

スワーゲンも同様に「従業員がリラックスする時間」に

配慮し深夜のメールを止めている。勤務時間外のメール

業務の規制は「つながらない権利」としてフランスやイ

タリアではすでに法律が成立し、ニューヨーク市でも「オ

フラインになる権利」が審議されている。バージニア工

科大学の研究によれば、米国の民間企業で働く人の時

間外のメール対応は、平均して週 8 時間にのぼり、本人

の健康だけではなく家族関係への悪影響も指摘されてい

る。24 時間 365 日ビジネスが動いている環境下で、働

く人々のストレスが増大していることはさまざまな調査か

らも明らかであり、意識的または強制的に働きすぎない

ように配慮していく必要性が世界中で論じられている。

　では、世界的にみると働く時間や生産性について、

どのような状況にあるのだろうか。日本は長時間労働で

時間あたりの生産性が低い国だといわれているが、韓

国、米国、ロシアなども長時間労働の問題を抱えてい

る。統計平均では年間 1,700 ～ 2,000 時間と示されて

いるが、実際は 2,000 時間をはるかに超える人も少な

くないのではないだろうか。働き方先進国として注目さ

れている、オランダやデンマーク、ドイツは年間 1,400

時間前後であり、その差は大きい。

　長時間労働が指摘されている学校の教員は、文部科

学省の調査によれば平均して週 60 時間以上、働いて

おり、10 年前の調査と比較すると週 3 時間前後、増え

ている。年間で単純計算すると 3000 時間にもなるが、

日本の民間企業の 1.5 倍、海外とは 2 倍もの差があるこ

とは、教員の自己研鑽やゆとりの時間が全くとれないとい
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う問題に直面する。2018 年度から学習指導要領の改訂

版が施行されているが、その中核に示されている「生き

る力」を育んでいくために、学校の先生のウェルビーイン

グは欠かせない。長時間労働の背景には、組織構造上の

問題や、プロセスと慣習、業務特性などがあるが、若い

人たちが「ブラック企業では働きたくない」と考えている

ように、次の時代に向けて働き方を質的に変化させていく

ことは、すべての組織において求められていることである。

北欧の人々の価値観とデザイン理念
　幸福やウェルビーイングという視点でいえば、ワーク

プレイスだけではなく日々の暮らしにも目を向けたい。

北欧はライフスタイルや都市デザインの観点からも、

ウェルビーイングの先進国といえる。スウェーデンは特

にゴミやエネルギーに関して 100％リサイクルを推進す

る環境配慮型の都市開発を行っているが、そのモデル

地区であるハンマルビー・ショースタッド地区（写真 1）

は、水辺と緑が豊かな美しい街である。かつては産業

廃棄物が捨てられ、1 人では歩けない物騒な場所であっ

たが、最新技術を使って水と土壌を浄化し、今ではビー

バーも住む澄んだ水辺の街に変わった。高精度な水の

ろ過システムは日本の技術が使われている。

そして、北欧において忘れてならないのが、建築家で

あり家具デザイナーでもあるアルヴァ・アアルトの存在

だ。アアルトはパイミオのサナトリウムのプロジェクトで、

環境の質を向上させることで人間の治癒能力を高める

ことをめざす、人間中心の空間デザインを切り拓いてき

た。いわば、ウェルビーイングな空間づくりの先駆者で

ある。アアルトの自邸とアトリエはヘルシンキにあるが、

自然光を取り入れ、ワーカー同士のカジュアルなコミュ

ニケーションを促進し、さまざまなクリエイティブな作

業や発想を支える空間は、人間と地球環境に優しいワー

クプレイスづくりの原点ともいえる。

北欧のワークプレイスにみる働き方の未来像
　今回の視察団は 9 日間のスケジュールで、民間オフィ

スの他、研究機関や大学のラボ、公民連携のオープンイ

ノベーションスペースなどを訪問した。1 日 2 ～ 3 カ所

を訪問し、その運営者や FM 責任者に直接お話しをお聞

きし、ディスカッションを行うという強行軍だったが、30

人が４つのチームに分かれて連携しながら調査を進める

ことで、一般的な視察では得られない発見や体験を共有

することができた。訪問先の全体像（図表2）にあるよう

に、公と民のどちらも訪問し、一般的なワークプレイス

から、実験的なリビングラボまで領域を広げて行程を組

んだ。北欧では PPP（Public Private Partnership）の取

り組みも盛んで、公と民が連携することで、持続可能で

利用者にとって質の高い FM が実現されていることも注

目すべきポイントである。病院など公共サービスの多く

が、建設から施設運営、情報環境整備など FM の領域

を民間企業に委託するケースが増えている。コア業務

に特化すると同時に、大学や民間企業と連携することで

病院であれば患者中心の医療サービスの向上をめざす

ことができる。

写真３　自然光が入るアトリエオフィス　ヤン・ゲール事務所　 写真 4　繁華街の中にある静寂になれる空間　カンピ礼拝堂
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写真 4　ワーカーが集まるためのワークプレイス　イケア 写真 5　 デジタルワークの浸透とコラボレーション　セナッティ

　また、今回訪れたヘルシンキ大学では、ヘルシンキ

市の働きかけにより、市民に開かれた産学連携のオー

プンイノベーションの場を学生がコーディネーター役と

なってプログラムと施設を運営するなど、北欧らしい自

律的な仕組みも参考になる。個々の訪問先のレポート

は次頁以降に、それぞれの団員の視点でまとめたもの

をご参照いただきたい。本特集は視察調査の一部を抜

粋したものだが、全体を通しての所感を簡単にまとめる

と以下である。

●北欧の人にとって健康やウェルビーイングは当たり前のこととして
取り入れられている

●個々人のサスティナビリティへの意識が高く、教育・トレーニング
等が充実している

●森に行くことが最大の幸福、生活の中にも自然が必要であり、持
続可能性も重視する

●組織で生産性を高めていくために、ABW やスマートワークを実
践している

●集まることで生み出される価値や、コミュニティづくりを前提とし
た空間デザイン

●人間の身体、心理、行動などに基づき、動く椅子やアートなどが
取り入れられている

●北欧の人も新しい働き方にチャレンジするためのチェンジマネジ
メントを重視

●ホスピタリティが高くさまざまな専門分野とチームワークに優れ
た FM 組織の存在

　北欧の国にはそれぞれの文化と考え方、独自のモデ

ルがある。また、税金が高く高福祉国家であるという点で、

北欧各国のモデルをそのまま導入するのには無理がある

が、高齢化や人口縮小の問題、自然との共生など、北

欧と日本で共有できる課題や価値観はたくさんある。訪

問先でのディスカッションを通じて印象的だったのは、北

欧各国、各企業でさまざまな努力を重ねていることであっ

たが、素晴らしい点は外部連携の柔軟さとスピードであ

る。これは小さな国家である利点ともいえるが、日本でも、

企業、自治体、大学などがイニシアチブをとりながら、ウェ

ルビーイングな社会をめざして、新たな連携を模索して

いくことは可能だ。最後に、この調査に協力、参加され

た全ての方々に感謝し、今後もこのようなネットワークを

広げていけたら幸いである。                                       ◀

【統計出典】
労働生産性の国際比較 2018　公益財団法人日本生産性本部、OECD、世界銀行
世界幸福度ランキング　国連
グローバル・イノベーション・インデックス　コーネル大学、INSEAD、世界知
的所有権機関（WIPO）
グローバル・ジェンダーギャップ指数　世界経済フォーラム（WEF）

図表２　北欧3国視察調査団の訪問先のマッピング
　 　 　 ＊ BLOX HUBとスカンスカは本レポートには掲載されていません
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新しい思考や創造力を
生み出すためのスペース　
ヘルシンキ大学の
TIEDEKULMA

連携●フィンランド - ヘルシンキ

上西 基弘  
うえにし もとひろ

株式会社オカムラ フューチャーワークスタイル戦略部
はたらくを科学する研究所 はたらき方研究室 室長

認定ファシリティマネジャー

写真 1  　旧ヘルシンキ市行政棟を改修した建物にある TIEDEKULMAのエントランス 写真 2 　内と外をつなぐガラスのファサード

国策としてのイノベーション
　フィンランドは、大学までの教育費が無料、誰もが学び

なおしや生涯学習の機会に恵まれた教育先進国である。

日本とは異なり、大学・大学院生の半数は、在学中から

社員に近い処遇で企業での仕事に就き、産学連携プロジェ

クトは、学生が自ら企業にアプローチしてスタートすること

が一般的で、国からの資金援助も受けられるそうだ。日本

に比べて教育現場と社会がより近い関係にあるが、限られ

た人的、物的な資源を最大限活かし、イノベーションを生

み出していく、フィンランドの国策の一端がうかがえる。

　このような中、大学のもつ人材、学術的な知見を社会

に提供し、大学と市民、企業をつなぎ合わせるユニーク

な組織として、ヘルシンキ大学がヘルシンキ市と 2013

年に共同設立した「Helsinki Think Company」がある。

主な活動は、新たな市場価値の創造や社会的貢献が期

待できる起業や産学連携プロジェクトの支援である。例

えば、スタートアッププログラムでは、メンバーのマッチ

ングから提案先の企業にとってより魅力的な企画とする

ブラッシュアップといったソフト面、快適に作業するため

のワークプレイスや機器・設備といったハード面、両面

からの支援が約 2 カ月間にわたって提供される。これま

で約 1,000 プロジェクトが始動し、うち 25 プロジェクト

が起業につながったそうである。あわせて、テーマ性の

あるセミナーやワークショップの開催支援、ホームペー

ジや SNS による情報発信など、新たな学びと人的ネット

ワーキングの場づくりも担っている。

　驚くべきことに、これら Helsinki Think Company が

提供する各種支援、セミナーやワークショップの参加は、

すべて無料である。また、ヘルシンキ大学の現役学生

が職員として勤めており、ヘルシンキ大学とヘルシンキ

市が分担して給料も支給される。企業主催のセミナーや

ワークショップは、ヘルシンキ大学生がかかわることが

必須条件であり、学生にとっては貴重なリクルートの場

にもなっている。
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写真 3　吹き抜けのオープンスペース 写真 4　グループワークに使われる地下１階のソファエリア

大学と市民、企業がつながり合う場 
TIEDEKULMA
　Helsinki Think Company の活 動 拠 点は、 ヘルシン

キ大学キャンパスが立地する 3 地域に分かれるが、本

稿では、ヘルシンキ市中心部、ヘルシンキ大学駅近くの

「TIEDEKULMA」を紹介したい。

　2017 年、それまでの拠点が手狭となったため、1970

年代に建てられた旧・ヘルシンキ市行政棟を改修した建

物の地下 1 階～ 2 階に移転し、TIEDEKULMAとしてオー

プンした。筆者のようにヘルシンキ大学やヘルシンキ市に

関係のない者でも気軽に利用でき、車いすやベビーカー

を押す人も出入りや移動がしやすいよう空間設計が配慮

され、サウナ・フィットネス施設も同居するなど、多様な人々

が日常的に集まる公共の場として親しまれている。

　通りに面する 1 階ファサードは、大きなガラス面となっ

ている。街路を行き交う人たちは室内の雰囲気を何気な

く察し、室内の利用者も街の様子や時間の移ろいを感じ

ながら過ごせる。1 階中央には、床・壁がコンクリート打

放しで仕上げられた吹き抜けのオープンスペースが広が

る。改修前は中庭であった空間だが、屋根をかけて美し

い木天井とし、大きな天窓から自然光が差し込むアトリウ

ムとなった。フロアには木製テーブルとスツールが並び、

カフェも併設され、平日午前中から市民のくつろぐ姿が数

多くみられる。毎週のようにセミナーやワークショップが

開催されるため、床面より一段高いステージが常設され、

大きなテーブルはキャスター付きでレイアウト変更がしや

すい仕様となっている。ステージ奥の大きな壁面には、

普段はプロジェクション映像が流れるが、プレゼンターの

講演スライドを投影することもできる。学生や市民が熱心

に議論する様子が動画配信され、多様なコミュニティの参

加による情報発信の場として息づいている点も印象深い。

　2 階には、Helsinki Think Company のオフィスのほか、

プロジェクトチームが一定期間占有できるレンタルオフィ

ス、予約制ミーティングルーム、自由に作業できるオープ

ンラウンジがある。

　地下 1 階中央のソファエリアでは、黒い柱に手書きさ

れた「GROUP WORK IS NEVER QUIET!」の文字通り、

多くの人たちが賑やかに語り合う。周辺にはグループテー

ブル席が並び、その一角にはカーテンで仕切られ、ミー

ティングやディスカッションに集中できる場所もある。ま

た、フィンランド国内初の導入で話題となったジェンダー

フリートイレもある。これまでの男女共用トイレのサイン

を変更しただけだが、悩みをもつ人にとっては少しでも不

安が軽減されることだろう。

　このように、TIEDEKULMA にはバラエティに富んだ家

具・空間が揃い、利用する人が自由に選んだり、動か

したり、自分なりのスタイルで過ごすことが許される。そ

の場や場づくりからは、 「SIMPLE」（無駄なく、簡単に）、

「NATURAL」（自然を感じ、余分なストレスなく）、「CLEAR」

（公平で、わかりやすく、ゆとりある）といった一貫したメッ

セージを受け、利用する人、運営する人の心身をよりよ

い状態にすることに寄与していると感じる。FM の視点とと

もにこれからの日本の教育機関や公共施設のあり方を問

う、示唆に富む事例といえよう。                                   ◀



24 JFMA JOURNAL       2019 ● WINTER

北欧のFMから
　  何を学ぶか

特集
Special Issue

図表 1　WaaSの概念 写真 1　三菱地所本社 4 階執務スペース

　2018 年の JFMA 海外 FM 視察調査団は視察先が北欧

3 カ国という意欲的な視察行程だった。北欧諸国は生産

性の高い働き方を実践しており、ワークプレイスとしての

仕掛けや運営にヒントがないか期待しての訪問となった。

セナッティ（Senaatti）訪問

　視察先の中でもひときわ期待して臨んだ視察先が、セ

ナッティであった。セナッティは、フィンランド政府の施設

管理や生産的な働き方の周知啓蒙を担っている政府系国

営企業で、その管理先は通常の政府系施設のみならず、

刑務所施設までカバーするなど幅広い。今回は、セナッ

ティのワークプレイス及び、政府系職員であれば自由に

利用することができる「SENATE SESAM」という開放型

のワークプレイスを視察した。

　このワークプレイスでは、ハード面では上下昇降デスク

や集中しやすいデスク等のバラエティに富んだ什器セッ

ティングに加えて、「仕事は動きながらしよう」という標語

が掲示されていることからもわかるように、生産的な働き

方をするために、ABW（Activity Based Working）の実

践を推奨している。また、職員の位置をビーコンで捕捉

して表示するシステムや会議室予約システムといったデジ

タル技術を取り込み、先進的な働き方を標ぼうしている

様を随所に感じ取ることができた。

「オフィス」⇒「ワークプレイス」

　訪問に先立つ 2018 年 1 月に当社は本社を移転した。

今回の視察では、当社が新本社で実現したワークプレイス

に対する答え合わせの意味合いもあったが、セナッティの

ワークプレイスとそこで働く人の様子を見て、また政府系

職員に開放されている「SENATE SESAM」というワークプ

レイスのコンセプトを聞くにつれ、当社のワークプレイス

への考え方は間違っていなかったという思いを強くした。

　近年、生産年齢人口の減少から労働力の確保が難しく

なっている中、貴重な人材が育児や介護で離職すること

を防ぐためにテレワークやフレックス制度が普及し、働き

方が多様になってきた。同時に、新しい働き方を支援す

る ICT 技術も普及し、オフィスに来なくても業務を行うこ

とができる環境が整っている。

WaaS（Workplace as a Service）
フィンランドとの比較を通した
これからのワークプレイス

ワークプレイス●フィンランド - ヘルシンキ

田中 文康  
たなか ふみやす

三菱地所株式会社
 総務部ファシリティマネジメント室 統括

認定ファシリティマネジャー
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写真 2　フィンランド政府系職員に開放されている
                 SENATE SESAMのキッチン  

写真 3　SENATE SESAMのソファでくつろげるスペース

　このように「働く」という形が変化している中、「働く場

所」も同様に変化しなければならない。遠隔勤務を実現

する ICT 機器の活用はもちろん、物理的な「働く場所」

も各所に点在するサテライトオフィスなどを利用することで、

「働く」ことが物理的な場所から解放される。従来型の固

定的な働き方を強いる「オフィス」は、より柔軟で生産的

な働き方をサポートする「ワークプレイス」に変化している。

　移転前の当社の本社は、「対向島型」「固定席」「役員

個室・部長ひな壇」「個別部署単位でビル内に分散」とい

う構成だったが、ABW の考え方に基づいて「グループア

ドレス（部署本拠地を定めたフリーアドレス）」「役員個室

廃止」「部署の壁を撤廃して大部屋に集約」「内部階段で

フロア間をつなぐ」といった形でワークプレイスの構成を

大きく変えた。このワークプレイスとしての考え方は、セナッ

ティにおいても同じように展開をされ、具現化されていた。

　これはすなわち、生産性が高いとされるフィンランドの

先進的なワークプレイスと比較しても、日本のワークプレイ

スが劣後していないことを確認できたことを意味しており、

これが今回の視察における最大の成果だった。

「オフィス」 ⇒ 「ワークプレイス」への変化
・固定化されたオフィスに通勤する ⇒ 目的に合致した

ワークプレイスで働く
・硬直的な固定席での執務 ⇒ フリーアドレスによる

ABWな働き方
・低付加価値業務 ⇒ 業務効率化により高付加価値業務

への移行

　「オフィス」から「ワークプレイス」への変化にあたっ

ては、ハード面の整備のみならず、制度面と IT 面の整

備も不可欠だ。いくらハード面が機能的に整備されても、

それを使うためのルール整備（制度）及び、ツール（IT）

が揃っていなければ、その空間の利用は促進されない。

　当社も移転と同時に、柔軟な働き方を実現する制度（テ

レワーク制度、時間単位有給休暇など）を整備し、モビリティ

向上を主眼とした IT 整備（PC モバイル化、iphone 貸与、

クラウドストレージサービス導入など）も同時に実施した。

「ワークプレイス」⇒「WaaS」
　「ハード面」「制度面」「IT 面」において、先進的なワー

クプレイスにキャッチアップしているとすれば、次の打ち

手は、「働く場所」以外の手段で「働く」をサポートする

機能の提供が求められると考えている。つまり、「オフィ

ス」⇒「ワークプレイス」の先にはワークプレイスのサー

ビス化が必要であり、それが「WaaS（Workplace as a 

Service）」だと考えている。単なるワークプレイスの提供

のみならず、新たな気づきや出会いの提供、WELL な働

き方のサポート、RPA や AI の活用による業務効率化支援、

食を通じたコミュニケーション促進など、「ハード」「制度」

「IT」に加えて、「ソフト」の提供が必要となってくる。

　セナッティを案内してくれた担当者が説明の中で「仕事

はどこでするかではなく、何をするか」という話をしていた

のが印象的だった。決してワークプレイスで劣後していな

い日本が、今後さらなる進化を遂げるためには、「ワーク

プレイス」から「WaaS」への進化を通じて、人間の価値

が最大化され、成果を出しやすい総合的な環境整備の必

要性を強く感じた視察であった。                                  ◀
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イケアイズムが貫かれた
IKEA Hubhult

ワークプレイス●スウェーデン - マルメ

髙野 康幸  
たかの やすゆき

大成建設株式会社
ライフサイクルケア推進部 FM推進室長

認定ファシリティマネジャー

写真 1　スウェーデン・マルメにある Hubhult 写真 2　吹き抜けの周りには居心地のよさそうなソファが置かれている

機能と快適さを融合したABW
　訪問したのはスウェーデン南部の都市マルメに 2015

年に完成した「Hubhult」と呼ばれるイケアの施設。

イケアは、世界 42 カ国で事業展開する世界最大の家

具量販店である。そのビジネス理念は「優れたデザイ

ンと機能性を兼ね備えたホームファニッシング製品を

幅広く取りそろえ、より多くの方々にご購入いただける

ようできる限り手ごろな価格でご提供する」である。キー

ワードは、「デザイン」「機能性」「価格」。Hubhult には、

このイケアイズムともいえる考え方が貫かれていた。

　Hubhult は、オフィスとミーティングセンターからな

り、イケアが掲げるビジョン「より快適な毎日を、より

多くの方々に」を具現化するべく、快適で働きやすい

オフィスをめざしてつくられた。工場を模した鋸屋根の

建物の中は、天井レスの大空間にイケア製と思われる

家具が配置されている。机やイス、ローパーティション

などは、家庭にある家具のようで、リラックスできそう

な雰囲気を醸し出している。執務フロアには、名前の

書かれた木製の箱のようなブースが無造作に転がって

いる（ように見える）エリアもある。オフィス中央にあ

る自然光の差し込む大きな吹き抜けには、これでもか

というほどたくさんの照明器具が吊るされている。オブ

ジェとしてなのかショールームとしてなのか、不思議な

光景だ。吹き抜けの周りには居心地のよさそうなソファ

が置かれ、家でくつろぐように働くといった感じだ。機

能だけでも、快適なだけでもない、それらが程よく融

合し、リラックスしながら働けるオフィスだ。ミリ単位で

精緻につくられた日本のオフィスを見慣れた目には、か

なりおおらかなつくりに映る。あまりコストをかけてい

ないであろうと思われるオフィスだが、プアな印象を受

けないのは北欧デザインの力なのだろう。

　機能面では、まず、Activity-based model を導入し

たオフィスで、トップも自分の机はない。アクティビティ

を実現するためには場所にこだわらずに働くことが基本
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写真 3　1階と 2階を結ぶ大階段 写真 4　男女共用のトイレ

という考え方だ。執務エリアの外にある１階と 2 階を

結ぶ大階段は、自由に使えるワークスペースでもある。

スカンジナビアで最も持続可能なオフィスビル
　一方、イケアは、2012 年にピープル・アンド・プラネッ

ト・ポジティブという 2020 年までのサステナブル戦略

を開始した。１）より持続可能な暮らし、２）資源と

エネルギーの自給、３）人々と地域社会により快適な

暮らしを提供する、という 3 つの取り組みを通じて持続

可能な社会をめざすというものである。

　その戦略の一環で、Hubhult は、イギリスの建物

環境認証システム BREEAM 最高ランクの Outstanding

（極めて優れている）を取得している。吹き抜けやトッ

プライトにより自然光を積極的に取り入れ、地下水を

利用した空調システムやソーラーパネルも採用してい

る。2017 年、スカンジナビアで最も持続可能なオフィ

スビルに選ばれている。また、スウェーデン全域のイケ

アが必要とする電力を、建物に設置した太陽光パネル、

地下の地熱発電所や独自の風力発電所により 100％再

生可能エネルギーとして供給しており、NOX や CO2 の

排出ゼロを実現しているそうだ。

　Hubhult に在 籍する従 業 員 1,200 名は、 男 女 比

50：50 で外国人比率が高い。また、世界中のイケ

アグループから 2,000 名の社員がここを訪れるため、

100 室もの会議室が用意され、フェイス to フェイス

のコミュニケーションが思う存分できるようになってい

る。まさにグローバル企業なのだ。そのような日常に

おいて、ダイバーシティは必然なのだろう。トイレは

男女共用だ。

　ウェルネスへの配慮も特別なことではないようだ。裏話

だが、今回の視察をコーディネートされた方によると、訪

問先にウェルネスについて視察したいと伝えると、当たり

前すぎて何を見たいのかわからないという反応が多かっ

たそうだ。それくらい根付いているということなのだろう。

Hubhult でも、リラックスルームを設けており業務中に自

由に仮眠が可能であったり、卓球台や軽スポーツ用品を

自由に利用できたり、シャワールームも完備されている。

社員の健康には非常に配慮しており、自転車通勤も推奨し

ている。また、イケアに限ったことではないが、北欧では、

空気の質や照明についての説明を聞くことが多かった。こ

れもまた当たり前のようである。

　イケアのあるマルメは，スウェーデンの都市だが、

海を渡ればすぐデンマークだ。CEO の常駐する施設を

首都ストックホルムでも、創業の地でもないマルメにな

ぜ置いたのだろう。マルメは、北欧最大のハブ空港で

あるコペンハーゲン空港に 20km ほどの距離にあり、

世界中から社員が集まる場所としては、都合のいい立

地だ。さらに、周りは何もない広々とした場所で、ストッ

クホルムやコペンハーゲンに比べれば、地価も安いだ

ろうし、イケアのイメージにも合っている。勝手な想像

ではあるが、FM 的には理に適っている。

　Hubhult は、イケアの考える「デザイン」「機能性」「価

格」を具現化した、イケアイズムが見事に貫かれた施

設であった。                                   ◀
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カロリンスカ医科大学視察で
見えたこと

大学・研究機関●スウェーデン - ストックホルム

辰馬 夏実  
たつうま なつみ

早稲田大学芸術学校建築科2年

写真 1　執務空間が眺望できる研究棟の吹き抜け 写真 2　廊下からは各教室の様子が見える

ストックホルムの印象
　カロリンスカ医科大学があるスウェーデンの首都ス

トックホルムの第一印象は、今回訪れた北欧 3 都市（ヘ

ルシンキ、ストックホルム、コペンハーゲン）の中で最

も大きく都会らしいせわしなさも少し東京に通ずるもの

があるなというものだった。

　しかし帰国後調べると、東京都区内の人口は約 955

万人、面積は 626.70 km2 に対し、ストックホルム県は

人口約 193 万人、面積は 6,519 km2 で、これを人口

密度に置き換えると東京都区内が 15,245 人 /km2、ス

トックホルム県は 300 人 /km2 となり、その差は想像

以上の約 50 倍。日本でストックホルムと同じ位の人口

密度の県を探そうとすると、おおむね全国 21 位の群

馬県（306.4 人 /km2）、22 位の栃木県（304.76 人 /

km2）、23 位の石川県（273.04 人 /km2）あたりになろう。

東京にも通じるせわしなさ、などと感じたのはいわば「北

欧ボケ」をしていたからで、栃木県に似た石川県くらい

の国に行ってきた、と考えるのが数値上は正確である。

知的活動拠点の設計を専門とする
企業との出合い

　カロリンスカ医科大学ソルナキャンパスは世界大学ラ

ンキングで 50 位以内に入る大変教育水準の高い大学

で、ストックホルム中央駅からは車で 10 分と交通の便

も申し分のない位置にある。東京に当てはめて考えるの

はナンセンスと述べたばかりだが、それは東京駅から東

大病院までの距離感とさほど変わらない。鉄道の車両基

地の隣に位置する約 300m2 の敷地に教育機関、研究

機関、実験棟などの施設がゆったりと点在している点も、
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写真 3　カロリンスカ医科大学の FM部門ディレクターの Lennart Ilke氏

本郷キャンパスの中の様子と少し似ている。しかし異な

るのは、カロリンスカ医科大学はこのキャンパスの所有

者ではなく、同キャンパスの 88% を所有管理している

Akademiska Hus AB という企業から借りている点であ

る。この企業はスウェーデン国内で研究・大学施設の

設計やプロパティマネジメントを専門とするエキスパー

ト集団であり、「To make wiser Sweden」を企業理念と

している。カロリンスカ医科大学はいわば Akademiska 

Hus AB の顧客ともいえるのである。同社のように人の

ワーキングスペースを専門に考える企業は JFMA が今

後最も注目していく一社だと思う。

目の当たりにした
心理学・ジェンダー視点への取り組み

　構内は、徹底した清潔感と部屋の様子が外部から

見通せるオープンな空間づくりが見事だった。張り

紙や無駄なサインが少ない上にペーパーレス化も進

んでいるため、非常にすっきりとしている。それでい

て、無機質な印象を与えずカラフルな椅子や机、植

栽や木材を取り入れた自然素材のアクセントが心地よ

い。また、そうした家具に加えパニック症候群や集団

行動を苦手とする人のための個室が所々に用意され

ていたり、トイレは基本男女兼用など、最新のヒュー

マンマネジメントの視点における工夫も見られた。多

様な人々を排除することなく一人ひとりが「To make 

wiser Sweden」 の担 い 手になれるよう、 最 大のパ

フォーマンスを発揮できる環境をつくろうという目的意

識をはっきりと感じ取ることができた。

「環境による間接的な教育の重要性」
　少し蛇足になるがアメリカ人哲学者で心理学・養育学

でも功績を残したジョン・デューイの思想に「我々は決

して直接に教育するのではない」「環境による間接的な

教育の重要性」がある。教育・研究機関のみならず執

務空間全般はまさに間接的な教育が同時多発的に起き

る場所である。自分の専門や主活動に閉じこもるのでは

なく、他業種や他分野との偶発的な出会いが新しい価

値を生み出すことは既知の事実だが、個人の集中と集

団での交流のバランス、直接的なアプローチと間接的な

環境づくりなど、対極の要素をバランスよく取り込む難

しさは、常に大きな課題である。今回は叶わなかったが、

カロリンスカ医科大学とて現地の人々の声をもっと聞くこ

とができれば、完璧ではないことが判明するはずである。

しかし、日本のとかくこちゃこちゃとしがちな執務・教育・

研究空間を見慣れた目には、カロリンスカ医科大学のス

マートさが大きな刺激となり、とても成熟して見えたこと

は事実である。バランス感覚を磨く方法は、まず大きく

振れてから徐々に偏りを微調整していく他ない。今回の

視察自体、「働きやすい最高の FM は何か」という問い

に対し、明確で安易な答えはないという意味で「環境（を

覗き見ること）による間接的な教育」にしかなり得ない

ものだが、前述のバランス感覚を磨いていく上で多くの

ヒントや手本を見出せたことは大きな収穫であった。

　最後に、カロリンスカ医科大学 Director of Facilities 

and Real Estate の Lennart Ilke 氏のプレゼンテーショ

ンが大変的確で素晴らしかったことを付け加えたい。

日本からやってきた多様なバックグラウンドと目的

意識を持ったわれわれの要望を最初の手短なプレゼ

ンテーションでほぼ網羅され、広い構内を案内する

時間配分や、個別の質問への真摯な対応、時にユー

モアを交えて雰囲気を和やかで活発なものに導いて

くださった点など、いち企業人として見習うべき点が

多くあった。貴重な機会を与えてくださりありがとうご

ざいました。                                                                       ◀
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図表 1　プロジェクト目標 図表 2　ハンマルビー・モデル（出典：ハンマルビー臨海地区公式ブックレット）

ハンマルビー・ショースタッド地区の概要
　スウェーデンの首都、ストックホルム市の都心部の南

地区（約 4km）に位置するハンマルビー・ ショースタッ

ド地区は、工業専用港として 1930 年代から繁栄し、周

辺には町工場などの軽工業があり、ストックホルム最大

の汚染地帯でした。しかし、この地区は市の中心に近く、

中心部の臨海部をどのようにしたらよいか思案していた

なか、1990年代初頭、2004年開催のオリンピック招致を

めざし、ストックホルムの市議会はこの地域を都市として

環境保護の先進モデルとすることに同意し、市主導のプ

ロジェクトが開始されました。

　同地区の取り組みで特徴的な点として、開発を始める前

に関連する団体がすべて参加した、「参加型の都市計画」

が行われたことにあります。環境に対する負荷を総合的に

軽減した住みやすい住宅地区を構築するために、土地の利

用方法、交通手段、建材の選択、エネルギー、水、廃棄

物など総合的な視点から計画が進められました。また、計

画当初にプロジェクトの全体目標とともに、各分野別の定量

的な全体目標が掲げられています。（図表１・写真 1）

ハンマルビー・モデル
　開発当初から関連団体（行政・事業者）の各部署が

集まって計画を進めたため、住宅・商業・業務活動にお

ける①水、②ゴミ、③エネルギーを循環させるという「ハ

ンマルビー・モデル」（図表 2）ができました。2004 年

オリンピック開催はアテネに譲ることとなりましたが、サ

スティナブル・シティの先進モデルとして世界中から注目

され、毎年多数の観光客や専門家が訪れています。　

　❶水（上下水） ： 水の消費を減少させるため、200㍑ /

日・人を 50％削減し 100㍑ / 日・人をめざし、節水型水

栓（泡沫水栓）や節水型トイレ、食洗機などで工夫してい

ます。また、地区内には最先端技術を用いた下水処理施

設が設置され、浄化される汚水の熱（8 ～ 20℃）は地域

暖房の熱源として利用され、処理後の下水汚泥は堆肥利

用され、処理時に発生するバイオガスはバス燃料などに有

効活用されています。特筆すべきは下水処理施設で浄化

された再生水は、地区内のビール工場で「PU：REST」と

名付けられたビールの製造用水として利用されています。

水再利用の重要性を訴える方法として、スウェーデンの環

環境汚染地区から
「環境配慮循環型まちづくり地区」

への再生
ハンマルビー・ショースタッド地区

まちづくり●スウェーデン - ストックホルム

松 浦    裕  
まつうら ゆたか

株式会社 山下PMC　執行役員
事業管理運営本部 本部長

認定ファシリティマネジャー
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写真 1　ハンマルビー・
　　　　ショースタッド地区

（出典：image bank Sweden）

写真 2　ゴミ収集システム（ゴミの投入口）

境研究所（IVL）、地元のビール製造会社（New Carnegie 

Brewery）、Carlsberg Swedish が共同で、下水再生水でビー

ル販売を計画し、2018 年 6 月のフードフェスティバルで

デビューし、7 月初旬からは店舗販売されています。

　❷ゴミ ：ハンマルビー・ショースタッド地区では、ゴミは

「捨てるもの」ではなく活用すべき「貴重な資源」です。

そのゴミマネジメントの根幹となっているのは、スウェー

デンの環境技術企業である Envac 社の地下ゴミ収集シス

テムです。同システムは、地区内の外構や建物壁面に設

置されたゴミ投入口から配管ネットワークが地下でつな

がっており、一定量溜まると投入口直下のバルブが開い

て、真空吸引で中央収集ステーションまで運ばれる仕組

みとなっています。投入口は可燃ゴミ・生ゴミ・新聞の 3

種に区別されていて、住民が分別して投入します。（写真 2）

　ゴミ収集車が街中を走り回る必要なくなるため、交通

渋滞や駐車スペース、臭いなどがなくなります。可燃ゴミ・

生ゴミは、地域の熱・電力やバイオガスとして利用され、

新聞はリサイクルされます。また、バイオガス生成後の消

化液は栄養豊富な肥料として農地で活用されます。

　❸エネルギー ： ハンマルビー・ショースタッド地区で

は、持続・再生可能なエネルギーとしてさまざまなエ

ネルギー供給源を取り入れています。例えば燃料電池、

太陽電池、ソーラーパネルなどの最新技術が使われて

います。建物の外壁や屋根に太陽電池が設置され、太

陽電池 1m2 あたり、住居床 3m2 に必要な電力に相当

する年間約 100kWh 電力を供給しています。ソーラー

パネルで集熱した温水は地域暖房として利用されていま

す。地区内の火力発電所では、可燃ごみを燃料とし熱・

電力を生産しています。下水処理水からヒートポンプによ

り廃熱を回収し、地域暖房に利用し、下水処理過程で得

られる汚泥からはバイオガスを回収し、市営バス、タク

シー、ガスストーブなどの燃料に使用されています。

環境情報センター

　ハンマルビー・ショースタッドの中心駅近くに「グラスフ

セット」と呼ばれる環境情報センターがあり、そこでは見

学会やハンマルビー・モデルの展示を通じ、新しく環境に

やさしい技術情報を広めています。居住している市民に対

しても、省エネルギーやゴミの分別方法、地域の環境情

報を共有することで持続可能なまちづくりを進めています。

住環境とそこに住まう人々

　ハンマルビー・ショースタッド地区では、さまざまな家

族構成に対応できるよう、同じ棟、同じ階の各戸に複数

の種類の間取りを備えています。賃料は相場よりも高めな

ため、収入が高いシニア層の入居割合が高くなることを

開発当初は想定されていましたが、住環境の良さに価値

を見出した若い世代も非常に多く入居しており、賃貸住宅

への入居は 15 年待ちと驚きの人気となっていました。

　地域内は日射を配慮し、高さ制限とともに隣棟間隔に

ゆとりが設けられ、そこには公園広場、ウッドデッキ、水

景（水路や噴水）や緑化などが施され、自然豊かな心

地よい空間となっていました。また、道のほとんどは袋

小路となり、歩車分離により安全性に配慮したまちづくり

を実現しています。

　当地区は「作り手」側が示した「目的・意味・価値・

仕組み」を開発当初から完遂させ、さらには「住み手・

使い手」側がそれらの意味・価値に共感し、自分たちの

住環境に誇りを持ち、活用することで、持続可能なまちづ

くりの好循環が生れていると感じました。日本でも環境配

慮型の建物が盛んに計画されていますが、建物単体での

環境配慮にとどまることなく、エリア（街から都市）として

面的な環境配慮を行うこと、初めてサスティナビリティ社

会が実現するものと確信しました。                                 ◀
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ゲールアーキテクツとは

　コペンハーゲンに拠点を置く都市デザインコンサルタ

ント会社であり、人の生活や行動パターンを中心に考

え、その延長の都市デザインによって都市生活の質を

向上させることに焦点を当てている。

　ヤン・ゲール氏は、アメリカ都市計画家協会での研究活

動や、デンマーク王立芸術大学建築学部教授を経て、64

歳の時にゲールアーキテクツを設立。1993 年には、すぐ

れた都市計画業績に対して贈られる国際建築家連合パト

リック・アバークロンビー賞を受賞しており、現在 82 歳。

　世界中で仕事を行っており、コペンハーゲンに 50 人、

ニューヨークに 8 人、サンフランシスコに 10 人など世界

の各拠点に多くのスタッフを擁している。2016 年に来日

し、丸の内プロジェクトにも参画している。

　地方自治体や公的なマスタープランの作成の他、プラ

イベート企業への対応も行っており、最近ではドイツのイ

ケアとその周辺都市計画がある。日本では、慶応大学と

のコラボレーションや三菱地所との丸の内エリア開発に

参画。2017 年は日本とデンマークの交易関係樹立 150

周年記念行事として、金沢でイベント企画なども行った。

ウェルビーイングな職場環境
　女性が事務所の CEO を務めていることもあってか、

スタッフの半数以上は女性であった。「日本の少子高齢

化問題の解決策は、女性が働くことであり、社会が働く

女性を助けることが重要」とディビット・シム氏（写真 1）

はいう。

　事務所は最上階にあり、中庭を囲むように配置されてい

る。暗い日の多い北欧では採光は重要であり、自然光が

良く入るつくりになっていて、とても気持ちが良かった。

　執務スペースはフリーアドレスを採用し、ゆった

りとした空間配置となっており、 夏は窓を開けてエ

アコンは 使 用しな い。この日も気 持ちの 良 い 空 気

が循環していた。ルーフテラスは、 夏によくランチ

ミーティングで活用しているそうで、そのあたりから

もウェルビーイングな働き方を感じることができた。

都市デザインの思想
ゲールアーキテクツ（ヤン・ゲール）

まちづくり●デンマーク - コペンハーゲン

西原 智昭  
にしはらともあき

日本メックス株式会社
東京営業部主任

写真 1　ゲールアーキテクツのディビッド氏 写真 5　航空写真にポストイットで
                 意見を貼るワークショップ

写真 2　女性が働きやすい職場環境 写真 3　ルーフテラス

写真 4　中洲の風景（ニューヨーク）befoer（左） After（右） 写真 6　新宿駅（モザイクストリート）



33WINTER ● 2019 　JFMA JOURNAL

JFMA北欧３国FM視察調査団   特集●

　事務所は 3つのゾーンで構成されており、１つは集

中できる Quietゾーン、対する側には皆で大声で話せる

Talk ゾーン、真ん中は大声では話さない中間ゾーンが

あった。木造の小屋組があらわになった天井や、フロー

リングの床、そして白いシンプルな家具が醸し出す事務

所のインテリアは、まさしくスカンジナビアデザインで、

ホスピタリティを感じる落ち着いた、センスの良いオフィ

スという印象であった。（写真 2、3）

オープンイノベーション
　「人間中心のまちづくり」の事例として、ニューヨークの

紹介があった。たったの 48 時間で道路に中洲をつくり上

げたプロジェクトの紹介があり、道路にペイントで歩道を加

えただけで、人の流れが変わり、今では歩行者中心のマ

ンハッタンをつくるきっかけになったプロジェクトに驚いた。

　ほかにも、自動車で埋め尽くされたタイムズスクエア

のストリート空間は、パラソル・椅子を置いて座ったり

する自由空間へと変革させたそうだ。人が集まるとそ

こにはたちまちビジネスが生まれ、小さい企業　（コー

ヒー、クッキーショップ等）から大手企業（マリメッコ）ま

でが集まり活性化したという。（写真 4）

人々の声の大切さ
　人々を中心に考え、人々を観察することでパブリック

スペースをデザインするのがゲールアーキテクツのアプ

ローチだとディビッド氏は語る。では、どうやって人間の

暮らし・質を測ることができるのか？

　それは、声や発言の大きい人ばかりでなく、シャイ

な人たちから意見を聞くこと、子どもたちの意見はど

んどん取り込んでいくこと。何故なら、 大人より子ど

もたちのほうが賢いからだという。子どものいうことに

は、 人々は理解しようとしてくれる。お父さん、お母

さんは何も変わらなくてもいいと思っているが、子ど

もはイマジネーションが豊富で変わることを恐れない。

　いろいろな国の人々が集まると、地図は読めないが写

真ならば誰にでも通用する。そこで航空写真を使い、ポ

ストイットで意見を貼っていくと、いろいろな人の意見を

集めることができる。いろいろな意見をすべて取り込み、

お互いの理解を深めるためには、どうやって全員を参加

させるかが重要だといわれ、さっそく今後の仕事に生か

していきたいと思った。（写真 5）

ヤン・ゲールスピリッツ
　The human dimension（人間としてのサイズ）、すなわ

ちデザインするために必要な基本的で細かい寸法に注意

を払うことが大事であるという。こうした、人の生活、行

動パターンから、建物や都市を見直しそこに住む人々が

より幸福になることをめざすのが、「ヤンゲールスピリット」

なのではないかと話を聞きながら感じた。

　分かりやすい例として、地上３ｍは視線に入りやす

いので非常に重要であり、そこをどう活用しているかを

見れば一目で面白い通りか、つまらない通りかが分か

るそうだ。

　また、人は階段とスロープがある場合、階段を嫌う。

日本の新宿駅モザイクストリートの調査結果は、階段（右）

を利用 20％：坂（左）を利用 80％と本来右側のショーウィ

ンドウ側を歩いて欲しいが、残念な結果がそこにはあっ

た。人の行動把握が必要だと教えられた。（写真 6）

おわりに
　「Life first！ then space！ building last！！」と話があった

が、日本は「Building first」で、真逆の考え方が主流である

ことに驚かされた。「人間中心」＝「働く人中心のオフィス」

がまさに実践されていると感じた。働いている人が生き生

きとしており、みんな笑顔で挨拶してくれたのが印象的で

あった。ヤン・ゲールスピリッツが全所員に浸透し、皆誇

りにしており、その誇りが確信になっているのだと感じた。

　街づくりの考え方が “ 人の行動観察 “ から始まる手法

は新鮮で、スケール感やアクティビティに注目する点な

ど非常に興味深いものがあった。

　事務所の床材は、この建物のなかで最も高価である

とディビッド氏は自慢したが、人が直接触れる床材を

重視するヨーロッパと、外壁やエントランスにばかり高

価な材料を好む反面、安いタイルカーペットを選ぶ日

本との考え方の違いに気付かされた。

　FM を実践するうえでも、事実の測定と測定値の定量

化、そして評価することの大切さに改めて気付かされた、

ゲールアーキテクツの事務所視察であった。                ◀
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重綱 鉄哉  
しげつな てつや

JFMA北欧3国FM視察調査団団長補佐
JFMA教育研修委員長

株式会社イトーキ
認定ファシリティマネジャー

写真 1　ヘルシンキ大学 TIED EKULMA　中庭を改装した開放スペース 写真 2　商業施設・住居の複合施設の中庭　静寂に包まれた生活空間

見て、学び、心を動かされた情景
　フィンランド、スウェーデン、デンマークという、

社会福祉制度や教育など、人の生活を中心とした社会

システムが充実した国々の中で、都市や街づくり、ワー

クプレイスやワークスタイル、人の生活を取り巻く環

境、そして人々の活動を垣間見た。ヘルシンキでは、

大学と市民、企業をつなげイノベーションを創出させ

ていく活動や、施設づくりと変革のためのファシリ

テーションを通し、新しい働き方へ取り組む姿勢に共

感し、そこでの取り組みに先進性と共通点を見出すこ

とができた。

　ストックホルムでは、教育現場でのファシリティの

ありようや、どこを見なくてはならないかという本質

に気づかされ、そのことを特別なこととしてではなく

実践していくことの重要性を教えられた。コペンハー

ゲンでは、都市や街づくりにおいて、その目的やめざ

すべき方向は何かを考えさせられ、その中で生活して

いくために、理解し考えていくことの重要性について

幼少期から伝えていく姿勢を見た。

　新古典主義、アールヌーボー様式などの建造物をリ

ノベーション、リニューアルし、歴史的景観を保ちな

がら、新たな時代の中でその鼓動にふさわしい機能と

情景が創りだされている。一方で、先進的なデザイン

により都市や街にリズムを与え、空間のありようを問

いかけている。街路や中庭には緑とコミュニティのた

めの静寂が満ち溢れている。人々の日常生活の情景の

中に、地球環境保全に対する取り組みや互恵の思想が

意識することなく、自然に溶け込んでいる。

　新しい働き方をめざし、改革に真摯に取り組んで

いる。日常生活の中で、歴史やアートに触れる機会、
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写真 3　スウェーデン王宮の復元計画　25年間の計画を伝えている 写真 4　歴史的建築物の多い街の中心部に建てられた BLOX HUB

心豊かに過ごすための選択の機会が皆に提供されて

いる。実質的な、実験的な、さまざまな取り組みに

より、街や施設、自然、人々の生活環境が運営され、

維持され、あるいは新たに創造され、人々の生涯を

支えている。

　彼らは何をめざしているのだろうか、私達は何をめ

ざしてきたのだろうか。ほんの数日間、これらの都市

や街の文化や施設に触れ、生活者の活動を垣間見、そ

れぞれの鼓動から感じたものは、人を想い、その人の

活動を大切にし、それをそっと支えるという思想と、

何を選択するべきかについて、それぞれが考え選択す

る機会を用意することの重要性である。この視察調査

の中で出会ったさまざまな人の声と行動は、多くの参

加者にリフレクションを促すことになったに違いな

い。自身の活動を変革していくエネルギーになったに

違いない。

　訪問した国々は、その歴史、風土、産業構造、社会

課題には共通点もあれば異なる点もある。もちろん日

本とも同様である。しかしながら、共通していること

は、ひとつの大きな価値観、言い換えれば「大切にし

ていること」がそれぞれにあることではないだろうか。

その「大切にしていること」について、市民の誰もが

自然に理解し共有し、それに沿って自分自身の行動を

判断し、選択していることではないだろうか。私達自

身も「大切にしていること」「大切にすべきこと」は何

かをしっかりと共有していかなくてはならない。

視察調査活動の重要性
　この視察調査を通し、参加者それぞれが体感した

さまざまなファシリティ、そこで触れた人々の言葉

は同一である。しかし、そこから得られたもの、心

を動かされたものは多様である。この多様さが大切

だ。多様であることにより、次の思考、行動の領域

も広がり、次代へとつながっていく。視察調査団の

活動が継続されることの重要性は、この多様で、幅

広い感じ方、価値観、想いから事物を見ることがで

きることである。

　そして、その多様さゆえに、FMにかかわる多岐に

わたる領域で、明日の課題を解決していくためのさ

まざまな施策が検討でき、的確な選択を促していけ

ることである。それぞれの視座、視野、視点から、

事実と想いとアイデアを伝えていくことが大切であ

る。新しい時代を築いていく次の世代の仲間たちに

伝え、議論し、考え、より良い明日をめざしていか

なくてはならない。FMが提供できる本質的な価値と

は何かを考え、FMでできることを実践していかなく

てはならない。　 　 　 　 　 　         ◀
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日 時 : 2018年 11月 21日
会 場 : 三菱地所株式会社本社

A グループリーダー

木下 豊光
NTT 都市開発株式会社

団長

齋藤 敦子
JFMA 広報委員長

団長補佐

重綱 鉄哉
JFMA 教育研修委員長

B グループリーダー

西原 智昭
日本メックス株式会社

C グループリーダー

上西 基弘
株式会社オカムラ

D グループリーダー

田中 文康
三菱地所株式会社

出席者

JFMA 北欧 3 国 FM 視察調査団参加者代

表のみなさんに北欧におけるワークプレイ

スや街づくりの現状についてお話いただき

ました。働き方や生き方に対する価値観

や制度の違い、人を中心にしたデザイン

など、多くの気づきがありました。

北欧での体験が、
働き方や生き方を変えるきっかけに

座談会

      特集　北欧のFMから何を学ぶか−JFMA北欧3国FM視察調査団

フィンランド・ヘルシンキ大学

TIEDEKULMA
ヘルシンキ大学とヘルシンキ

市による、産学連携プロジェ

クトや起業を支援する場。誰

もが利用できる → P22
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参加のきっかけや調査の主眼
　齋藤　健康やウェルビーイングへの注目が高まる

中、北欧への調査団が実現しました。ワークプレイス

はもちろん、働き方を体感する上でも大きな意味があ

りました。

　木下　私は NTT 都市開発で再開発事業をしていま

す。上司の勧めで参加しましたが、北欧のデザインや

文化に触れたいという思いがありました。

　西原　日本メックスで営業をしています。当社では

JFMA 海外調査団に毎年参加しています。会社が、将

来を期待できる人材として考えている社員の中から選

ばれます。会社から与えられたミッションは、異業種

の方々との交流をとおして柔軟な考え方を身に付ける

こと、新しい情報を社内に広げ、視察で得た経験を仕

事に生かすことです。

　上西　オカムラでオフィスの環境心理や行動に関連

する調査研究に携わっています。場づくりで人の行動

がどう変わるか、どう習慣づけられるかに関心を持っ

ていて、北欧にヒントがあると考えました。ＡＢＷ（ア

クティビティ・ベースド・ワーキング）や上下昇降デ

スクの実態を知ることが目的でした。 

　田中　三菱地所で本社の運営や働き方を改善する

取り組みの事務局をしています。当社では、移転準

備のためにファシリティマネジメント室を設立し、

FM 専門組織ができました。本社を移転し、会社とし

てワークプレイスに改めて正面から向き合って行こ

うと考えています。今回の視察団への参加にあたっ

ては、日本と海外のワークプレイスの違いを知り、

それを FM や働き方の参考にしたいと思って参加し

ました。 

　重綱　大きな調査団になり、齋藤団長のサポート役

として参加することになりました。 FM は、われわれ

事業者と働く人の目線でものを見ていますが、生活者

目線で見ないと拡大していきません。北欧では施設や

街づくりに生活者目線を取り込んでいくマネジメント

手法を見たいと考えました。

オフィスの見た目は同じでも
大きく違う価値観
　田中　オフィスの移転では往々にして投資に対する

定量的な効果測定が求められます。しかし、定量的な

効果測定は確立されておらず、定性的な評価やファク

トベースでのレビューが多いのが現状です。生産性が

高く先進的な北欧ではワークプレイスの定量評価をど

のように行っているのかが１つの大きな関心事でし

た。結論としては北欧においても定量的な効果測定は

できていないと確認できたことは１つの成果でした。

ワークプレイスの評価は、場所の定量的な尺度のみな

らず、働き方を定性的に捉えたアプローチが必要では

ないかと考えています。

JFMA北欧３国FM視察調査団   特集●

フィンランド・セナッティ
政府系施設の FMおよび労働

環境についてのコンサルティ

ングを行うフィンランド政府

出資の企業→ P24
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　齋藤　日本が抱えている課

題と同じ状況が見えたことも

収穫でした。

　田中　スウェーデンの建設

会社、スカンスカで聞いたと

ころ、スウェーデンにおいて

も、ABW を採用しているワー

クプレイスは 3 割程度とのこ

とでした。セナッティのワーク

プレイスでは、ABW をベース

にしたワークプレイス、社員

位置情報システムの導入など、

当社と非常に似た構 成となっており、驚きました。

ABW は意図せずに起こるコミュニケーションをもっ

と発生させたり、生産性を上げたりするためにミッ

ションオリエンテッドの働き方をするものですが、社

員が使いこなすために運営側が苦労している点も共

通しています。今回いろいろなワークプレイスを視察

することができましたが、ワークプレイスにおいて

は、日本の先進事例も北欧にキャッチアップしている

ことが分かった一方、働き方や文化的な違いが大きい

と感じました。

　齋藤　働くことと生活の価値観はずいぶん違いま

すね。

　木下　仕事と生活とのつなげ方の感覚というか、意

識の違いを感じました。

　上西　北欧では働く時間や日数の上限が定められて

います。男性も育児休暇を取りやすく、女性だから、

男性だからといったこともない。主体性を持っていて、

自分の意思が明確にあります。私もそうですが、日本

人は「何のために働くのか」と聞かれてもすぐに答え

られない人が多いのではないでしょうか。

　西原　男女共用トイレを見て、日本で議論してい

ることは北欧ではとうの昔に終わっているのだと

感じました。トイレの入口に男女のマークがあり、

中は全部個室です。帰国後に社内で話すと、会社

の男性と一緒にトイレを使うのかと驚かれました。

日本ではオフィスの配置や雰囲気で誰が偉いのか

がすぐ分かりますが、北欧の職場はフラットで誰

が偉いのか全く分かりませんでした。

　齋藤　スウェーデンはフラットな社会をめざし国

会は一院制です。国会議員に占める女性の割合も

43.6％と OECD で最も高く、議場もガラス貼りでオー

プンさを大切にしています。

　西原　考え方は人それぞれです。私は仕事をバリバ

リして会社で偉くなりたいと思っています。 一方で

残業はせずに早く帰りたい、出世よりも、自分の幸せ

を大切にしたいという若い人も多い。

　重綱　コペンハーゲンのデザイン博物館では、男

女共用のユニバーサルトイレの他に、男女別のトイ

A グループリーダー

木下 豊光

北欧のFMから何を学ぶか特集
Special Issue

スウェーデン
カロリンスカ医科大学
1810年設立の国立医科大学。

ノーベル生理学・医学賞審査

機 関 と し て 知 ら れ て い る 欧

州 最 大 級 の 総 合 医 療 研 究 所

→ P28
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レもありました。選択できることが大切です。また

誰もが芸術に触れる機会を与えられるべきだという

思想があり、自分が思えばそれを選ぶことができる。

その代わり、選んだことはきちんとやらなければな

らない。それが働き方や生き方につながっているの

だと思います。 高福祉の北欧にもホームレスの人

はいます。選択の自由があり、それを排除しない。 

日本では敷かれたレールをひたすら走るといったイ

メージがあります。

　齋藤　自己選択した方が生産性が上がる、ウェル

ビーイングが高い人は成果を上げやすいという研究結

果があります。幸せやハピネスを感じるかどうかは半

分が遺伝子で決まるそうですが、あとの半分は行動や

環境によるものだといわれています。一概に北欧と日

本を比較することはできませんが、日本ももっと多様

な価値観を認め、選択肢をつくっていくことが求めら

れているのではないでしょうか。それが一人ひとりの

ウェルビーイングにつながります。

ペーパーレスは
効率化のための手段
　重綱　車窓から眺めると、昔ながらのプライベート

オフィスも多かった印象があります。

　上西　小規模オフィスにも上下昇降デスクが入って

いました。法律などで導入が義務化されていること

もありますが、浸透している

ことを実感しました。実際に

上げ下げしている人を目にす

る機会はありませんでしたが、

それぞれデスクの高さが違っ

ていて、自分で働く環境の設

定を変えられることが当たり

前なのを感じました。

　齋藤　ペーパーレスも進ん

でいて、オフィスはどこもき

れいです。その目的もはっき

りしています。

　重綱　役所でも業務は全て データで処理されて

います。

　西原　私は帰国後にペーパーレスを実践していま

す。何が効率的かを自分で試すために 4 つの行動を

変えました。ペーパーレス、フリーアドレス、営業

支援ツール（SFA）の 活用、キャッシュレスです。

その結果、残業が減りました。

　重綱　当社でも新しいオフィスではペーパーレス

です。キャビネットはほとんどありません。

　田中　働き方改革は、突き詰めていくと生き方改革

なのだと思います。仕事を効率化して早く帰れるよう

になればプライベートの時間が増え、人生も変わって

いきます。当社も移転前後ではさまざまな面で相当に

B グループリーダー

西原 智昭

JFMA北欧３国FM視察調査団   特集●
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変化しています。仕事のスピー

ドが上がっているし、アプロー

チも変わった。今は部署横断

的に集まってひとつのテーマ

に取り組むことが増えました

し、効率的な働き方を通じて

業務領域が広がっていると感

じます。

　 西 原　 当 社 で は 営 業 職 に

iPad を貸与していますが、あ

まり活用されていません。私

が iPad を 使 い 始 め た ら、20

代の後輩も使うようになりま

した。今では、彼が効率の上がるアプリの使い方を教

えてくれます。今回の視察は私の 25 年のサラリーマ

ン人生を大きく変えてくれました。

　重綱　自分が変わるというのは大事です。

　齋藤　北欧の人も生産性を上げるために意識して

働いています。3 つの国の制度は違いますが、スウェー

デンでは、時間外に働くと企業と働いている人の双方

にペナルティが課せられるので、会社と個人が協力し

て時間内に収まるようにしています。またフィンラン

ドの街には、宗教行事をもたない礼拝堂があって、街

の中で誰もが静寂な時間をもつことができます。都市

や政策の中で、みんなが働きすぎないようにする仕組

みや場があるのです。

　田中　北欧は再分配率が高く、福祉は高いレベル

で安定しています。一方で、デンマークでは、働く

モチベーションや競争心が希薄になっており、学校

教育でもそれが問題になっているそうです。日本に

いると北欧は幸福度が高く、うらやましいと単純に

思ってしまいますが、高福祉国家ならではの課題を

抱えています。

　齋藤　デンマークは自主性を重んじていて、学び方

も自由です。やる気のある子は自分でどんどん学びます

が、そうでない子もいます。グローバル企業でも、コペ

ンハーゲンに赴任すると「君は何をしたくてここに来た

のか」と問われて、議論ができないと居づらいそうです。

　上西　日本では偶発的な出会いを大事にして、その

ための場所をつくります。でも北欧ではそういうこと

をあまり意識していないと思いました。フィーカや昼

休みに一堂に会してフランクなやり取りをして、終

わったら、仕事に集中するスタイルです。どこに行っ

てもそれは同じでした。机周りで雑談していることは

ほとんどありません。

北欧には、社会人という概念がない
　重綱　デザイン性の高い北欧の国々では、サインに

しても人に示唆することが巧みです。ストックホルム

のドロットニングホルム宮殿の改修工事の仮囲いに

C グループリーダー

上西 基弘

北欧のFMから何を学ぶか特集
Special Issue

フ ィ ン ラ ン ド の

繁 華 街 に あ る カ

ンピ礼拝堂

フィンランド

アアルトのアトリエ

北欧を代表する建築家、ア

ル ヴ ァ・ ア ア ル ト（ 1 8 9 8 - 

1976年）は人間の生活に根

差した機能的なデザインを

追求した
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は、長期修繕計画がイラストとともに説明されていて、

感動しました。

　上西　イケアのオフィスは、ピクトや写真を使っ

たインフォメーションが至る所にありました。フィ

ンランド政府関係者であれば自由に使えるセナッ

ティのオフィスは、机の天板に「もっと動き回ろうよ」

と記されていました。そういう小粋なデザインが上

手ですね。

　齋藤　インテリアはスウェーデンもフィンランドも

すごくおしゃれで洗練されていますが、ピクトはユニ

バーサルデザインが重視されています。

　上西　ヘルシンキ大学のTIEDEKULMAは、入口が

広く、ガラス張りのファサードは街に開かれています。

自然光や木を活かした居心地のよい場には、さまざま

な人が集まっていました。

　齋藤　外部に開いて地域イノベーションを起こすと

いうヘルシンキ市の強い思いから実現した施設です。

北欧のイノベーションは公民連携が多く、そのハブに

なるのが大学です。

　上西　日本でも図書館などの機能を広げ、コミュ

ニティをサポートする試みはありますが、大学と自

治体がそこまで連携している例は少ないように思い

ます。

　齋藤　日本では自治体は自治体、フューチャーセン

ターは企業、アカデミックコモンズは大学というよう

に、分断され、かつ乱立状態

です。 もっと都市レベルでの

連携が必要です。

　木下　秋葉原クロスフィー

ルドには産学連携によるイノ

ベーション創出のための施設

があります。一般的に日本の

産学連携は委託研究が主です

が、TIEDEKULMAは 学 生 が 自

ら運営をしている点が特徴で

す。

　齋藤　社会人という概念が

ないことにも驚きました。学生

でも働いている人もいるし、働いている人でも学生を

している人が少なくありません。

　木下　北欧では学費が無料なので生活に困ること

はありませんが、パートタイムの仕事をしながら学

んでいます。1 回働いた人が大学に戻って勉強をし

て、違う所で働くことも一般的です。学位を取るこ

とが資格取得であり、自分のバリューアップになる

のです。入社式もありませんし、仕事と学業の境目

がない。日本の大学は義務教育の延長線のようなイ

メージがあります。

　齋藤　米国ではキャリアアップのための転職が普通

ですが、ヨーロッパでは優秀な人に長く働いてもらう

D グループリーダー

田中 文康

JFMA北欧３国FM視察調査団   特集●

スウェーデン・イケア　　

世 界 各 国 の イ ケ ア グ ル ー プ

社員が集まる Hubhultは、再

生可能エネルギーを活用し、

2017年「スカンジナビアで最

もサステナブルなオフィス」

に選ばれている→ P26
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団長補佐

重綱 鉄哉

ために日本のモデルも注目され

ています。

人 を 中 心 に し た 街 づ く
りの思想
　齋藤　今回は行けませんでし

たが、フィンランドの病院では

限られた財源の中ですべての国

民に必要な医療提供するために

入院期間を短くしています。早

く治癒できるように病室は個室

にして家族は自由に出入りでき

ます。さらにアートやグリーン

を置いて心地よいリハビリ施設をつくり短い期間で家に

帰れるよう FM 的な充実を図っています。

　重綱　まさにアアルトのサナトリウムの考え方です。

患者がどうやったら快復できるかに着目し、治癒力を高

めるための環境づくりがされています。北欧には個人の

想いや活動を大切にし、それをさり気なく支える思想が

ある。それが街やオフィスのデザインにも表れています。

　 田 中　 自 動 車 産 業 で は MaaS（MOBILITY as a 

Service）といって事業の再定義が進んでいます。車を所

有する目的は移動なので、シェアでもタクシーでもいい

のではないかと考えてみると物事がサービス化してい

くという概念です。今後、RPA（ロボットによる業務

自動化） や AI で定型業務は圧縮されて、人間しかでき

ない仕事の割合が大きくなっていくと思います。従来

型のそこに行かなければ働けないオフィスが FM 1.0 だ

としたら、働く場所が選択できるワークプレイスが FM 

2.0、その先の FM3.0 は、人間しかできない価値を創出

するサポートができる WaaS（Workplace as a Service）

の世界になると思います。

　上西　世界的な都市デザインコンサルタント、ヤン・

ゲール設計事務所では、人間性について熱心に語られ

ました。空間だけではなく、そこに人間がいることを

大切にされています。だから使いやすいものをつくろ

うとか、 自分たちの文化を守ろうとか、そういう意識

が至るところで感じられました。FM というとハード

な話になりがちですが、サービスありきなので、空間

をつくるにしても人が中心になるべきです。建築で「か

らまりしろ」という言葉がありますが、ロケーション

と建物がどう交わり、そこに人間がどう絡まるか、北

欧のデザインにはそういったことがきちんと包含さ

れ、日本でも参考になると感じました。

　重綱　ヤン・ゲールでのソフトシティとスマートシ

ティの話も印象的でした。スマートシティは目的では

なく、人が快適に幸せに暮らせるための手段にすぎま

せん。ブロックスハブのアーキテクトセンターでは子

どもたちが模型をつくり、街のデザインを勉強してい

ました。自分たちの街をどうしたいのか、 どんな活動

をして、どこで遊ぶのかを考えるきっかけになります。

北欧のFMから何を学ぶか特集
Special Issue

デンマーク・

デザイン博物館

デンマーク

ゲール設計事務所　

世 界 的 な 都 市 デ ザ イン コ

ン サ ルタント、 ヤン・ ゲ ー

ルが設立した事務所
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団長

齋藤 敦子

子どもたちが日常的に街を考える機会ができれば、日

本も変わっていくでしょう。

　木下　建築や不動産 の世界ではこれまで箱づくり

が中心でした。ヤン・ゲールはヒューマンスケールを

大事にされています。アアルトの建物は光を上手に取

り込み居心地が良い。もちろん建築設計では必ず考え

ることですが、今の時代は街区の単位が大きくなり、

複雑化し、そういったことが見えづらくなっています。

都市再生特区では、街のコンセプトや、にぎわいを提

案しないと街づくりにつながりません。だからこそ、

ヒューマンスケールといった目線に立ち返えることが

必要だと改めて思いました。

　田中　にぎわいといえば、日曜日のフィンランドは

多くの飲食店が閉まっていて、都市の魅力が乏しいと

感じました。 東京の方が都市としての魅力にあふれ

ています。

　木下　同感です。にぎわいは抽象的な言葉で、人

によって捉え方が違います。商業施設に若い子が集

まるイメージがありますが、オフィスに人が集う、

あるいは いろいろな集まりで活動的になることも

にぎわいです。 

　田中　今後はオフィスという領域からしみだして、街

がワークプレイス化し、用途が混在し、それぞれの機能

を補完していくようになるのでしょう。

　上西　ABW にしても、私たちはオフィス中心に考

えがちですが、北欧では街全体

をワークプレイスととらえ、面

的に使っていたことが印象的で

した。

　西原　当社はハードをつくる

というよりはサービスが基本で

す。北欧の人たちはカリカリ仕

事をしていません。でも私たち

の職場では、ここが直っていな

い、きれいになっていないとカ

リカリ仕事をしています。お客

さまに選んでいただくために

は、自分たちの仕事をなくす方法を考えないと次に進

めません。 例えば掃除をしなくていいように汚れに

くい素材で建物を改修するといったことです。

　齋藤　北欧に行き、身近なことでも自ら始めること

が社会をよくしていくために大事なことだと実感し

ました。私は環境問題解決のためにホテルのアメニ

ティを使わないようにしています。一人ひとりのウェ

ルビーイングはもちろん重要ですが、社会や未来との

つながりを意識して具体的に何ができるかを今後も

考えていきたいと思います。                                   ◀

JFMA北欧３国FM視察調査団   特集●

スウェーデン・ハンマルビー・

ショースタッド地区

参加型の都市計画で循環型の

まちづくりを実現し、環境都

市として世界から注目を集め

ている→ P30

環 境 共 生 や 人 を 中 心 にした

まちづくり

環境共生や人を中心にした

まちづくり
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北欧のFMから何を学ぶか
      

特集
Special Issue

ウェルビーイングな
働き方と働く環境

現地からのメッセージ ❶

川崎 一彦
かわさきかずひこ

東海大学名誉教授
スウェーデン  ストックホルム在住

Column コラム

　今回の皆さんの北欧視察の成果はいかがでしたで

しょうか。

　私は北欧研究をライフワークとし、2013 年に東海大学

を定年退職してからは妻子、孫の近くでスウェーデンのス

トックホルムで生活をしております。こちらの視点から見る

と、”ウェルビーイングな働き方と働く環境”は働き方と働

く環境だけでは達成できない、と痛感させられます。人生

は働いている時間以外に、家族との時間、学びや余暇の時

間もあります。北欧諸国は幸福度のランクが高いことで知

られています。スウェーデン人やデンマーク人が幸せなの

は”働き方と働く環境”だけではなく、家族との時間、余暇

も含めた総合的なバランスから来ているのでしょう。

　その基盤には、生涯自律的に「自分で考え、自分で判

断し、自分で行動する」という人を育てる国の教育戦略が

あります。（『みんなの教育—スウェーデンの「人を育て

る」国家戦略』、ミツイパブリッシング、2018）生涯主体

的な学びと行動を育成する教育が、「福祉の糧」であるス

ウェーデンの産業の高い生産性の背景にあります。日本

で”ウェルビーイングな働き方と働く環境”を達成するた

めには、遠回りでも初等中等教育の早い時期からの主

体的な学びを育成する教育が必要でしょう。アウトドア教

育、起業家精神教育、生涯教育など具体的なヒントと実

例が北欧には多くあります。

　2018 年は日本とスウェーデンの国交樹立150 年の記

念すべき年でした。両国の共通の関心が明確になり、その

多くは両国だけではなく、広く世界で普遍性のある課題で

あることもわかりました。2019 年以降の課題は、2018

年の成果をベースに、日本とスウェーデンや北欧がコラボ

し、挑戦し、”世界に向けて”発信していくことでしょう。私

はこのステップを”Beyond 2018”と呼んでいます。

　例えば経団連の Society 5.0 では全世界的に定着す

る方向にある国連の SDGs ( 持続可能な開発目標 ) と

の整合性がうたわれています。（「Society 5.0 実現ビ

ジネス 3 原則」による新たな価値の創造、2018）＊

　スウェーデンや北欧諸国でも日本のイメージは大変よく、

日本への関心も高いです。世界でも国のブランドイメージ

がトップクラスの北欧と日本が地球規模の社会課題解決の

ためのパートナーシップを組む意義は大きいでしょう。

　例えば幸せ、ウェルビーイング、働き方、働く環境、

人生 100 年時代の生き方、学び方等々について、日本

ファシリティマネジメント協会の皆さんもスウェーデンや

北欧とご一緒に考え、日本や北欧はもちろんグローバル

スタンダードに向けて世界に発信していく意気込みで引

き続き意見交換を続けていただくよう期待しております。

＊企業は、イノベーションを通じて革新的な製品・サービスを生むことの
みならず、それらの製品・サービスが SDGs の文脈で正当に評価され
るよう自ら主導権を握ってルール形成を行うことで、地球規模の社会

課題解決と自らの成長の両立を図ることが重要

日本とスウェーデンの相互理解促進への

寄与により、 2018年外務大臣表彰受賞
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「働くために生きている」から
「生きるために働く」へ

宮川 絢子
みやかわ あやこ

カロリンスカ医科大学病院外科医師
スウェーデン  ストックホルム在住

　スウェーデンに移住して 10 年が経ちました。日本の医

師免許をスウェーデンの医師免許に書き換え、外科（泌

尿器科）専門医として、カロリンスカ大学で働いています。

スウェーデンでは、基本的に週 40 時間勤務で、医師も例

外ではありません。私も朝７時半から夕方 16 時までが勤

務時間で、仕事が終わればフレックス制を用いて早退する

こともできます。勤務時間帯以外はオンコールの医師が対

応し、日本のように主治医が対応する必要はありません。

オンコールは、週 40 時間以外の勤務になり、その２割

ほどは賃金で支給、残りは休暇として支給されるため、年

間を通じるとかなりの休暇を取っていることになります。

夏は医師でも４−５週間の休暇を取るのが通常です。

　男性も女性とほぼ同等の育児休暇を取得しますし、

病児休暇なども男性が分担しているため、日本のよう

に女性が圧倒的に不利という職場環境は存在しません。

私は高齢出産で双子を授かりましたが、母乳育児を諦

めなければならなかったため産後 3 カ月で職場復帰し

ました。スウェーデンでは 1 歳から全ての子供が保育園

に登園する権利があります。朝食から面倒を見てくれ、

オムツも支給される（もちろん、使用済みのオムツを持

ち帰る必要もない）ため、ワーキングマザーにはとても

優しい環境でした。職場でも、病児休暇を取得すること

で、嫌な顔をされるということは全くなく、ある時、息

子が頭部を受傷したことがあったのですが、私はちょう

ど手術を始めようとしたところで、日本であれば手術を

降りることはあり得ませんが、スウェーデンでは、代わ

りの執刀医を準備してくれたということがありました。

　日瑞の医療を比較すると、同じようなレベルにあると

いう印象ですが、スウェーデンでは、新しい治療や技

術が臨床で使われるのが早く、その点では日本はフット

ワークが遅く感じます。今や日本でも標準的になってき

た手術支援ロボット、ダビンチに関しても、スウェーデ

ンは日本にずっと先駆けて導入していました。私は主に、

ロボット支援手術による膀胱全摘や前立腺全摘を行って

います。このような大きな手術の領域では、男女平等と

いわれるスウェーデンであっても男性優位であり桃源郷

とはいえません。このように女性が闘って行かなければ

ならない領域も残っています。しかしながら、社会にお

ける女性の状況、また、女性自身の自立意識は、日本

はスウェーデンより半世紀は遅れていますので、労働力

の不足、少子化などの問題と合わせて、日本の置かれ

た状況は非常に深刻だといえるでしょう。

　常々、スウェーデンは、「生きるために働く」国だと

感じてきました。対して、日本は「働くために生きている」

国です。それで本当に幸せなのでしょうか？たしかに日

本は便利です。スウェーデンで医師でも 4 〜 5 週間の

休暇が取れるのは、夏季休暇の期間は、全ての業務を

半減させるからです。つまり、患者さんにとっては不便

な状況となります。日本でも、国民が、多少不便な状

況を許容して仕事量を削減し、もう少し人間らしい生活

をするべきなのではないかと思います。敗戦後、がむしゃ

らに働いて 国が発展してきた時代はもう終わりました。

スウェーデンで働いていると、長時間頑張って働くこと

だけがクオリティを伴う結果を生むわけではないのだと

思うようになりました。日本に住んでいる日本人にも、

ぜひ考えていただきたい問題です。

現地からのメッセージ ❷
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　地球レベルで大きな自然災害が頻発しています。平成の時代に入ってからの日本列島を見ても、平成３年雲

仙岳噴火に始まり、平成 30 年北海道胆振東部地震まで、気象庁が名前を付けた大災害だけでも実に 30 に上

ります。その中には、われわれの防災意識を高めた平成７年兵庫県南部地震（阪神淡路大震災）や平成 23 年

東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）のように建物や街が破壊され、多くの犠牲者を出した災害も含まれま

す。火山噴火や地震だけではなく、地震による津波、台風による暴風や高潮、豪雨による河川の氾濫、土砂災害、

豪雪など多くの自然災害。われわれの企業活動や社会生活を継続するためには、自然災害とどのように向き合っ

ていけばよいのでしょうか。

　今回より 3 回にわたって防災・減災を第 2 特集のテーマに取り上げます。第 1 回は、行政の立場から首都直

下地震の危険が迫る東京都、専門家の立場から建物や街の防災を研究し解決方法を開発する株式会社構造計

画研究所、そして 3 人のファシリティマネジャーに話を聞きました。

●防災・減災 ❶

平成の自然災害一覧

平成３年雲仙岳噴火 1991年 6月 3日 月曜日 24 日火砕流開始、以後頻繁に火砕流発生。雨による土石流災害。

平成５年釧路沖地震 1993年 1月 15日 金曜日 M7.8 最大震度 6

平成５年北海道南西沖地震 1993年 7月 12日 月曜日 M7.8 最大震度 5

平成５年８月豪雨 1993年 7月 31日～ 8月 7日 九州南部を中心に甚大な被害。

平成６年北海道東方沖地震 1994年 10月 4日 火曜日 M8.2 最大震度 6

平成６年三陸はるか沖地震 1994年 12月 28日 水曜日 M7.5 最大震度 6

平成７年兵庫県南部地震 1995年 1月 17日 火曜日 M7.3 最大震度 7

平成 12年有珠山噴火 2000年 3月 31日 金曜日 マグマ水蒸気噴火

平成 12年鳥取県西部地震 2000年 10月 6日 金曜日 M7.3 最大震度 5強

平成 13年芸予地震 2001年 3月 24日 土曜日 M6.7 最大震度 5弱

平成 15年十勝沖地震 2003年 9月 26日 金曜日 M7.8 最大震度 5弱　津波 225cm

平成 16年７月新潟・福島豪雨 2004年 7月 12日～ 13日 新潟県中越地方や福島県会津地方で記録的な大雨		

平成 16年７月福井豪雨 2004年 7月 17日～ 18日 福井県や岐阜県で大雨。福井県美山では１日で平年の月降水量を上回る降水量。

平成 16年新潟県中越地震 2004年 10月 23日 土曜日 M6.8 最大震度 7

平成 18年７月豪雨 2006年 7月 15日～ 24日 長野県、鹿児島県を中心に九州、山陰、近畿、北陸地方の広い範囲で大雨 .

平成 18年豪雪 2006年の冬に発生した大雪 12月から 1月上旬を中心に大雪、除雪中の事故による甚大な被害。

平成 19年能登半島地震 2007年 3月 25日 日曜日 M6.9 最大震度 6強　津波 22cm

平成 19年新潟県中越沖地震 2007年 7月 16日 月曜日 M6.8 最大震度 6強　津波 32cm

平成 20年岩手・宮城内陸地震 2008年 6月 14日 土曜日 M7.2 最大震度 6強

平成 20年８月末豪雨 2008年 8月 26日～ 31日 愛知県を中心に東海・関東・中国および東北地方などで記録的な大雨。	

平成 21年７月中国・九州北部豪雨 2009年 7月 19日～ 26日 九州北部・中国・四国地方などで大雨。

平成 23年東北地方太平洋沖地震 2011年 3月 11日 金曜日 M9 最大震度 7　津波 9.3m

平成 23年７月新潟・福島豪雨 2011年 7月 27日～ 30日 新潟県や福島県会津で記録的な大雨。

平成 24年７月九州北部豪雨 2012年 7月 11日～ 14日 九州北部を中心に大雨。			 

平成 26年８月豪雨 2014年 7月 30日～ 8月 26日 四国を中心に広い範囲で大雨。		

平成 27年９月関東・東北豪雨 2015年 9月 9日～ 11日 関東、東北で記録的な大雨。

平成 28年熊本地震 2016年 4月 14日 木曜日 M7.3 最大震度 7

平成 29年７月九州北部豪雨 2017年 7月 5日～ 6日 西日本から東日本を中心に大雨。5日から 6日にかけて西日本で記録的な大雨。

平成 30年７月豪雨 2018年 6月 28日～ 7月 8日 西日本を中心に全国的に広い範囲で記録的な大雨。

平成 30年北海道胆振東部地震 2018年 9月 6日 木曜日 M6.7 最大震度 7
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自助・共助・公助の連携で
震災・水害を乗り切る

行政

若井 太郎  
わかい たろう

東京都総務局総合防災部
防災計画課長

宮澤 夏樹  
みやざわ なつき

東京都総務局総合防災部
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1,385 万人を超える人口（2018 年 11 月東京都推計）

を抱える世界有数の大都市東京。ここには大手企業

の本社、産業の中枢を下支えしている中小企業、政

府機関など、首都機能が集中している。一方で島しょ

地域や西多摩などの山間部といった多様な自然環境

を抱え、さまざまな自然災害への対応に取り組んで

きた。首都東京における防災の考え方について、東

京都総務局総合防災部にうかがい、防災計画課長の

若井太郎氏、防災管理調整担当課長の宮澤夏樹氏に

お話しを聞いた。

地震・風水害・土砂災害・火山
　東京都の管轄エリアは広い。「首都機能がある 23区に

加えて、多摩地域や島しょ部があります。想定される災害は、

地震だけでなく、風水害、土砂災害、火山など、このよう

な自治体は他にあるでしょうか」宮澤氏の言葉に、改めて

東京が想定すべき災害が多彩であることに気付かされる。

　東京都では、4つの災害シナリオを作成し、「セーフシティ

東京防災プラン」にまとめている。4つの災害シナリオとは、

①区部・多摩地域における地震、②島しょ地域における地

震、③島しょ地域における火山噴火、④都内各地における

風水害である。それぞれの想定条件で起こり得る災害、懸

念される事態、行うべき取り組みが記され、それを踏まえて、

図表 1　

大規模地震では火災が発生し多数の
避難者が出る中、517万人の帰宅困
難者がでることが予想されている

（『東京都防災ガイドブック』より）
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写真 1　3.11当日の品川駅付近。帰宅を急ぐ人や車で道路が渋滞した。
               （東京都ホームぺージより）

将来あるべき姿や取り組みが挙げられている。

震度6以上が予想される首都直下型地震
　今後 30年以内に 70%の確率で直下型大規模地震が

起こるといわれている。ほかにも海溝型地震、活断層で

発生する地震が予想されるが、東京湾北部を震源とした

M7.3規模の地震では、震度 6強以上の範囲が区部の約

7割になると想定される。揺れや火災による建物・人的被

害が発生、交通機関の停止や渋滞などによって多くの人

が帰宅困難に陥る。また東京湾平均水面より 2.61mも高

い津波が想定されている。

　同時に地盤の液状化がライフラインに大きな影響を与

えることが考えられる

頻発する豪雨
　地震と同様に備えが必要とされているのが、近年増えて

いる風水害だ。「とくに最近は、水害に対する関心が高まっ

ています。2018（平成30）年は象徴的で、西日本に大変

な被害が出ました。あのような雨がいつ東京で降ってもお

かしくありません」と若井氏。これまで災害というと首都直

下地震を想定していたが、これからは年に何度も発生して

いる水害を意識しなければならない。同時に地震の液状

化がライフラインに大きな影響を与えることが考えられる。

　市街化の進行で雨水がしみ込みにくくなって川に短

時間に流れ込むことに加えて、1時間当たりの雨量が

50mmを超える豪雨が頻発している。また、台風と秋雨

前線の影響が重なることによって集中豪雨が発生してお

り、都市部では中小河川が氾濫する危険がある。

最低 3日間は社員をオフィスに留めて
　東日本大震災の夜、都心では多くの人が一斉に家に帰

ろうとして道路に溢れた。その結果、緊急車両が速やか

に現場に到達できず、本来の災害対応に支障が出た。「東

京都では東京都帰宅困難者対策条例に基づいて一斉帰宅

抑制を推進し、各企業に最低 3日間の帰宅抑制をお願い

しています。そのための水・食糧・簡易トイレ・毛布など備

蓄品の確保をしていただく必要があります」と若井氏。

　一斉帰宅抑制の要請は都が Twitter（ユーザー名：@

tokyo_bousai）などで呼びかけるが、解除要請は行わな

いため、4日目以降に各企業で判断することになる。人

命救助には救助できる確率が急激に下がる「72時間の

壁」がある。3日間は人命救助を優先する。そのための

帰宅抑制であることを理解したい。また地震はいつ起こ

るかわからない。「夜間など自宅にいる時や通勤時間帯

に地震が起こった場合、無理に出社しないようにしてい

ただきたい」と宮澤氏はいう。

　風水害の場合は、台風の進路予想や降雨予想など、天

気予報から災害を予想できる場合が多い。企業には、あ

らかじめ退社時間を早めたり出勤を見送るなどの対応が

求められる。

帰宅困難者の受け入れには補助金*も
　被害想定によれば、大規模地震が発生すると約 517万

人の帰宅困難者が発生すると予想されている。その中に

は、職場や学校などに待機できないひと達もいる。

　「ビルオーナー等には、帰宅困難者の受け入れをお

願いしています。観光客はホテルに帰ると想定していま

す。しかし、周辺の県などから都内に来ている 92万人

が行き場を失い、帰宅困難者になることが予想されます」

（若井氏）。

　都では一時滞在施設として都立高校を中心に準備をし

ているが、34万人余の受け入れが確保できているに過ぎ

ない。「施設がある都内区市町村と災害時の帰宅困難者受

け入れに関する協定を結ぶ場合は収容人数分の備蓄品を

準備することになりますが、都では6分の5の補助金を出す

制度があります。また何か事故が起こった時に責任を負わ
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写真 2　東京仕様の防災ブック『東京防災』（左）と、いつもの暮らしの中で

                できる防災が書かれた『東京くらし防災』（右）。いずれも東京都発行

されるのではないかと懸念される方がいますが、そうなら

ないように国に法改正を要請しています」（宮澤氏）。受入

れ施設として貸会議室なども、協定を結ぶと補助金の対象

になる。災害を乗り切るためには、事業者の協力が必要だ。

できる限りの自助・共助が必要
　災害への対応には、自助、共助、公助がある。自助と

は自分の身を自分で守ること、共助とは自分たちのまちを

自分たちで守ること、公助とは自治体などが総合的な防災

対策をし、自助・共助の活動を支援して協力・協働体制を

築くことをいう。

　地震に強い上下水道の整備や、緊急対応の妨げになる

電柱を地下に埋設する電柱の地中化、河川の改修、避難

所の指定、給水ステーションの設置、各種防災マニュアル

の作成、配布など、東京都は事前の公助を着 と々進めて

図表 4　自助・共助・公助の連携により防災力を上げる
　　　   （『東京都防災ガイドブック』より）

自　助
自らの生命は

自らが守る

共　助
自分たちのまちは

自分たちで守る

公　助
行政機関による

救出救助など

図表 2　元禄型関東地震（M8.2）が起こった場合、最大波高の到達時間は最短で

2時間20分程度と予測されている。

（行谷ほか（2011）モデル・水門閉鎖の場合の最大津波高及び最大浸水深）

図表 3　東京都では1時間当たり50ミリを超える豪雨の発生が増える傾向にある

（『東京都豪雨対策基本方針（改定）』より）

いる。若井氏は「ぜひ、自助、共助の強化をお願いしたい」

と強調する。被害を最小限に食い止めるためには、自助、

共助、公助の連携が重要だ。東京都では『東京防災』、『東

京くらし防災』を冊子や電子書籍として配布して、自助、

共助を呼び掛けている。             　　　　　　　　　　◀＊ 補助金の対象となる施設には要件があります。
　  詳しくは東京都のホームページをご覧ください。
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シミュレーションによる
災害リスクを評価し、
広範囲に目を向ける

専門家

坪田 正紀  
つぼた まさき

株式会社構造計画研究所
常務執行役員

澤飯 明広  
さわいい あきひろ

株式会社構造計画研究所 
取締役副社長

大きな地震が起きるたびに建物・構造物の地震対策

への関心が高まっている。

今回は、建物構造から地域社会基盤まで幅広い防災

に役立つシミュレーション技術を長年手掛けてこられ

た株式会社構造計画研究所 取締役副社長の澤飯明

広氏と、常務執行役員の坪田正紀氏に、防災に関す

る企業ニーズや最新情報を聞いた。

意識を高く持ちリスクを評価
　澤飯　阪神淡路大震災で防災や耐震補強、被害想定

が重要だという意識が大きく広がりました。首都直下地

震が起こるとされている関東地方や、東南海・南海地震

が予想されている名古屋地区や東海地区は、災害対策

に関する意識がかなり高いようです。東海地方の沿岸部

は、南海トラフ沿いで地震が起きてから短時間で津波が

押し寄せるため、逃げるところは工場の屋上などに限定

されます。それで本当に大丈夫なのか検討してくれとい

われることがあります。そこだとどのような災害が起こる

のか、地震、津波、液状化、洪水などひと通り簡単にシミュ

レーションをして災害リスクを評価します。その後、大き

な影響がありそうな災害に対して詳しくシミュレーション

し、建物がどういう状態になるのか、その状態の中で避

難はどうすればいいのかという検討を行うのです。

　坪田　関東や名古屋・東海地区のほかに、近年、

大きな地震を経験した熊本や福岡でも意識が高くなっ

ています。熊本地震のときのように、最初の地震が来

て、構造物が多少壊れたところにもう一度大きな地震

が来ても大丈夫なのかということに対する企業の関心

も高くなってきているようです。

図表 1　構造物の安全性は、周辺を考えてはじめて担保できる 図表 2　過去 80年でマグニチュード 6以上の地震は日本全国で発生している
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広範囲に目を向けた被害想定
　澤飯　防災や減災を考えるときに、どんな形で自然災

害が起こるのか、建物などの構造物がどのような被害を

受けるのかということが基本になります。自然や周りにあ

る環境をきちんと予測しなければ、構造物の安全性は

担保できません。そこでわれわれは、社会・企業と広げ

た考え方をしてきました。この場所がどれだけの揺れの

強さになるかが分からなければ、構造物の地震による被

害は予測できません。そのため広域も含めた形でどうい

う地震が起こるか、どういう振動になるのかというシミュ

レーションが必要になります。河川がどこまで氾濫したら

どれだけの範囲が浸水するのか、津波がどれくらいの時

間で来て、どこまで浸水するのか、土石流がどんな形で

広がっていくのか。混乱を避けるためには、できる限り

のシミュレーションを行って、自分たちがどのような状態

に置かれる可能性があるかを知ることが大切です。また、

地震が起こった場合、屋内はどういう状況になるのかと

いう屋内安全性評価、避難、緊急時の輸送や避難物資

をどうやって運んでいくのかという貨物、帰宅困難者や

滞留のシミュレーションや、災害の事前対策に対する費

用対効果を含めた評価も必要です。

災害の前・後で被害予測
　澤飯　地震や津波についてはシミュレーションの技術が

あるので被害予測ができます。

　坪田　以前は、国内の断層情報には限りがあったので

すが、今は国の調査が進み、データが公開されてきてい

ますので、それらを使って地震も津波も先進的な研究が

できるようになってきました。（事業継続を考える場合）

地震が起こる前と起こった後という二つのフェーズがあり

ます。被害が起こらないように事前に対策を行うフェーズ

と、いかに早く復旧させるかというフェーズです。地震が

起こる前のシミュレーションは、この断層が動いたら、従

業員やサプライチェーンや自分の企業がどうなるのかと

いうことが評価でき、対策の効果の検討に役立ちます。

地震が起こった後のシミュレーションは、発生直後に公

開される周囲の地震観測データを利用して観測点が近く

にない場所でも揺れの強さが評価でき、建物の被害を予

測することで駆けつけ優先度の意志決定に役立ちます。

　澤飯　建物に加速度計を置いて、地震がその構造体

の弾性範囲（耐えられる範囲）だったのか、それとも少

し損傷が入っているのかということを評価しようという研

究が、東京大学地震研究所などで行われています。地

震が起こった後にどれだけ損傷をしているかを評価した

いというのが今、出てきている要望です。

立地の選定はリスクが少ない場所を
　坪田　工場や施設を借りるとき、場所を選ぶに当たって、

候補地の中のどこが一番いいかと相談されることがありま

す。もし工場や施設の運用面で差がないのであれば災害リ

スクが最も少ない場所が望ましく、各候補地の災害リスク

の大きさを震害、水害、火災延焼、雷害などの観点で分

析して比較することによって、意志決定を支援しています。

震害を評価する際には地盤による影響を把握することが大

切です。東日本大震災では、同じような建物、倉庫だけ

れど、全く被害状況が違っていたという例がありました。

図表 3　全国 1時間降水量 50mm以上の年間発生回数は、増加する傾向にある
                 （気象庁）

図表 4　行動予測は津波避難の誘導などに役立つ
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設計にミスがあったのではないかということで裁判にな

りましたが、被害の違いは地盤の違いによるものでした。

被害が起こるたびに地盤の大切さを思い返すのですが、

人はすぐに忘れてしまいます。自治体のハザードマップ

は、500 ｍ、250mといったある程度広い範囲のメッシュ

単位で評価しています。地盤をピンポイントで詳しく見

た結果ではなく、メッシュの中にはばらつきがあります。

広い範囲の情報としては使えますが、ピンポイントの評

価として用いる場合には注意が必要です。

河川氾濫を予測
　澤飯　東京大学の数理工学の先生と一緒に研究講座

をつくり、河川が氾濫を起こす前の水位予測を研究して

います。観測された降雨量が下流のほうでどれだけの水

位になるかを数理工学の視点で予測する研究です。河

川ごとに状況が違いますので、いくつかの自治体でテス

トケースを始めたところです。最終的には自治体などが

持っている水位の情報に予測の機能を組み込むと、水

位の時間変化が計算でき、河川の氾濫する時間を予測

できるようになります。

　坪田　水位は急に上がることがあります。川の様子を

見に行った人が急に水かさが増して流されてしまったと

いうことが、しばしばニュースになります。もしも6時間

後に危険になるという状況が予測できて、早い段階で避

難勧告を出すことができれば、周辺の住民の命に危険を

及ぼすような状況にはならないでしょう。予測するために

は過去のデータが必要です。水位計の価格がかなり安く

なってきましたので、行政が中小河川にもある程度の間

隔で水位計を設置できるようになりつつあります。

津波からの避難シミュレーション
　澤飯　鎌倉市で、津波が来たときにどのように避難誘

導をすればよいかというシミュレーションを行いました。

　坪田　地元の人は土地勘があるので迷わず逃げられ

ますが、観光客は土地勘がないので人についていきが

ちです。また年齢によっても逃げるスピードは違います。

そのような人の特性を細かく与えてシミュレーションす

ることで、すぐに逃げる人やおろおろしてパニックにな

る人の動きがコンピュータ上に再現されます。できるだ

け多くの人を助けるためにはどこに避難所を置けばいい

か、避難所に誘導する案内板をどこに置けばいいかと

いったことの検討に用いることができます。

　澤飯　避難所を計画する場合、地震のためか、洪水

か、津波かで変わってきます。こういう災害が来たとき

にはこの避難所に逃げるのだと、住民に伝えていくこと

が重要です。

住環境としての機能維持を
　澤飯　東日本大震災以降、超高層の耐震性能が重要

視され始めました。国でも長周期の地震動の対策を立

てるように呼び掛けています。ただし、今の基準は構造

上の安全性を見ているだけですが、（災害が起こった時

にエレベーターが利用できるかなど）住環境としての機

能維持が大切なのではないでしょうか。災害が起こった

時に、どういう生活環境に置かれるかについて、今は

評価されていません。マンションなどは、そこまで評価

をしたうえで、対策を示して売り出すべきです。壊れな

い基準と、災害が起こってもここまでだったら大丈夫で

すというレベルを示していかなければならない。民間

のマンションを提供している企業に、ぜひ、お願いした

いところです。ある専門家によると、あるマンションは、

構造的にはまだ大丈夫だけれども、外壁が外れたり、

ひびが入っていたりした。それはちょっとした補修で済

むものだったけれども、結局は取り壊しになった。構造

的に安全だったけれども、結局は資産として全部つぶさ
図表 5　想定される自然災害は地震、津波、水害など
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ざるを得なかったということです。そういう話を聞くと、

本当はそこのレベルまでを安全性と捉えるべきだったの

ではないかという気がします。

Is 値＊だけに頼らないで
　澤飯　工場の耐震補強で S 造（鉄骨造）の耐震診断

をやっていると、補強して Is 値を上げればいいと言われ

ることがあります。しかし、ブレースを入れて補強をして

硬くすることで固有周期が大きく変わり、その結果、入力

が増す場合があります。地盤の固有周期と共振してしまう

ケースです。特に S 造の工場に対しては、地盤を含めて

振動解析をして、対策を考えることを提案しています。RC

造（鉄筋コンクリート造）であれば補強をして硬くしても

固有周期が大きく変わることはないので、問題はないで

しょう。大きな工場などは、まずはリスクを評価した上で

その対策をするという意味で、シミュレーションで対策を

考えることをお勧めします。

スマートフォンをつないでネットワークを構築
　澤飯　災害時には通信網が途絶する状況も想定され

ます。災害で携帯電話の基地局がダウンしたり、人々が

通信圏外に取り残された状況でも、安否・情報収集や

情報発信、メッセージのやり取りなど災害時に優先度の

高い情報伝達を行うための仕組みを考えなければなりま

せん。今はだれもがスマートフォンを持ち歩く時代です。

そこでスマートフォン同士の直接通信を使って、スマー

トフォン同士でリレーしてローカルな通信ネットワークを

構築するという東北大学で開発された技術をベースに、

災害時に通信手段が使えない状況でもスマートフォンを

リレーして情報伝達が行えるシステムを研究開発し、実

用化に向けて改良、実証実験を行っています。

地震、津波・高潮、河川の氾濫
　澤飯　地震、津波・高潮、河川の氾濫についてのニー

ズが多いので、まずは、それらについて主に研究開発を

進めています。

　坪田　（東日本大震災を経験して）液状化は身近な課

題と捉えられているようです。企業リスクを考える場合の

自然災害には、ほかに、落雷、台風、噴煙、火山の溶

岩流などがあります。

　澤飯　富士山が噴火して、何センチも降灰があると、

交通網が駄目になったり、屋根の荷重が増えます。そ

こに雨が降ったりすると自重で（建物が）持たなくなる

のではないかということも考えられます。そのような検

討も必要です。

　坪田　降灰があるといつもの通信がつながらなくなっ

て、身動きができなくなることも予想されます。

　澤飯　自然災害に見舞われる頻度がとにかく増えてい

るのは確かです。頻度が増えたことで複合災害の可能性

も出てきました。今は地震も活動期に入って多くなって

いますし、洪水の被害も多くなってきています。複合災

害はこれからの一つのテーマです。＊ Is値：耐震診断の基準で、構造耐震指標のこと。地震力に対する建物の強度、
靭性（じんせい、粘り強さ）を考慮し、建物の階ごとに算出する。0.6以上で
あれば、倒壊または崩壊する危険性が低いとされる。（一般財団法人日本耐
震診断協会ホームページ参照）

図表 6　スマートフォンをつないだネットワーク
（スマホdeリレーTM）を東北大学と開発。基地局被

災による通信途絶を補完する



想定している主な災害は地震と水害
　マック　想定している災害は、地震です。

　小林　ビル内の訓練には火災も含まれていますが、震

災がメインですね。水害を想定した訓練は行っていません。

　鑓田　やはり地震がメインですが、水害も考えていま

す。昨年は大雨がありました。気象庁が名前を付けるほ

ど大きな災害だったにもかかわらず、すぐには災害対策

本部を立ち上げることができませんでした。その反省か

ら、大雨のときに災害対策本部を立ち上げるための基準

を作ったり、安否確認の方法も時間がかからないように仕

組みを変えました。

水や食料は目につく場所に保管
　小林　備蓄品は非常時に配ることにしていて、普段は

備蓄棚等に保管しています。備蓄食は、各社製品の試食

を行い、比較的美味しくて27品目のアレルギーフリーで、

ハラルにも対応できるものを中心に選びました。また、朝

食はクッキーにするなど、3食別のものを食べられるよう

にしています。

　マック　美味しいものを配っておくと、残業食の代

わりに食べられてしまうことがありませんか？

　小林　配っておくと、そうなる可能性もありますね。

管理上の面からも配布は行っていません。備蓄品の箱の
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オフィス防災の課題

ファシリティマネジャー　鼎談

東京都内のテナントビルに入居している企業に勤務する
3人のファシリティマネジャーに、自社の防災対策について話を聞いた。

マック氏　

認定ファシリティマネジャー

外資系製薬会社勤務。オフィス家具メーカー営

業職、外資系 IT企業、製薬会社のファシリティマ

ネジャーを経て現職。災害が起こった時どうする

か、その後どのように立て直すかが現在の仕事

の一部である。ご本人の都合により仮名にいたしました。

小林 由佳　こばやし ゆか

GMOクラウド株式会社 コーポレート部 

管理セクション 労務総務グループ所属。

本社で唯一の総務担当。総務業務全

般の他、防災備蓄品整備、フロアの防

火・防災管理維持を担っている。

鑓田 国浩　やりた くにひろ

大学で建築を学び国内電機メーカーに

入社、以来 20 年余り総務部施設管理

チームの一員として、建物や付帯設備

の維持管理、新築工事、解体工事など

に携わっている。



に、独自の訓練を過去２回行いま

した。そのうちの 1 回は、ビルの

防災センターや消防隊にも協力し

てもらい、入居フロアで火災が発

生したという想定で、「初期消火を

して消防隊へ引き継ぐ」「けが人

が出たため応急処置をして地上ま

で運ぶ」というような具体的なシ

ナリオを作って実際に動いてもらう

訓練を行いました。

被災を具体的にイメー
ジした防災訓練
　小林　入居しているビルの自衛消防訓練は、地震や火

災に対する訓練と、二次訓練として AED や水消火器を使っ

た体験型の訓練を年に 2 回行っています。また、グルー

プの親会社主導の震災訓練や在宅勤務訓練が年に一回、

春にあります。グループ震災訓練の際、安否確認システ

ムのテストや各社の災害対策メンバーがトランシーバーを

使っての会社同士の安否確認、災害時におけるトップの

通信手段として準備されている衛星電話が問題なく使える

かの確認を行ったりします。その他に、震災訓練日の午後、

任意参加で徒歩帰宅訓練「チャレンジウォーク」を行って

います。会社としては一斉帰宅の抑制が基本ですが、数

日間の交通機関停止や無理にでも帰宅しようとする方は少

なからずいるため、徒歩帰宅ルートや避難所・トイレが借

りられる公園やコンビニの場所＊、危険となりうる箇所を

確認することを目的としています。後日、かかった時間や

気づいた点などをアンケート調査します。私も過去 2 回参

加し、実際に歩いてみました。確認が必要な箇所の確認

に注力するため普段よりも歩きやすい靴で臨みましたが、

自宅まで約 19 キロの道のりを歩いて帰るのは容易ではな

いと痛感しました。訓練ではなんとか家に帰りつきました

が、地震で道路に亀裂が入ったり、周囲の建物が倒壊した

全てに「被災一日目・朝食」というような紙を貼ってい

ます。備蓄品リストも備蓄棚に置いています。こうする

ことで、私がいなくても配ってもらえるようになってい

ます。災害時に私自身が配布できるかわかりませんから。

　鑓田　帰宅抑制されている日数分の食料を確保するの

は、場所がなくて難しいのですが、非常袋に入っている

ものを含めてカウントしています。車で通勤してはいけな

い事業所にはオレンジ色の非常袋を配っていて、中には、

水 1 リットル、トイレ 3 回分、笛、折り畳みのヘルメット、

アルミのブランケット、パンの缶詰 3 缶が入っています。

私は自分で軍手を入れています。在籍人数の 3 分の 1 が

オフィスにいるだろうという想定で備蓄していますが、食

事は 1 日 2 食でカウントしています。備蓄品の中には、テ

ント、雨具、長靴、会社の旗、トランシーバー、懐中電

灯、軍手、メガホン、ハンマー、ランタン、蝋燭、リアカー、

水電池、担架が入っています。リアカーは地下の倉庫か

ら防災備蓄品を運ぶためのものです。

自衛消防隊の訓練
　マック　自衛消防隊のメンバーになった人の椅子にベ

ストを掛けて、誰がメンバーなのかがわかるようにしてい

ます。また、いざとなったときに何をすればいいのかがわ

かるように、ベストのポケットにはやるべきことを書いた紙

（To Do List）を入れています。自衛消防隊は好んでそ

の役を担っているわけではないので、訓練には参加する

ための動機付けが必要です。消防署員の OB などに来て

いただいて、例えば、ビルの消火器にはどんな種類があ

るとか、非常階段は煙が入ってこないように気圧が少し高

くなっているというような、防災に関する身近な話をしても

らうようにしています。

　小林　知っているとためになるようなお話を聞けるのは

いいですね。

　自衛消防隊にとって実のある訓練をするのはなかなか

難しいのですが、自分の役割を改めて認識してもらうため

マック氏
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り、火災が多発している状況では

難しいだろうと想像できました。簡

単に帰れないことがわかり、会社

から安易に出てはいけないと悟り

ました。またこの経験から、万一

の際に備えて、歩きやすく丈夫な

靴を会社に置いておくべきと皆さ

んに伝えたいです。

　マック　災害が起きると 3 日から 1 週間は一斉帰宅抑

制をするように行政から言われていますが、子どもや高齢

の親が心配になるなど、どうしても帰りたいという社員が

出てくることが予想されます。水とリュックサックを用意し、

そこに荷物を詰めて持ち帰ることができるようにしていま

す。リュックサックを渡すときに部署と名前を書いてもらっ

て、誰が帰ったかわかるようにします。

　鑓田　訓練では、防火扉の動作の確認をします。エレ

ベーターホールで防火扉が閉まると焦ってしまいますが、大

きな扉が閉まっても開くところがあるということを説明すると

安心してもらえます。室内側にシャッターがあるところは、動

画をとっておいて見せたことがあります。シャッターの下に

備品が置かれていることがありますが、実際に降りる映像を

見ると、ものを置いてはいけないことを分かってもらえます。

安否確認は事業継続のため
　マック　安否確認の目的を理解していない社員が多い

のです。冷酷に聞こえるかもしれないけれど、あくまでも

事業継続のために動ける社員がどれくらいいるかを把握す

るためのものです。安否確認システムでは本人だけでなく

家族の安否や家の状況も尋ねますが、それは、本人が出

てこれる状況にあるかどうかを知るためのものです。そう

いう説明をすると、びっくりする社員がいるんです。

　小林　事業継続、確かにそうですね。

弊社は安否確認システムの導入時に、全社メールで運用

開始のお知らせが流れました。

　その際、社員の安否確認及び会社との連絡手段という導

入目的と、登録要領が記載されていたと思います。それ以

外は事業継続のためというような説明はなかったです。

　毎年導入目的をお知らせしているわけではないので、も

しかすると言われたまま登録したという程度しか認識して

いない人もいるかもしれないですね。

　鑓田　震度 5 強だと、自分の安否を上司に報告し

ますが、それ以上になると、家族や自宅の状況や出

社可否などを回答します。以前はメールで報告をし

ていましたが、時間がかかるので安否確認システム

を導入しました。訓練では 24 時間以内に社員全員

が返信することを目標にしています。

　マック　安否確認は、真夜中でない限り、3 時間くらい

で終わります。訓練で返信がこない場合は、連絡がつくま

で追いかけます。安否確認システムの訓練は、回答する

癖をつけることです。そのおかげか北海道胆振地震のとき

には、朝 5 時くらいから安否確認を始めて、6 時には確

認が終わりました。

　小林　弊社では安否確認は 30 分おきに 4 回という設

定にしています。訓練のときには事前に知らせているので

ほぼ返事がきますが、中にはなかなか回答されない方も

いらっしゃいます。その場合は返信が来るまで追加設定を

行います。実際にどのくらいで全員から返事がくるかは、

災害の規模によって状況が変わると思うので、災害が起き

てみないとわからないですね。

　マック　当社で使っているシステムの中には掲示板が

あって、そこから出社なのか自宅待機なのかという指示を

出せます。出社を指示する場合には、どこに出てくるかと

＊東京都では、スマートフォンで利用できるア
プリ「東京都防災アプリ」を提供し、（http://
www.bousai.metro.tokyo.jp/1005744/index.
html）その中のコンテンツのひとつ「防災マッ
プ」で、水道水・トイレ・テレビおよびラジオ
からの災害情報の提供を行う災害時帰宅支援ス
テーション（都と協定を結んだコンビニエンス
ストアなど）の場所を掲載している。

小林 由佳
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いう問題もあります。指示を出すときには本社が出てこれ

る状態なのか、バックアップとして位置付けているオフィ

スに出てきてもらうのかという判断が必要です。

災害発生時のためのハンドブック
　マック　広域避難場所の地図や安否の確認の仕方、帰

宅や出社の基準などを書いたカードを社員に配布し、小さ

く畳んで ID カードのケースに入れて携帯できるようにして

います。改版したときには紙の色を変えて、違う版だとい

うことがわかるようにしています。紙は、濡れても破れな

いようなものにしています。

　鑓田　自分の緊急連絡先を記入する欄や、避難すると

きの注意事項や避難場所の地図などが書かれています。

畳むと名刺くらいの大きさになり、携帯できるようになって

います。

　小林　カードタイプは持ち歩けて便利ですよね。弊社

はカード形式の携帯ハンドブックはありませんが、避難マ

ニュアルや帰宅確認書は防災ヘルメットの収納袋の中に

入れて各自椅子の背もたれにかけています。

災害対策本部の立て方
　マック　災害対策本部は、BCP マネジャーの助言によっ

て、社長が設置を宣言することになっています。BCP マ

ネジャーである私が要請することによって設置されますが、

そのときに私がいなかったらどうするのかということは、ま

だ決まっていません。災害対策本部の設置が宣言される

と、まず人事が動きます。そして現地の対策本部を置く場

所を状況によって決めます。被害が大きな地域には置け

ないので、どこまで下がったところに置くかということです。

そして対策本部に慣れた人が東京から行って指揮します。

熊本地震のときには福岡に対策本部を設けました。コア

チームは、人命、物流、IT、社内広報に関係する役員で

構成されます。エクステンドチームには、法務部長やコン

プライアンス部長などが入ります。

　小林　災害対策本部は親会社

をトップとしてグループ企業全体で

構成されます。弊社からは社長と

グループ会社の社長を兼務してい

る副社長、それに事務的な対応を

担うために通信担当として私の上

司が入っています。個社として災

害対策本部は持っていませんが、

自衛消防隊はフロア内でエリアを

分けてそれぞれ編成しています。

これからの働き方と
自衛消防隊
　マック　働き方改革で、オフィスに限らず自由に場所を

選択して働くABW（Activity Based Working）を導入す

る企業が増えているようですが、そうすると自衛消防隊の

メンバーの選定が難しくなります。全員が出社するとは限

らず、ある会社では日常的に社員の 3 割くらいしか出社し

ないそうです。出社時間もまちまちです。そうなると、自

衛消防隊の隊長の役ができる人は何人用意していればい

いのでしょう。ABW と自衛消防隊の問題は、これからの

課題だと思います。

鑓田 国浩
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FM研究・教育 ⓲

病院施設における
ファシリティマネジメント
　病院施設におけるファシリティマネジメント

（以下 FM とする）とは、患者や医療者をはじめ、

その施設における全ての人々に安全で快適な環

境を提供することである。課題は他の施設と同

じであるが、大きく異なるものに、易感染患者

（免疫力の低下した感染しやすい状態の患者）と、

感染症罹患あるいは病原微生物を保菌している

患者が共存していることである。それらの患者

が、安心して治療できる環境を提供することで

ある。

感染症の 3 要素
　感染症の成立には「感染源」、「感染経路」、「感

受性宿主」の 3 つの要素が必要になる。

　「感染源」は病原性微生物の存在があり、病原

性微生物に感染しているヒト、汚染したモノ、

食品などである。「感染経路」は、病原性微生物

が体内に侵入する経路であり、この感染経路を

遮断することが感染対策になる。「感受性宿主」

とは、ある特定の微生物に感受性がある人をい

い、感染対策はワクチン接種や十分な栄養補給

や睡眠などがとれる環境の提供である。

感染管理の原点は
ナイチンゲールの理論にある
　病院における FM を考える上で、外せない人

に、フローレンス・ナイチンゲールの存在がある。

1859 年に発行した『看護覚え書』には、「患者

が寒さでぞくっとさせることなく、患者が呼吸

する空気を屋外と同じように清潔に保つこと」。

特に、環境について着目して、「清浄な空気、清

浄な水、適切な排水、清潔、陽光が健康に大き

く関与する」と述べている。これらは、現在に

つながる理論である。

空調管理
　ナイチンゲールは、清潔な空気の必要性とし

て、新鮮な空気を取り入れることの重要性を説

いている。現在は、空調管理はシステム化され、

窓を開放する必要はないが、適切な管理がされ

ているだろうか。新鮮な空気の確保をするため

の管理について、施設管理者をはじめ看護師も

その重要性についての教育はされていない。臨

床現場の医療者は、スイッチなどの作動操作は

知っているが、メンテナンスについての知識は

ほとんどない。清潔な空気を取り入れるには、

空調のフィルター管理や清掃など多くの管理が

必要である。これらの維持管理費は病院経営に

占める割合は高く、計画的な管理が望ましい。

フィルターの清掃時期や、交換時期などを年間

計画し、確実に実施することが必要である。

　空調管理において重要な課題は空気感染対策

である。結核菌やウイルスの大きさは 0.5 μ以

下で空中に浮遊する。感染対策が遅れると、同

病室患者や職員をはじめ多くの接触者が発生す

る。その対策にかかる経費や追加労働時間は非

病院とFM —
感染管理から見たFM 藤木 くに子  

ふじき くにこ

北里大学看護キャリア開発研究センター
認定看護師教育課程教員

北里大学東病院 感染管理室 
感染管理認定看護師
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常に大きい。多くの病院で、陰圧の独立換気シ

ス テ ム や 排 気 口 に High Efficiency Particulate 

Air Filter が設置されているケースが多いと考

える。いざと言う時に、本当に使用できるのか、

病棟の看護師や医師などに教育しておくことが

重要な課題である。

水の管理
　日本の水道水は安全で蛇口をひねれば「清浄

な水」をそのまま飲むことができる。そのよう

な水道水でありながら、院内感染においてレジ

オネラ症の発症が報告されている。レジオネラ

症は、一つは空調を介して発生するものと、給

湯などにより起こることがある。そこで、病院

などの施設では残留塩素濃度を測定し塩素によ

る消毒と水の温度をレジオネラが発生しにくい

環境温度の 60℃以上に設定し管理している。

　構造面では、シンクから水跳ねにより医療材

料などを汚染させないためのスペースを取らな

い。または、水跳ねによる影響を受けない収納

スペースの確保や水跳ねによる影響が出ない場

所にシンクを設置する。また、感染の伝播経路

の一つに、医療従事者の手を介した伝播があり、

手指衛生が重要視されている。シンクの設置場

所は、患者の処置ケアの前後や患者や周囲環境

に触れた後の手洗いがしやすい動線を考えた位

置にする必要がある。病院の構造上非常に難し

い課題である。

リネンの管理
　病院寝具についても感染防止対策では重要な

課題である。過去の事例で、リネンからセレウ

ス菌（Bacillus cereus ）によるアウトブレイク

の報告がある。自施設のリネンがどのように洗

濯され施設に搬入されているか病院関係者は知

る必要がある。また、各現場で、どの様に保管

管理されているのかも重要な問題であり、清潔

なリネンと使用後のリネンが同じ環境に保管さ

れることの無いようにすることである。病院は

清潔なもの（未使用なリネンや医療材料、配膳車）

と使用後のリネンや廃棄物の運搬などが交差し

ない搬送経路の確保も重要である。

給食の管理
　病院食の管理が重要なのは言うまでもない、

多くの施設では「大量調理施設衛生管理マニュ

アル」に準じて安全な食事の提供に努めている。

病院施設にとって、原疾患の治療目的で入院し

てきた患者に感染性の胃腸炎や複数の患者が発

生する食中毒による苦痛を与えることはあって

はならない。そのためには、原材料の安全性の

確保や調理に至るまでのゾーニングの考えや厨

房職員の健康が重要である。厨房職員に対して

定期的な検便検査や日々の健康調査を確実に実

施する体制つくりが重要である。

廃棄物
　病院施設にとって廃棄物の管理は非常に大き

な課題である。病院の責任は、病院内はもとよ

り最終廃棄物処分場までに関わる全ての人々へ

の安全確保である。血液や体液、鋭利機材など

の感染性の廃棄物の管理の責任は大きい。病院

内で適切な廃棄物の分別が重要であり、職員教

育は欠かせない。しかし、非常に繁雑な業務の

中で分別は難しいのも現状である。搬出場所に

応じた廃棄物容器の選択も重要となる。

　病院の FM、特に感染管理の FM は非常に難

しく、莫大な費用を要する課題である。しかし、

患者やそこにいる全ての人々の安全確保は重要

である。費用対効果を考え、人の動線を考えた

人間工学も取り入れた取り組みがさらに必要に

なる。                                                         ◀
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公共 FM ⓱

廿
は つ か い ち し

日市市の公共施設
包括管理業務委託

導入までの経緯
　廿日市市は、広島県西部に位置し、瀬戸内海から

西中国山地へと広がる約 490km2、人口約 11.7 万

人のまちである。世界遺産「嚴島神社」を擁する年

間 450 万人以上が訪れる宮島のほかにも、夏は海

水浴、冬はスキーと四季折々の楽しみ方ができる。

　2013 年 6 月に策定した「廿日市市公共施設マネ

ジメント基本方針」では、公共施設全体の「量（総

量縮減）」と「質（管理運営）」の改革に取り組むこと

とし、「質」の改革のひとつとして公共施設管理の包

括的民間委託（以下「包括委託」という。）に注目した。

　2013 年度に公共施設の管理水準の統一をめざし、

各種保守点検に関する業務委託契約書、仕様書等を収

集し、施設所管課と協議を重ね仕様書の統一化を図っ

た。2014 年度には、機械警備、消防用設備、電気保安、

昇降機、自動ドアの保守点検業務について、同種の業

務ごとに契約をまとめ、2015 年度には、同種でまと

めた契約を長期継続契約（3 年～ 8 年）とした。

　また、同年、包括委託導入に向けて、民間事業者

と対話（市場性調査）を行い、対

象施設および施設数、対象業務、

委託期間など与条件を整理した。

2016 年度に公募型プロポーザル方

式による選定を行い、2017 年 4 月

から 3 年間の期間で包括委託を実

施している。

包括管理業務とは
　施設所管課の職員が施設ごと

に行っていた保守点検業務や小

修繕の契約・発注、支払い、緊急時の対応等の複

数業務をまとめて複数年契約することで、施設管

理の水準の向上や均一化を図り、あわせて業務の

効率化（業務量の軽減）を実現しようとするもの

である。

業務の内容
　対象施設は、小・中学校、幼稚園、市民センター

（公民館）、保育園等の 72 施設で、業務の内容とし

ては大きく 3 つに分かれる。

　1 つめは、保守点検に関する業務。①自家用電気

工作物、②消防用設備、③空調設備、④グリスト

ラップ、⑤自動開閉扉装置、⑥昇降機等、⑦受水槽・

高架水槽の 7 種の保守点検業務の一元管理（契約、

日程調整、届出・報告書等の作成、支払い等）を行っ

ている。

　2 つめは、施設の小修繕などの営繕業務。施設所

管課が現場確認から発注、支払いまで行っていた

営繕業務を包括委託の中に含めるものである。施

大江 芳貴  
おおえよしたか

廿日市市分権政策部行政経営改革推進課
資産経営グループ主任

図表 1 　包括管理業務とは
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設からの不具合状況の第一報が受託業者（大成有

楽不動産㈱）に入ると、受託業者が現地確認し、

携行工具で修繕可能なものについてはその場で修

繕する。即座に対応できないものについては、緊

急度を記載した見積書を市に提出。施設所管課等

はこれらの情報を基に工事を実施するか否かの判

断を行っている。

　施設所管課の多くは技師等が配置されていない

現状から、不具合が発生した場合に早急な対応の

必要性など速やかな判断が困難なことが多い。一

連の事務が施設所管課にとって多大な負担であっ

たことを考慮すると、業務量等の縮減や精神的な

不安の解消に大きく貢献していると言える。

　3 つめは、巡回点検等に関する業務。毎月また

は隔月で受託業者が全施設を巡回し、施設・設備

の不具合調査を行うほか、休日・夜間、緊急時の

対応も受託業者が行う。点検等で得られた施設情

報（劣化状況等）や不具合履歴はデータベース化

し、中短期修繕計画の作成に生かされる。中短期

修繕計画は、個別施設毎の長寿命化計画に生かす

ことができるものと期待している。

　また、年に数回開催する施設管理協議会では、受託

業者・施設所管課・当課の三者が集い、意見交換を行っ

ている

導入効果と今後の展開について
　包括委託の導入により、①ビルメンテナンスのプ

ロによる管理水準の向上、②施設情報の見える化と

効率的な修繕の実施、③施設所管課の事務負担の軽

減などの効果があげられる。特に①②については、

老朽化が進行する公共施設を計画的、効率的に管理

するために大きく貢献するものと考えている。

　一般的には包括委託を実施することで目に見え

るコスト縮減が期待されるが、本市において経費

は減少していない。これには 2 つの要因がある。1

つは巡回点検等これまで実施していない業務を導

入したこと。もう 1 つは、包括委託導入前に同種

同類の契約をまとめた際、一定のコスト縮減が実

現されたことである。

　短期的なコスト縮減にはつながっていないが、こ

れまで職員が施設管理に費やしていた時間をコア

業務に注力できる体制を整えたこと、巡回点検時

の携行工具による速やかな修繕など、委託料から

は見えてこないメリットの方がむしろ大きいと感

じている。将来的なコスト縮減の

ため、新たなコストをかけてでも

事後保全から予防型の保全へと移

行し、施設の適正管理の実現を図

ることで、施設利用者に安全・安

心を提供したいと考えている。

　最後に、本業務については来年

度契約期間の満了を迎えることか

ら、対象施設や対象業務の追加の

検討に加え、モニタリングの実施

により更なる施設管理の「質」の

向上につなげていくとともに、定

性的な効果の羅列にとどまってい

る項目について定量的な検証を進

めていきたい。                           ◀
図表 2 　業務の内容
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■本誌No.192号で土屋さんにバトンをわたされた松里裕子さん（フィデリティ証券株式会社）からのメッセージ
土屋さんは、豊富な知識と経験をお持ちで、セミナーや勉強会でご一緒する際には、幅広く示唆に富んだお話をして

くださいます。また、温和でユーモアがあり、ファシリティマネジャーに必要な人間力を兼ね備えていらっしゃると思

います。とても頼りにしています！

ファシリティマネジャーの仕事 ⓲ 

土屋 亨夫  つちや あきお　　

コニカミノルタ株式会社
総務部ファシリティグループ FM 企画グループ
認定ファシリティマネジャー

私が考えるFM
　「建築×不動産×サービス×ファイナンス×IT」

これがFM に対する私なりの解釈である。FM を表

す言葉はJFMA 公式の定義があるが、突き詰めれ

ば先の5 つの領域に精通することが、ファシリティマ

ネジャーおよびFM 組織に求められる姿だと考えて

いる。このうち２つ以上の領域の専門性を有し仕事

に活かせているのであれば、既にファシリティマネ

ジャーとして活躍されている可能性が高く、組織と

しては５つの領域を包含している状態がFM 組織

のめざす形ではないだろうか。

　スキルの話に偏ったが、前述の通りFM 組織・ファ

シリティマネジャーは多くの領域を担わなければな

らないことは自明であり、故に複数の異なる領域を

調整・統合することが日常の仕事になる。このことか

ら最近は先のスキルの話だけでは足りず、何よりも

先にコミュニケーション能力が重要だと考えている。

FM 以前
　私の職歴は建築設計事務所からスタートした。

二十代の大半をそこで過ごしたのだから、考え方や

価値観など、基本的な部分は、この時期に最も大き

な影響を受けたと言って間違いない。ただし思い返

せばその頃は、建築にまつわる全体像を教科書上

でしか理解していなかった。事業計画と資金（調達）

計画、ステークホルダーの理解、不動産の取得か

F
M
は「
建
築
×
不
動
産
×
サ
ー
ビ
ス
×

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
×
I
T
」

●プロフィール

大学卒業後、建築設計事務所（６年半）を経て、建築に対し発注者の立場
で事業計画から関わりたいとの思いから不動産会社へ転職（４年）、2011
年にコニカミノルタに入社、以降ＦＭ業務に携わり現在に至る。
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ら設計・建設、竣工後の維持管理など、それまで関

わった設計という仕事が全体の中のごく一部である

ことすら実感として知らなかったのだ。

発注者側への転向
　考えが変わるきっかけとなったのは、リーマンショッ

クの数年前、不動産証券化によるオフバランスといっ

た言葉がもてはやされていた頃、財閥系商社の方よ

り、数々の専門用語とともにそれまで知らなかった建

築のプロジェクトの成り立ちにかかる情報が入り込ん

で来たことによる。具体的には設計の仕事が発生す

る段階では、既に不動産の取得や活用を含めたプロ

ジェクトの枠組みができており、特に「どこで」「何を

するのか」といった根本の部分がほぼ整った後なので

ある、ということを知った。現在でもその全てを理解し

ているとは言えないが、自分にとって方向転換するに

は十分すぎるほどのパラダイムシフトであった。

　その後、発注者側に立ち仕事に関わりたいと強く

考えるようになり、特に建築プロジェクトの成り立ち

に関わりたく不動産会社に転職。ごく小規模ながら

も開発企画の仕事に関わることができた。ここでは

銀行融資により進める開発プロジェクトは、日々金

利により利益が減っていくこと。プロジェクトの損益

分岐点が高く、融資の返済期限に間に合わせるた

め売り切らなければならないこと、中小規模の会社

では事実上プロジェクトとして推進できるのは、居

住用不動産に限られてくること、などを知った。

　そのような環境の中で常に意識をしていたのが、

インハウスFM である。特に自社で土地や施設を

保有している場合であれば、関わることができる建

築・不動産の仕事がこれまでよりも多岐にわたり、

より自分が求めていることに近いのではないかと考

えていた。現在ではその予測はおおむね当たってい

たと考えている。

現在のFM
　コニカミノルタのFM 組織が現在の形になったの

は2015 年のこと。社内説明のためFM の業務領域

をハードである建築・不動産からソフトであるサー

   Relay Essay
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ビス、それらの中間領域をワークプレイスと定義し、

現在のFM 組織の機能を表したことがある。先の定

義に従えば、現在のFM 組織の機能は建築・不動産

からワークプレイスまでとハード寄りの分野である。

  組織の中での私の仕事は大きく３つだ。①サービ

スプロバイダと連携した国内外不動産管理、具体

的には不動産契約管理と拠点統廃合のサポート ②

ワークプレイス ③FM のためのシステム企画・構

築。冒頭に挙げた領域で表すなら「建築×不動産

×IT」である。

インハウスだからできること
　これまでの仕事で最も印象深いのは、研究施設

（SKT）の建設だ。広大なオフィス空間の中央に大

きなアトリウムを配し、その周囲を階段によって上

下をつなぐことで、部門を超えた交流機会を増や

す設計となっている。これは国内の賃貸オフィスビ

ルでは貸出区画や相互のセキュリティの問題から

実現困難な空間であり、自社利用だからこそできた

ものと考えている。これはまさにインハウスである

から関われたことであると同時に、発注者側でも建

築を理解し、良質なストックを残すことに寄与する

ことの意味を再考した機会であった。

これからのFM
　コニカミノルタのFM 組織はまだまだ発展途上で

ある。前述の通り現在はハード寄りの業務に偏って

おり、なすべきことがまだ多い状況であるが、今後

ソフト寄りに比重を移すことが求められるのも時間

の問題と考えている。このような危機感からJFMA

のセミナー、コアネットなどに参加させていただい

ているが、これらの機会から得られる知見は多々あ

り、いつも学ばせていただくことばかりである。

　今後も各種機会を通じてネットワークを拡大させ

ていただき、積極的に情報発信をしたい。          ◀

　次回このリレーのバトンは、
日産自動車株式会社の

 

　　　　　片山梨緒奈さんへ。
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JFMA役員からの
メッセージ

FMとは人とファシリティのコラボ
　私は、昨年、欧米のオフィスやオフィス家具の展示会を視察する機会に

恵まれました。そこで、人々が活動する場には、FM（ファシリティマネジメン

ト）の重要性が高まっていることを感じました。その場は、単なるオフィス空

間から、思考・交流・議論・寛ぎ・休息などさまざまな機能を持つ空間となり、

ワークスペースとリビングのような空間が融合し、実に働く人が楽しく生き生

きと活動できる場となっていました。それは、人を中心とした場で、建築空間

と家具類がうまく融合し、そこで働く人々の才能や能力、コミュニケーション

を引き出すような仕掛けや演出がされており、わくわくするような場でした。

　FMを施設管理と狭く捉える方もいますが、このようなわくわくするよう

な場づくりもFMの重要な業務です。このような場づくりから働く人の意識

も変わり、組織も変わります。近年当協会でも「健康経営」を推進していま

すが、これらの場づくりは「健康経営」の第一歩です。私は、FMは人間と

ファシリティのコラボレーションであると思います。これらのコラボレーショ

ンを通して、新たな価値を創造していくことです。今まさに、健康経営や

WELL beingの実践の中で、FMの真価が問われています。

　FMは、空間的・人間的視点からもその範囲は広がり、インフラやまちづ

くりの活性化にもFMの思想が展開されています。さらにファシリティのラ

イフサイクル的視点（時間的視点）と社会的視点からも捉え、ファシリティ

の活用と最適化を考えていきたいと思います。

PERSONAL

米国で始まったWELL認証の評価項目には、

「こころ」があります。人々が幸福になるには

体の健康だけでなく「こころ」の健康が大切

です。私はそれを「マインドフィットネス」と

名付け、「こころ」を健康に保つことを大切に

したいと考えています。そして、それはFMの

重要な要素だと思います。皆様が心身共に

健康な一年になることを祈念しております。

JFMA会長

山田 匡通
やまだ まさみち	

株式会社イトーキ　
代表取締役会長

公益社団法人日本ファシリティマネジメント協会（JFMA ジャフマ）は、

ファシリティマネジメントの普及定着に関する事業を行うことにより、安全、安心、快適かつ

機能的な施設資産の形成と活用を推進し、もって、良好な社会資本の整備及び地球環境の保全並びに

わが国経済の健全な発展に寄与することを目的としています。

1987 年(昭和 62 年)設立後、1996 年(平成 8 年)に社団法人化、

2012 年（平成 24 年）1 月に公益社団法人として認定され今日に至っています。

当協会の運営やファシリティマネジメントの普及定着にご尽力いただいている

役員のみなさんからのメッセージをお届けします。PERSONALのコーナーでは、

趣味や最近の関心事などを語っていただきました。



65         WINTER ● 2019 　JFMA JOURNAL

JFMA役員からのメッセージ ●JFMA役員からのメッセージ ●

FMについて幅広い議論を
　FMの世界が広まるにつれて幅広い議論が難しくなってきているような

気がする。具体的なテーマがあるとよいのだろうが、JFMAについて一言

というような漠然とした話題の場合は、その人のバックグラウンドを知り、

何を念頭において話しているかがはっきりしないと理解するのが難しいこ

とがある。今回は「ファシリティマネジメントに関する話、あるいは JFMA

への提言」というのがテーマだが、狭い分野しか知らない人間にとっては、

結果的に毎回同じことを話すようになってしまうので大変心苦しい。おさら

いのために昨年度 JFMA設立30周年特別号を読み返してみると、多くの

識者がそれぞれの立場から FMについてわかりやすく話されており、それ

ぞれの分野からの提言は既になされているのではないか。しかし残念な

がら一方通行でありそれらの貴重な意見をもとに幅広い議論とまでは至っ

ていないような気がする。

　そこで、今後は一つのテーマに関して違った分野の識者に意見を交わし

てもらってはどうか。そうすることにより専門分野以外の人からも今までに

出ていない意見が出て面白そうだ。毎回違うテーマで議論をしてもらいそ

の内容をジャーナルで紹介する。またそれをもとに議論を広げるというこ

とができていくとさらによいのではないだろうか。

サービス化とマネジメント
　5 年前、経営改革の一環として、企業理念を改定することになった。そ

の文言の中で私がこだわったのは、不動産サービスという言葉である。長

年不動産事業に携わってきた社員には、違和感があったようだが、採用し

てもらった。

　IT 業界はクラウド化に象徴されるサービス化は当たり前になっていた

が、他の業界でもその流れが始まっていた。不動産業界も、建物を造って

終わりではなく、しっかりマネージしていくことが重要になった。オフィ

スビルも、さまざまなサービスとハードが一体化したシェアドオフィスが

勢いを増している。自動車業界も、CASE という言葉で象徴される激しい

変化の波に、緊張感が高まっている。企業戦略では、製造販売よりも、新

しいビジネスモデル、サービス化が重視されている。

　ビルを含む膨大なインフラが、更改の時期を迎えつつある。単に壊して、

新たに建設するという発想は、財政面から現実的でない。技術、採算性、

人口動態、ライフスタイルの変化など多面的に検討し、サービスの購入も

含め、巧みにマネージしていかなければならない。まさに、ファシリティ

マネジメントの時代である。AI なども道具として使いこなし、従来の常識

にとらわれない知恵を出すことが求められている。

JFMA副会長

牧 貞夫
まき さだお	

NTT都市開発株式会社 
相談役

PERSONAL

毎日 8,000歩を目標に歩いています。

早朝から、公園や並木道を清掃してく

ださるシニアが多く、感謝感激です。

日本はすごい。

PERSONAL

MTV主催のロック検定 2級を持っているの

が自慢の自他ともに許すロックお宅。最近

はピンとくる曲が少ないが、ベストヒット

USAという番組で久しぶりに感じるものがあ

る曲に巡り合った。早速ネットでアーティス

ト名などをチェック、しばらく楽しめそうで

わくわくしている。

JFMA副会長

大井 清一郎
おおい せいいちろう	

JR東日本ビルテック株式会社 
相談役
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デジタル時代に対応したファシリティマネジメントへ

　アナログからデジタルの時代に大きく変わりました。これからの不動

産はこの変化に対応できるか否かで優劣が決まります。建物は一度建築

すると向こう 50 ～ 60 年もたさねばなりません。ファシリティマネジメ

ントも同じだと思います。建物が長い時間の経過の中で、情報を取り込

み、人、社会、事業の求めるものに応えて咲き続けられるかが求められ

ているのではないでしょうか。日本ファシリティマネジメント協会では、

そうした面から社会の課題を一つひとつ未来志向で解決できればと思い

ます。

　なお、日本郵政グループでは、将来の経営の柱の１つをめざして、

2018 年 4 月 2 日に日本郵政不動産株式会社を発足しました。グループ

が築いてきた地域社会との信頼関係を大切にしながら、グループで実施

してきた開発を継続するとともに、今後はより効率的で地域の特性を生

かした開発を行い、地域の発展に貢献して行きたいと考えています。

FMの知恵で未来社会を幸せに
　国連サミットで SDGs(Sustainable Development Goals)が採択されてから

3年が過ぎた。持続可能な開発目標達成への道程は平坦ではないが、この

新たな課題に対して、世界は一歩一歩前進している。SDGsで示された目標

やターゲットは、組織の経営者はもちろんのこと、環境にかかわる皆さん

のみならず、全ての活動にかかわる皆さんにとっても、新たな社会づくり

への変革のために、必要不可欠な取り組みであり、重要な指針と受け止め

られているだろう。

　人と自然が調和し、全ての人が幸せに暮らせる未来社会の実現に向けて、

ファシリティマネジャーが担う役割は極めて大きい。JFMAにおいては、日頃

から会員や有識者が集い、組織の枠を超えて互いの知や経験が共有されてい

る。意見交換や討議から得られた知恵が、社会の中で着実に実践され、結実

していることは大変頼もしい。JFMAは、FMにかかわる多業種の多様な人た

ちが出会い、切磋琢磨する場として社会に貢献していると感じる。

　本年も2月20～22日の3日間、ファシリティマネジメントフォーラム

が開催される。最新の知見と好事例が発表されるこの大会を、今年もぜ

ひ多くの方に活用していただきたい。私自身、参加するのを毎回楽しみ

にしている。FMの知恵が広く共有され、それが幸せな未来社会の形成

につながっていくことを心から願っている。

PERSONAL

最近の趣味は映画鑑賞である。近所

のシネコンで話題の新作を洋画・邦画

を問わず観ている。洋画は英会話の

レッスンにもなる。最近の人気俳優の

傾向を知り、個性や魅力を感じるのも

楽しい。

PERSONAL

7年前に始めた真義館空手で、妻と一緒

に昨年初段の認定を受けました。

右脳を駆使して、相手に愛を注ぐ摩訶

不思議な空手です。

JFMA副会長

村田 誉之
むらた よしゆき	

大成建設株式会社 
代表取締役社長

JFMA副会長

岩崎 芳史
いわさき よしふみ	

日本郵政株式会社 代表執行役副社長
日本郵政不動産株式会社 代表取締役社長
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2025年「夢のある未来」に向かって

　皆さま、新年おめでとうございます。

　さて、昨年 11 月、大阪が 2025 年に開催される万国博覧会（万博）

の会場に選ばれました。大阪に本社を置くイオンディライトとしても大変嬉

しい決定です。万博には世界各地から多くの人々が集まることが予想され

ます。そのときの大阪はどんな姿をしているでしょうか。大阪ならではの人

情味溢れる「おもてなし」はもとより、AI や IoT、ロボティクスを活用した

さまざまなソリューションがそこかしこに見られる。従来の万博ではおなじ

みの長蛇の列も AI による顔認証や案内ロボによる最適な誘導で大幅に改

善され、ドローンや警備ロボが人々の安全を担保しているかもしれません。

そして、それらを統合的に管理運営しているのが他ならぬ FM 企業だと、

私は考えています。

　一方で、昨年 4 月には世界初となる FM 分野の国際規格「ISO 41001」

が発行され、FM 市場においてもグローバル競争が待ったなしです。イオ

ンディライトでは昨年 9 月に認証機関（JACO）より、国内で初めて同規

格の認証を受けました。ISO 41001 を活用したグローバルレベルのサー

ビス、テクノロジーの力で人手不足を解消した生産性の高いソリューション。

2025 年、大阪で日本の FM が世界を驚かせる。私はそんな「夢のある未来」

を JFMA ご関係者の皆さまとともに作り上げていきたいと考えています。

JFMA理事

中山 一平
なかやま いっぺい	

イオン株式会社 執行役
イオンディライト株式会社 取締役会長

PERSONAL

上達しないゴルフに見切りをつけたつ

もりで昨年、40年ぶりに登山を再開し

たものの、あれやこれやであまり活動

できずに、やっぱりゴルフに夢中。飛

距離アップをめざしてもっぱらジム通

い。悔しさのにじむラウンドの後は、

猫の動画で癒されています。

これまで以上に
会員間の切磋琢磨の場となるように
　これまでの業務経歴として間接部門が長く、リスクマネジメント、環

境マネジメント、そして、ファシリティマネジメント（FM）、それぞれ

に携わってきた。前二者はどちらかといえば「守り」、一方で、FMは「攻

め」の要素がより強いイメージがある。近年、自然災害リスク、テロな

どのグローバルレベルのリスクや地球環境問題への対応も一層の高度化

が要請され、BCPをはじめ企業としてのサスティナビリティのためには、

あらゆる分野に広く関わる FMへの期待が大いに高まっている。加えて、

ITの進展、働き方改革、健康経営とも相まって、当協会が果たすべき役

割への期待は計り知れない。当社においても、ファシリティの場を提供

する企業として、社内的には働き方改革を推進し、対外的には「常に進化

し続けるオフィス」を積極的に発信することを目指して、本年１月に本

社を新ビルに移転し、先進的な取り組みの実証実験も行っている。

　フリーアドレスやテレワークなどワークスタイルが多様化する中で、

組織内外での「フェイスツーフェイスのコミュニケーションの場」の提

案・提供に応えるべく、当協会が、これまで以上に会員間の切磋琢磨の

場となることに、微力ながらお役に立てれば光栄である。

PERSONAL

不動産会社に興味を持ったのは鉄道と

地図マニアから。常に、謙虚に虚心坦

懐でいたいと思っている。

JFMA副会長

西貝 昇
にしがい のぼる

	
三菱地所株式会社 
取締役 執行役常務
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拡大する社会課題の解決に貢献したい

　今日、少子高齢化による生産年齢人口の急速な減少に入ることを背景に、

これまで以上に人の生産性向上が問われる時代になりました。2020 年の

東京オリンピック・パラリンピックを前に、グローバル化、ダイバーシティ

が進展しています。また、企業は生産性向上に向けて働き方変革に取り組

み、教育機関では新学習指導要領改訂、大学入試改革などの「教育改革」

で学び方の変革が進んでいます。そして、AI や IoT などの ICT の技術変

化が重なってきました。

　これまで以上に、場のリソースをどれだけ有効に使えるかがますます重

要となり FM の強化が問われるでしょう。

　弊社は、2020 年、110 周年を迎えます。歴史的に、働く場、学ぶ場

の構築に携わり、現在では、売上高 1,500 億のうち ICT 関連ビジネスが

60％、残りの 40％を環境関連ビジネスで構成されます。こうした特色あ

る事業構成から、ICT と環境を融合して、経営方針である「働き方変革」「学

び方変革」「場と街づくり変革」を進めてまいります。

　そのためにも、会員のみなさまとともにこれからの FM のあり方を学び

まして、拡大する社会課題の解決に貢献していきたいと考えております。

PERSONAL

『望郷の道』（北方謙三）

教育分野が長く国内外の教育機関の視

察をつづけている。

JFMA理事

大久保 昇
おおくぼ のぼる	

株式会社内田洋行
代表取締役社長

FMと時代の変遷

　FM関係者、また FMに興味をお持ちの皆さま、本年もよろしくお願い

いたします。

　さまざまな面で FMや JFMAに長く関係させていただいて、時代の変遷と

いうものを実感しています。当初は、お客さまへ訪問し FMとはどういうもの

か、データベースはなぜ必要か等々、説明し理解いただくことから出発して

いました。現在では、逆にお客さまから FM導入を求められることの方が多く

なっています。それだけ FMに対する関心が高まっていると思います。ひとつ

は JFMAの皆さまの普及活動とともに、時代がそれを必要としている、さらに

それ以上のことを求めているといえます。たとえば地銀の皆さまから施設管理

をどの様にしていくか、メーカーの方から、統合や海外進出に伴い、日本で

の資産をどう利活用していくか等、よく相談されています。そういった状況は

JFMAフォーラムのテーマからもうかがえます。テーマは委員会でその年の日

本の課題について、時間をかけて議論されています。2007年では場のマネ

ジメント、2013年ではエネルギーがテーマとなっています。2014年のグロー

バル、2015年の公共 FM等、世の中の関心を反映しています。2018年の働

き方改革を経て、2019年は「FMの未来・新たな価値を求めて」、がテーマで

す。時代の変化を先取りしつつ、社会の要請に答えられるよう、JFMAの今年

の活動にも期待しております。

PERSONAL

子ども達が巣立ち、妻と愛犬の豆芝と

週末はよく出かけています。豆芝も13

歳で次第に年老いてきていますが、本

年もともに元気に過ごして行きたいと

思っています。

JFMA理事

黒田 長裕
くろだ ながひろ	

株式会社 NTTファシリティーズ
代表取締役副社長
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働き方改革で生産性を高める
オフィス環境への投資
　世界でオフィスの景色が変わり始めている。パソコン、スマートフォン、

ダブレット端末などスマートデバイスを駆使して創造的な仕事への転換が

進み始めているためである。

　テーマは、Creativity(創造性 )と Wellness(健康 )。

　ニューヨークのロックフェラー大学ではノーベル賞受賞者を 25名も輩出

しているが、特定の機関が多くのノーベル賞受賞者を輩出することは良く

知られている。共通点は、独創性を尊重し自由に研究できる環境と共創

空間の存在である。

　ロックフェラー大学も各々の研究室から中央にある交流スペースに三々

五々研究者が集まり、議論に花を咲かせることで有名だ。こうした研究者

同士の会話の中から素晴らしい発見があるという。今まさに、私たちに求

められている創造的な仕事をするための仕掛けづくりである。

　これからの日本のオフィスに必要なことは、創造的な働き方への転換と

FM戦略による共創することのできる最新のファシリティを備えたスペース

の設置である。はたらく “場 ”のあり方の提案を通して、FMの進化と普及

の一助になればと思っている。

PERSONAL

「継続は力なり」が信条だが、目標

の壁をなかなか越えられないのがゴ

ルフ。

もう一つの趣味は読書。乱読だが心

休まる時間でもある。

JFMA理事

中村 雅行
なかむら まさゆき	

株式会社オカムラ
代表取締役社長

FM事業の発展への期待
　私が認定ファシリティマネジャーの資格を取得したのは、20年近く

も前のことです。資格取得のために休日に講習会に参加し、記述式の

試験を受けるなどハードワークの末に取得したと記憶しています。し

かし当時は、FM事業はまだ一般には知られてはおらず、私も会社から

の指示で資格を取得しただけで、その価値を実感していませんでした。

FM事業がメジャーになり、私自身が JFMAの理事に就任するとは、夢

にも思いませんでした。

　私は一貫して建築設計の業務に携わってきました。設計業界は、今ま

さに BIM、特にわれわれ総合建設業では施工までを含めたワンモデル

の推進に取り組んでいますが、BIMの普及により、FM業界は新たな局

面を迎えています。竣工図など紙情報を高く積み上げていた時代から、

CAD化（二次元）されたデータ情報時代を経て、建築・構造・設備＋施

工時の統合情報が 3Dデータ化されて FM業務に引き継がれるようにな

りました。この生きた情報がその後も更新されるというモデルの完成

は、今後の大きな業務改革につながると確信しています。

　この転換期に、本業でのBIMの促進とあわせて、JFMA理事として事

業の展開、発展に貢献したいと考えています。

JFMA理事

賀持 剛一
かもち ごういち	

株式会社 大林組
執行役員 設計本部長

PERSONAL

学生時代からスキーに打ち込み、一級

建築士よりも先にスキー検定 1級を取

得しました。今でも時々、会社の若者

たちとスキー旅行に出掛けて勇姿を披

露しますが、そろそろ膝や肺が持ちま

せん。
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未来の都市創造に向けてFMに期待すること
　官民連携で進めてきた東京オリンピック・パラリンピックの開催まで

あと一年余りとなりました。そして、昨年 11月には大阪万博の誘致が決

まり、世界から日本に向けられている期待の高さを実感しています。私

も誘致委員会の副会長として、最終選考会が行われたパリの会場でプロ

ジェクトチームとともに開催が決定した瞬間を喜び合いました。オール

ジャパンでの取り組みは、これら2つの大きなイベントを成功させるた

めに今後も欠かせません。そして、万博のテーマ「いのち輝く未来社会の

デザイン」の実現が、日本経済を活気づけると同時に、世界の人々とと

もに豊かな未来を体現する場になればと思います。

　JFMAは公益社団法人として、近年は働き方改革や健康経営など、人間

社会のためのファシリティマネジメントに取り組んでおられます。異分

野の産官学の方々による協働が具体的な成果を生み出し始めていると聞

きます。公共施設からオフィス、街づくりまで広く活用できる FMはこ

れからの日本の発展を支えていく重要な役割を担っています。JFMAから

発信される未来像やさまざまなプロジェクトから、新しい価値のあるイ

ノベーションが生み出されていくことを期待しています。

PERSONAL

趣味はクラシックとジャズ鑑賞です。

最近はハイレゾで音の奥行き繊細さ、

楽器の表現力を楽しんでおります。

JFMA理事

井田 卓造
いだ  たくぞう	

鹿島建設株式会社
建築設計本部 技師長

JFMA理事

黒田 章裕
くろだ あきひろ	

コクヨ株式会社 代表取締役会長
関西経済同友会代表幹事

木造・木質化でFMはどう変わるか
　建築基準法の大改正が昨年（2018年）から今年にかけて行われている。

とりわけ、火災関連は大きく変わる様相である。防耐火規定の 3つの観点

…特殊建築物（法 27条）/防火・準防火地域と階数 ･規模（法 61条）/大規模

木造（法 21条）…は継続されるものの、一定規模では耐火建築物に集束し

ていった従前の状況と異なり、今後は必ずしも耐火建築物とする必要がな

い場合も多く、木造建築もしくは木造と RC造や S造とのハイブリッド等の

実現がかなり容易になる。一方、2010年施行の公共建築物等木材利用促進

法はその名のとおり公共建築物の木造化や木質化を強く押し進める。まず

は庁舎、体育館、図書館、学校などに木造を取り入れる動きが加速し、続

いて民間で…となるのではないか。

　このことは、自治体や企業の FM活動に大きな影響を与えるはずである。

木質空間のメリット…景観性、高い断熱性や吸湿性、木目のやさしい手触

りや癒しなどウェルネスへの影響…の活用は？減価償却資産の耐用年数の

考え方は？木造ならではの維持・保全・管理をどうするの？…などなど、多

くの夢と多くの課題がよこたわっている。

　この分野で JFMAに期待することは大きいと考える。

PERSONAL

趣味はあいかわらず 100キロウォー

ク…しかし、一昨年痛めた膝が！…

今年は復活の年にしたい。
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「FM的視点」でビル価値の向上を
　昨年 4月に大星ビル管理の社長に就任いたしました。弊社は 1969年に

日本生命所有ビルの設備管理・保安業務を行う会社としてスタートしまし

た。東日本を主な基盤として 800棟近いビルの管理を受託しており、創

業の原点であるビル管理業務を基軸に工事関連事業、オフィス・テナント

サービス事業、PM・FM事業、さらには環境ソリューション事業について

も積極的に手掛けています。

　弊社の基本は「安全・安心・快適なビル環境の提供」を通じた「ビル価

値の維持・向上」にあるものと考えています。ビルオーナーから見れば高

品質な管理を通じた安定的なビル収入の確保、テナントから見れば快適

な執務環境提供による従業員の生産性向上、社会的に見れば建物・施設

等の適切な維持によるインフラの有効活用、また施設管理面からの環境

問題への貢献といったことになるでしょうか。ビルオーナー、テナントの満

足度を高め、社会への貢献を通じて、ビル価値を向上させていくためには

「FM的視点」がますます重要になると認識しており、JFMAの活動の中

からもさまざまなヒントを頂戴しながら、積極的に社業に生かしていきた

いと考えています。

明日のワークプレイスづくり
　AI（人工知能）の進展にも波があって、今回は第三世代の波なのだそうだ。

車の自動運転など見ていると、ブームで終わるのではなく実用に近づいてい

るようにも思える。少し違うが、設計の世界でもコンピューテーショナルな取

り組みがある。ワークプレイスづくりで、近接性や動線、人の溜まるところ

などのパラメータを設定し、コンピュータ上で何百通りのシミュレーションを

行い、最適の計画案を絞れるようになってきた。合理性があって、かつ思い

もかけぬ面白い計画を示してきたりもする。ただし、これらを選択するのは

人間の感性だ。

　また、出来上がったワークプレイスも、さまざまなセンサー技術で、人の

集まりやコミュニケーションの活性化度合いまで測れてしまうという。それら

のセンサリング・データの蓄積を使って、一度つくったワークプレイスも適宜

改善していこうというのが、「進化するワークプレイス」というわけだ。

　ただ、待てよ。本当にそれで深化した空間やワークプレイスになるのだろ

うか。旧耐震のオフィスを耐震リノベーションして使ったら、妙に居心地の

良いワークプレイスになることだってある。やはり、気持ちや思いといったも

のなしには、人の居る場づくりはあり得ないと思う。そしてその気持ちや思

いは、専門家ではなくユーザーであるあなたの中にあるものだ。合理性と感

性の間を行き来しつつ、明日のワークプレイスづくりを考えていきたい。

JFMA理事

大西 正修
おおにし まさのぶ	

清水建設株式会社 
執行役員 設計本部副本部長

PERSONAL

先週ボストンにある大学を訪ねてきまし

た。その時の印象に触発されて本文を

書きました。ボストンではマイナス気温

でできなかったけれど、見知らぬ街を

歩き回ることが好きです。

PERSONAL

趣味はゴルフと料理。腕前は今ひと

つですが、「とにかく楽しく」をモットー

にしています。

JFMA理事

寺島 剛紀
てらじま よしのり	

大星ビル管理株式会社
代表取締役社長
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オフィスビルの開発運営で
FMの進化に貢献したい
　当社のホームグラウンド「渋谷」では、近隣エリアを含む「広域渋谷圏」

を重点拠点として、広がりのある街づくりを進めている。

　なかでも、渋谷駅周辺地区においては、100年に一度と言われる再開発

事業が推進されており、世界を牽引する新しいビジネスやカルチャーを発

信するステージとして、国内外からの多くの来街者を惹きつける街へ生ま

れ変わり、大企業向けのオフィススペース供給だけでなく、起業したばか

りのベンチャー企業や個人で活動するクリエーターが仕事をできるような

ワークスペースやシェアオフィスも供給する。

　昨今の企業においては、さらなるイノベーション力を強化していくため、

オフィスを飛び越えた顧客や社会との接点も含めた企業活動を行う場とし

ての新しいワークプレイスのあり方が求められており、われわれもそうし

た入居企業の抱える多様なニーズに的確に対応し、単なる「ワークプレイス

の提供」から、新しい「ワークスタイルの提案」、さらには「多用なワークス

タイルのサポート」へと進化して行く必要があると実感している。

　引き続き、働く人すべてが笑顔で、ポテンシャルを最大限発揮できるよ

うなオフィスビルを開発運営することで、FMのさらなる進化に貢献したい。

FMを通してサステナブル社会の実現に貢献したい
　現代社会は少子高齢化、エネルギー問題、災害リスクの増大、社会のイ

ンフラの老朽化などさまざまな社会的問題が顕在化している。社会は企業

に対して、こうした問題を解決することを期待している。このような状況

を受け、弊社では「竹中グループ CSRビジョン」として「私たち竹中グルー

プはステークホルダーとの対話を深め、その想いを『まちづくり』を通して

かたちにし、未来のサステナブル社会へつないでいきます。」を制定した。

これは、FM領域にも直結する内容を多く含むものであり、これからの社会

に FMが極めて重要であることを明示している。

　弊社が本格的に FMへの取り組みを全社的に開始したのは 1990年に FM

推進室を設置したときである。その後、幾多の変遷を経て現在は FM本部

となり、全社の FM領域を統制している。私はそれより以前から、約 30年

にわたり FM分野の業務に携わってきた。その多くは最前線の現場で、営業・

調査・提案・計画・見積・施工・メンテナンス等と幅広い FM業務を現地現物

で実践してきた。これは現在の私にとって大きな誇りであり、財産である。

今後はこの経験をさらに進化させ、社会のニーズであるサステナブル社会

の実現に FMを通して微力ではあるが貢献していきたい。

PERSONAL

昨年春寒の頃より単身赴任が始まっ

た。木工家具作りが減り、読書が増え

た。『坂の上の雲』を読み返し、先人

の偉大さを想う盛夏であった。

PERSONAL

最近は、お付合いゴルフで休日の自由時間

が減るなか、気軽にできるジョギング、ジム、

水泳を楽しんでおります。

今年は自由時間を増やし、最近御無沙汰し

ているフルマラソンへの再チャレンジ、オ

リンピック競技に選ばれた九十九里での

サーフィンの回数を増やしたいと思います。

JFMA理事

道永  剛
みちなが つよし	

株式会社竹中工務店
FM本部長

JFMA理事

横山 修三
よこやま しゅうぞう

	
東急不動産株式会社 
都市事業ユニット 渋谷プロジェクト推進本部
執行役員 本部長
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花の建築から「未来を育てる保全」へ
　昔から建築業界の言葉に「花の建築涙の保全」ということを耳にすること

がある。新しく建設されるものについては予算がそれなりに組まれるが、施

設の維持管理運営に関しては、予算や経費は削られる傾向にある。この弊

害が出た事故の事例は最近出てきている。

　政府が発表した未来投資戦略 2018「Society5.0」によると「データ駆動

型社会への変革」には、次世代インフラ・メンテナンス・システム /PPP・

PFI 手法の導入の加味、建築から維持管理のプロセス全体の 3 次元データ

化、設備メンテナンスの劇的改善、質の抜本的向上等が記載されている。

　施設管理において、設計・施工・維持管理の各段階において BIM の

活用、予防保全による AI 活用等による「保全技術のデジタル化」が必要

とされる。またメンテナンスの効率化、社会資本としてのメンテナンスのイ

ノベーション、新技術の創造等未来に向けての技術、サービス、新しいア

イディア等を造り出しお客さまに施設管理運営の未来のあるべき姿を提案

し、お客さまの施設の事業運営・事業創造のリレーション役として「施設

の未来を育てる保全」として「創造力やイノベーションを生み出せる FM

企業をめざしている」。長年ビルメンテナンス業務で培った経験を生かし、

より良きファシリティパートナーとして、今後も FM 発展のため JFMA の会

員として活動していきたい。

JFMAとGerontechnology
　超高齢社会における課題の解決方法を学部・学科横断で学ぶプログラ

ムを工学院大学（東京・新宿）は 2019 年 4 月に新設する予定です。ま

た、「共生工学研究センター : Gerontechnology Reserch Center」（仮称）

も八王子キャンパスに設けて、研究の拠点にします。

　Gerontechnology（ジェロンテクノロジー）は Gerontology ( ジェロン

トロジー：老年学）の一分野ですが、日本語では「共生工学」と命名し

ました。これからの超高齢社会は、高齢者だけでなく異なる世代や身体

的能力が異なる人々誰もが快適で豊かな生活を営むことができる社会、

すなわち「共生社会」の実現をめざすべきです。そのためには複数分野

にまたがる多様な課題を解決するために多分野融合型の工学技術が必要

となります。これは FM の視点に通じます。

　具体的には、ICT や IoT を活用したシステムやロボット技術、高齢者

を対象にした食品や医薬品の開発、そしてまちづくりなど、先進工学・

工学・建築・情報の 4 学部の研究の強みを生かし、JFMA の会員企業と

の連携を視野に入れて、建築学だけでなく幅広い視点からスマートシ

ティーの推進につなげますので、ご意見・ご協力を期待しております。

JFMA理事

長澤  泰
ながさわ やすし	

東京大学名誉教授
工学院大学特任教授・名誉教授

JFMA ISO/TC267/FM国内専門委員会委員長

PERSONAL

若い頃から「飲酒」を趣味にしてきま

したが、齢を重ねましたので、いよ

いよ「節酒」に努めます。

PERSONAL

趣味は旅行・テニス。

食べ歩きも大好きで、味はもちろん

ですが、居心地の良い店に出会うと

感激します。

JFMA理事

八木 秀記
やぎ ひでき	

東京美装興業株式会社
代表取締役社長
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「働き方改革」はFMを広げるチャンス

　当社刊行の日経ビジネス人文庫に『価格でわかる日本経済』という本

がある。さまざまな商品やサービスの価格、その価格が決まる背景にあ

る物語を紹介している本だが、物語をひもとけば経済や社会の変化が見

えてくる。例えば「働き方改革」の影響はどうか。オフィス家具は都心の

大型オフィスビルの相次ぐ完成で、高機能商品に人気が出て価格も上昇

中だという。新オフィスでのフリーアドレスや簡単にレイアウト変更で

きる会議室など「働き方改革」に対応した商品が必要となっているわけだ

が、話はここで終わらない。新オフィスで不要になった家具の多くが中

古市場に流れ、需給関係で中古家具の価格は当然、下がり気味になって

いるかと思うと、どうも違うという。むしろ中古市場の価格は上昇気味。

中古オフィス家具は主に中堅・中小企業が買い手だが、売れ筋商品はフ

リーアドレス向けの椅子などここでも「働き方改革」に対応したもので、

これらの商品はまだ十分には中古市場に出てないため価格は上昇傾向に

あるという。｢働き方改革｣ が中堅・中小企業まで急速広がっていること

がオフィス家具の価格の動きからうかがわれる。「働き方改革」と FMと

の密接な関係は言うまでもない。「働き改革」はいよいよ本番を迎える。

FMの大切さを中堅・中小企業、そして社会全体にこれまで以上に広げる

チャンスだろう。

PERSONAL

少しは練習しなければと思っているゴルフだが、

生来の怠け癖で毎回のようにぶっつけ本番が続

いている。それでも何回かに一回はそれなりの

スコア（具体的な数字は個人情報ですので…）で

上がれるようになってきた。そして、その度に「仕

事はそうはいかないぞ！」と思う。ゴルフと違って

仕事にはラッキーショットはないと再確認する

のが、ぶっつけ本番の唯一の効用かもしれない。

JFMA理事

中谷 憲一郎
なかたに けんいちろう	

株式会社日建設計 執行役員
プロジェクトマネジメントグループ代表

JFMA理事

金子  豊
かねこ ゆたか

	
株式会社日本経済新聞出版社
代表取締役社長

JFMAを起点とした統合的な革新を期待
　先日、中国の行政機関の方と、中国における建築生産品質をどのように

向上させるべきかを議論しました。その中で、両者で一致したことは、中

国においては、設計者は工事の発注までは関わるが、工事段階の関与が希

薄であり、工事監理は第 3 者が行うため、工事を通しての設計へのフィー

ドバックが機能しないことが大きな問題である点でした。

　翻って、日本において考えると、確かに建築の設計から竣工までは、設

計者が関与することが多いですし、施工者も竣工後の修繕工事等などでも

活躍されており、上記の弊害はあまり生じておりません。しかしながら、

自動車や生産機械などの他産業が生産から運用まで一体的なシステムを構

築していく中では、建設・不動産業は非常に分業化されており、垂直統合

型の PDCA の構築が難しい産業となっています。

　建設・不動産関連業界の人手不足の中、建物の運用段階における省力化

は喫緊の課題となりつつあり、また、IoT 技術やロボットの活用により建

物の運用や利用に革新が起きる可能性を秘めながらも、なかなか旧来の殻

を破れない一つの理由はそこに在るかと思われます。

　このような中で JFMA では、建物の発注者から設計・施工・運用までの

幅広い関係者がおり、ここを起点に統合的な革新が起こせる可能性は十分

にあるかと期待しております。

PERSONAL

先日、食事の席で、相席の社内関係者

がトライアスロンの猛者と知り、昔つら

い練習をしたことを思い出しました。最

近は全くの運動不足で、そろそろランニ

ングでもと思いのみを巡らす日々です。
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激変する世界とファシリティマネジメント
　最近の世界の動きを見るにつけ、その底流でとてつもない変化の胎動

を感じます。非人間的な独裁政治や世界大戦、また大恐慌、伝染病など

を克服した 20 世紀は、民主主義、資本主義、科学こそが明るい未来を

約束するかの夢を抱かせてくれましたが、ここにきて新たなナショナリズ

ム、富の偏在、遺伝子操作など生命倫理の危機も顕在化し、真、善の判

断規範、パラダイムにも大きな変化が現れ始めたように思えます。大上段

に構えた話はともかくも、経営や FM に携わる者にとって、日々の業務に

おいて本質を見極めながら進めることが従来に増して重要になってきたと

思っています。

　特に IoT や AI の劇的な進化、例えばそれらにより誕生した、e コマー

スやシェアリングエコノミー、フィンテックなど消費・生産構造、金融の革

命的変化、また AI による定型業務の駆逐等々、従来のビジネスモデルだ

けでは通用しない様相です。そこでは、「人間」でなければできない創造

性や判断力の重要性が再認識されるとともに、自社内のソースだけでは賄

いきれなくなり、パートナーやスペシャリストを求め、さまざまな形での協

業が猛烈なスピードで進み始めています。

　経験したことがない時代を迎え、真に人間的で創造的な、また健康的

な働き方・場創りの実践が求められているのです。

ニューヨークで一番有名な日本人は誰？
　「一番有名な日本人は誰？」ニューヨークで 1000 人に聞いたら、建築家

で一位は谷口吉生氏だったという。何故か。それは氏が人気の高い MoMA

（ニューヨーク近代美術館）の設計者だからである。MoMA は、1929 年に

篤志家の女性 3 人により創設されて以来、多くの資産家や名士が寄付などで

支える民間の財団として運営されてきた。有名建築家による増改築を何回か

重ねた後、1997 年に谷口氏が指名コンペによって最新の増改築の設計者に

選ばれ、2004 年に工事が完了した。美術館は展示部分のみならず、学芸員

や運営側のオフィスや収蔵庫など裏方も非常に大事だ。しかもMoMAの場合、

絵画・彫刻だけでなく、建築・工芸・工業製品・映像メディアなども展示収

蔵の対象であり、図書館や映写室など学習・体験の諸室、そしてカフェ・レ

ストランなど多岐にわたるものがある。それらの配置や動線の処理だけでな

く、時間による変化、時代による成長なども見越した FM 的視点で優れた計

画・運営が行われて初めて、現在のような異常ともいえるレベルの訪問者数

を無事に受け入れられるに違いない。ちなみに、谷口氏がコンペで選ばれた

最大の理由は、MoMA の関係者と今後の MoMA のあり方のコンセプトが最

も合致していたからであるといわれている。その中には空間のつながり、配

置と動線と運営、変化と成長などについての考え方が含まれている。すなわ

ち FM 的視点がカギだったといえるかもしれない。

JFMA理事

六鹿 正治
ろくしか まさはる	

株式会社日本設計 最高顧問
公益社団法人日本建築家協会会長

PERSONAL

外国の建築家協会の大会に参加する

機会が時々ある。日程と開催地が何

年か先まで公表される国がある一方、

直前まで流動的で予定調整が困難な

国もある。朝から晩まで一カ所です

む大会、町中走り回らねばならない

大会など多彩である。

PERSONAL

某大学の一般講座で「建築入門」を

担当することになりました。アカデミ

ズムとは無縁と固辞するも、実務経

験に基づく話をとのことでスタート。

建築史など再勉強で大わらわでした

が、作る側ではなく使う側の視点（FM

的）からのシラバスとし、ようやく 2

年目を迎えました。

JFMA理事

米川 清水
よねかわ しみず	

日本メックス株式会社 相談役
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期待に応えるべく一層の努力を
　わが国には資産額で 2,300 兆円に達する不動産が存在し、その約半数

の 1,000 兆円超は民間企業や自治体などの法人が所有しています。これ

らの不動産は時代とともに大きな変革点に差し掛かっています。企業の

戦略的な不動産戦略（CRE 戦略）は企業全体の経営戦略の重要な柱となっ

ており高度化しています。不動産証券化なども進展し不動産投資分野も

大きく様変わりしています。地域や地方行政を支える公共施設もさらな

る効率性や有効活用が求められています。弊社はこれらのニーズに対応

すべく創業された IT 企業です。官民の不動産管理やファシリティマネジ

メントを支援する IT ツールを提供しており、現在、日本全国約 260 社

の企業と約 100 の自治体等にご利用いただいています。また、一連の業

績や今後の成長性などご評価いただき、おかげさまをもちまして 2018

年 6 月には東京証券取引所マザーズ市場に上場いたしました。これも一

重にユーザ、株主ならびに弊社社員を含むすべてのステークホルダーの

皆さまのおかげであると実感しております。今後も皆さまや社会の期待

に応えるべく一層努力していきたいと考えております。当協会では FM

戦略推進委員会の委員長を務めさせていただいており、経営者としての

経験が一助になればと考えております。

FMを一段進めて、
人の幸せやハピネスにつながる活動を
　先日の JFMA 理事会が終わって後、個人的な発言として、「FM についても、

文化的な成熟というか、人の幸せやハピネスにつながる面が重視されてよい」

と述べた。その真意について、この場を借りて補足しておきたい。まずは、そ

の背景から。

　今の日本の企業や社会は、閉塞感に充ちているように思う。ギスギスしてい

るし、停滞しており、不祥事は数多く、幸せそうには見えない。　

　FM の目的は、「社会」「組織」「人」の 3 つに整理されているが、「人」へ

の貢献をさらに高める活動こそがこれからの日本企業のＦＭに求められている

と考えている。企業＝組織と、そこで働く人との関係がギクシャクしているなか

で、FM の担当する部分だけですべてが解決するとは思わない。しかし、徹底

して人に寄り添う場つくり、人を大切にするワークプレイスづくりを担うFM の果

たす役割は、けっして小さくはない。テレワーク、コワーキング、AI・RPA の導

入など、働き方とワークプレイスの未来はこれからも変貌し、多様化を続けるだ

ろう。その過程では、時に「非人間的な」「悲しくなるような」「ブラックな」施

策や処遇が、現れることもあろう。そういう時こそ、大事にされていると思って

もらえる、ぶれない場づくりを心がけるファシリティマネジャーの「人間第一」

の活動が、必要なのだと考えている。

PERSONAL

今年の 1月末に病を得た。今は、80％程

度回復したが、まだ不自由な面が多々あ

る。おかげで考える時間は増えたはずだが、

いっこうに「よい考え」が浮かばない。どう

やら、脳を元気にするには体が元気になる

必要があるらしい。

PERSONAL

登山と料理が趣味。百名山は半分くら

い登頂しています。登山で経験した料

理は地上でも活躍、週末は朝食から夕

食まで腕を振るっています。

JFMA理事

松成 和夫
まつなり かずお	

プロコード・コンサルティング

代表

JFMA理事

板谷 敏正
いたや としまさ

	
プロパティデータバンク株式会社
代表取締役社長
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働き方改革とグローバルFM
　働き方改革という取り組みは日本だけではない。WorkTechという英

国発の研究会があるが、毎年世界の十数都市で、働き方改革の現状を

事例発表している。ただ、日本ほど少子高齢化で労働人口が減る国はな

く、イノベーション経営への転換が強く求められている。人が減る代わり

に、生産性を支える技術、例えば、AI、IoT、VRや RPA（ロボットによ

る業務自動化）なども次のテーマだろう。

　この流れの中、2018年は FMのグローバル化が急速に進んだ年でも

あった。ISO FM (41000シリーズ )が発行され、管理運営の仕組みや要

件が国際標準になった。これにより、FMビジネス関係者がグローバルに

活躍できるようになった。

　私は 2012年に始まった ISO FM TC267の FM専門委員として、5年間に

わたり国際会議で日本的 FMを議論してきた。同時に、2018年 1月に出版さ

れた『公式ガイド ファシリティマネジメント』の編集座長として 2年間にわた

り教科書の編纂に携わった。一貫して、国際標準に合わせた FM体系の再編

と先進の FM知識充足に努めてきた。そして、2018年から 2年間 EuroFM（欧

州 FM）ネットワークの日本大使に選ばれ、世界の FM関係者と今も情報交

換を続けている。間違いなく、日本の FMビジネスにおいて、グローバル化

とダイバーシティは最大の課題となるだろう。

創造的イノベーションのためにあらゆる分野にFMを
　1964 年、前回東京オリンピックの年に日本の人口は約 9,700 万人でし

た。それから半世紀。日本の人口は約 1 億 2,700 万人で、約 3,000 万人

の人口増加がありました。日本は驚異的な高度経済成長を遂げ、世界に冠

たる近代国家を創造しました。そして、そのインフラストラクチャーの多

くは 1960 年代から建設されたものでした。すでに、50 年の歳月を経た

インフラが数多く存在するのです。人間もそうですが、50 年も経てばあ

ちこちガタがくるものです。これから 2050 年にかけて未曾有の少子高齢

化が進み、甚だしい財政赤字に直面する日本が、これまでのようなインフ

ラ整備を続けることも、無計画な都市計画や公共建築の推進をする余裕な

どまったくないことは明らかです。

　しかも、日本のイノベーション能力は 2000 年をピークに年々減衰し、

先進諸国にあって日本だけが 20 年間の停滞を余儀なくされているのです。

いまの日本にとって本当に必要なのは、創造的なイノベーション活動に

よって、経済の高度化と高い付加価値を生み出し続けることです。しかし、

日本企業や官公庁のオフィス構造や労働空間は、これまた 50 年も前に基

本設計されたキャッチアップ型もので、とっくに賞味期限の切れたものな

のです。

　FM は 21 世紀日本の最優先課題です。

JFMA理事

米倉 誠一郎
よねくら せいいちろう	

法政大学大学院 教授　一橋大学 特任教授

PERSONAL

法政大学・一橋大学で教鞭をとる傍ら、六本木

アカデミーヒルズで社会人とともに日本の未来を

創る「日本元気塾」を主宰。また、南アフリカの

プレトリア大学日本研究センター顧問や途上国

で遠隔教育を進める NPO 法人 e-Education でア

ドバイザーを務め、BOP ビジネスを支援。テレ

ビ東京の未来世紀ジパングの沸騰ナビゲーター

として、世界で活躍する日本人を紹介しています。

趣味はロックンロール。

PERSONAL

最近、リゾートオフィスを構築中。ゴ

ルフ、アートと山歩きを楽しむために、

DIYで挑戦しています。

JFMA理事

松岡 利昌
まつおか としあき	

株式会社松岡総合研究所 代表取締役
日本オフィス学会会長
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日本が都市のあり方をリードする存在に

　現在、都市には世界の過半の人が暮らし、2050 年には三分の二以上

が暮らすといわれている。世界最大のメガシティである東京では、2025

年に人口はピークを迎え、さらに高齢化率も進むと予想されている。そ

のような中、今後より重要になるのが、世界中から多様で優秀な人材が

集まり、活躍できる「場」をいかに用意していくことである。人材が活

発に交流し、新たな結合が生まれ、イノベーションを創出する、そのよ

うなサイクルが生まれる場（＝オフィス）の創造において、ファシリティ

マネジメントの力は大いに期待され、今後ますますその真価が問われて

いくだろう。

　これまで JFMA は約 30 年にわたり、調査研究、セミナー、JFMA 賞な

どの取り組みによって、日本ではなじみの薄かったファシリティマネジ

メントの概念を普及させ、重要性を発信してきた。今後は日本が直面す

る課題に対する一つのソリューションとして、ファシリティマネジメン

トの考え方が世の中に浸透していくことを期待するとともに、森ビルと

してもその活動を積極的に支援していきたい。そして、課題先進国と言

われる日本が世界の手本となり、都市のあり方をリードする存在になれ

ると私は期待している。

高まるJFMAの社会的意義
　2020年の東京オリンピック・パラリンピックは、成熟国家における新た

な発展のかたちを世界に示す好機である。さまざまな国籍や価値観といっ

た「違い」を「個性」「多様性」として積極的に社会の発展に生かすこともそ

の一つであろう。

　叫ばれて久しい働き方変革においても多様性はキーワードである。時間

削減などの課題解決のための多様化から、多様な人材の交流や非日常の場

がもたらすイノベーションなど、成長・発展の鍵としても位置付けられたこ

とで、働き方変革はより広範な経営課題に対するものとして定着している。

　ワークプレイスが果たす役割も飛躍的に高まっている。日進月歩のファ

シリティによって、ソリューションの可能性は大きく広がってきた。当社

は、シェアオフィスである「WORK STYLING」を全国 30か所以上の拠点で

展開しているが、目的や業務シーンに応じて、固定オフィスも含めたファ

シリティを上手く使い分け、社員の能力発揮に取り組む事例が多くなった

と実感している。

　FMの手法は今後さらに変化・多様化していくものと思われる。ファシリ

ティマネジャーの重要性と相まって、その育成を支える当協会の社会的意

義もますます高まる中、ＪＦＭＡ理事として、ＦＭの進化ならびに業界の

発展に微力ながら貢献していきたい。

PERSONAL

学生時代はラグビーひと筋。今年、日

本で開催されるラグビーワールドカッ

プを楽しみにしています。

PERSONAL

コワーキングスペースやシェアオフィスの需要

が高まりを見せ、日本の不動産マーケットに

おいてもその存在感はますます大きくなりつ

つある。多様化する社会、そして既存とは大

きく異なる価値観を持つと言われるミレニアル

世代の消費動向を素早くつかめるようアンテ

ナ感度を高めていきたい。

JFMA理事

細田 恭祐
ほそだ きょうすけ	

三井不動産株式会社
ビルディング本部 法人営業統括二部長

JFMA理事

森  浩生
もり ひろお	

森ビル株式会社
取締役 副社長 執行役員
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ファシリティマネジメントの未来
　近年、その進歩に著しいものがある AI（人工知能）について触れてみ

ることとしたい。

　AI と人間との関係でいえば、すぐに思いつくのが、知的ゲームである。

比較的局面が単純といわれるチェスでは、すでに 20 年程前に人間は機

械にかなわなくなったようであるが、ついに将棋でも、プロが歯も立た

ない時代が訪れている。それどころか、さらに複雑といわれる囲碁でも、

AI は人間の世界チャンピオンを倒している。

　幅広い視野と経験に裏打ちされた勝負勘が欠かせず、当分、人間の天

下が続くと思われていた将棋や囲碁における結果をみると、同じような

資質が必要とされる経営の世界はどうであろうかと考えてしまう。まさ

に、われわれは試練の時を迎えつつあるのかも知れない。

　ビジネスの現場では、金融工学に基づいたプログラムに支配されて相

場がふりまわされるという現象が指摘されているところであり、上手に

情報機器と付き合うことは、極めて重要な課題となっている。

　ファシリティマネジメントにおいても、最後に決めるのは人間である

というところに安住することなく、機械との折り合いをうまくつけなが

ら、施設の戦略的な活用を図っていくという姿勢が求められるようにな

る日はそう遠くないのではないかと思っているこの頃である。

JFMA会員はSDGsに率先して取り組むべき
　皆さん、持続可能な開発目標 “SDGs”をご存知ですか？

　襟元に写真のようなバッチをつけている人を最近見かけることも多くなりま

したね。

　2015年 9月国連総会で全会一致で採択された、地球環境、人々の生活、

経済活動などを持続可能とするために取り組むべき目標です。

　国を挙げて、そして企業、大学、自治体、各種団体・・・積極的な活動が

始まりつつあります。

　私の属する事業部では、目標の中の「13.気候変動に具体的な対策を」を

中心に “脱炭素化 ”についての自らの実践とお客さまへのお手伝いを事業とし

て展開しております。

　SDGs、先日の理事会でも提案させていただきましたが、日本のさまざまな

インフラを支える JFMA会員の皆さまにあっては、率先して取り組むべきテー

マだと確信しております。

　日本の、そして世界の未来のために・・・。

JFMA理事

染川 聡一郎
そめかわ そういちろう	

リコージャパン株式会社 
顧問  社会インフラ事業部

JFMA理事

田中  淳
たなか あつし	

公益社団法人 
ロングライフビル推進協会（BELCA） 
専務理事

PERSONAL

上手くならないなりにゴルフを楽しん

でいます。

以前は海外旅行によく出かけていた

のですが、最近はめっきり少なくなり

年に１、2回程度。

このところベトナムにはまっています。

PERSONAL

趣味に関する保有資格（一級建築士等の業務資
格は除く）を取得順に記して、自己紹介に代えた
いと思います。
①エレクトーン演奏グレード 6級：学生時代に取
得しました。
②将棋三段：これも若い頃に免状をいただきま
した。
③仏語検定準 1 級：6年程前に取得したものです。

SDGsに率先して取り組むべく

ピンバッチをつける
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「ファシリティマネジメント」の定着のために活動したい
　ファシリティマネジメントという言葉は、当協会関係者の間では鮮明

なイメージが共有されているが、一般社会においてどれだけ浸透してい

るのだろうか。「施設管理」だとあまりに狭義で、「保有管理するすべて

の施設を効果的に活用するために必要な経営的視点に立ったあらゆるマ

ネジメント」だと日常会話にのりにくい。

　さらに長いカタカナなので略語の形が多く、類似の AM、PM、BMも含

め FMと並んでいると、年配の上級管理者からは「略さないで日本語で記

載せよ」というリクエストを受けることもある。定義がまちまちだと同

じ土俵で話ができないし、言葉の裏に非常に高度なマネジメントの話が

あることに気づかれにくく、歯がゆい思いもある。

　その一方では、当協会に関係するさまざまな方のご尽力により、ファ

シリティマネジメントは日本語訳も「ファシリティマネジメント」といえ

る感じになり始めている。諸先輩の大いなる貢献に比べられるものでは

ないが、私も日本語訳「ファシリティマネジメント」の定着のために微力

ながら、活動していきたいと思う。

JFMA監事

秋元 茂樹
あきもと しげき	

東京ガス都市開発株式会社
代表取締役社長

JFMA監事

野村 春紀
のむら はるき	

日比谷総合設備株式会社
相談役

PERSONAL

血液検査でお叱りを受けても半年以

上自由を謳歌し、残りの数カ月でスト

イックにシェイプアップを心がけるサ

イクルだが、ストイックな月に突入す

るのが年々遅くなっており、自制心の

弱さに反省しきり。

PERSONAL

「江戸検定」取得後、世界の歴史・

文化にも関心が向き、「世界遺産」に

関し検定挑戦や書籍・映像等で旅の

気分を楽しむ昨今です。

設備工事会社の建築ストックへの取り組み
　近年、建築設備の重要度が増す中、施設の長寿命化ニーズが高まり、弊社

も加盟する日本空調衛生工事業協会の中期ビジョンでは「リニューアル市場の

積極的な開拓」を掲げ、業界をあげて建築ストックへの設備リニューアルに取

り組んでいる。

　弊社でもかねてより業界に先駆け 3Dスキャナー活用による効率的な現況把

握システムや独自の劣化・エネルギー診断システム等による省エネ・LCC最適

化等の提案を進めてきた。これらにより、生産ラインの省エネ実現や補助金活

用で設備の高効率化更新をした事例も数々みられる。

　しかし、提案を感謝されるだけで終わる例も少なくない。オーナー側も、LCC

最適化や省エネ等の重要性は理解しつつも、施設の利活用計画や耐震等緊急

性の高い項目との整合が図れないと、なかなか踏み切れないのが実情であろう。

　改めて、私共は設備技術に加え幅広い FM的視野を備え、オーナー側との

川上からの方向感合わせや、合理的な設備更新計画が省エネ・コストダウン・

長寿命化につながりオーナー自身のメリットが大きいといった概念定着に向け

た活動も一層必要であると感じている。

　これまでの経験をふまえ、低炭素化の機運も追い風に建築ストックへの取り

組みを一層推進したいし、JFMAのファシリティマネジャー育成支援や FM概念

のさらなる世の中への広がりに向けた啓もう活動にも期待するところである。
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“第四次産業革命”＊とファシリティマネジメント（FM）
　ここ数年のことだが、朝の通勤電車の乗客は、大多数の人はスマート

フォンを見ており、新聞を読んでいる人、週刊誌や漫画雑誌を読んでい

る人はほとんど見かけなくなった。

　紙媒体の新聞や漫画雑誌の発行部数は、近年、大きく減少しており、

印刷産業の従業員数も同様に大きく減少しているとのことである。印刷

産業だけでなく、産業全体がデジタル化や電子化、インターネット、ス

マートフォンなどの爆発的な普及により気が付かないうちに変化してい

る。さらに、IoT、AI、ロボット、自動運転車など、ICTと連動した先端

技術が複合的に利用されはじめ、社会全体にかつてない変革が生じはじ

めている。この変革を、クラウス・シュワブは “第四次産業革命 ”と呼び、

私たちはその入口におり、公益的に活用するには何ができるかと提起し

ている＊。

　JFMA は、企業や組織の枠を超えて施設や環境、働き方などに FM を通し

て社会へ広く貢献できるよう普及拡大に取り組んでいることから、この “ 第四

次産業革命 ” で生じる社会のさまざまな変化や影響について、FM を実践す

ることで、長期的に社会のより良い変化をもたらす一助となると考えている。

＊ 『第四次産業革命－ダボス会議が予測する未來』：クラウス・シュワブ著
   （日本経済新聞出版社 2016年10月）

社会に役立つFM
　ファシリティマネジメント（FM）の目的は、人・組織・社会を幸福に導くこと

である。理事の皆さまから、その中で特に「社会に役立つ FM」にポイントを

絞り活動をしてみてはとのアドバイスをいただき、調査研究委員会（似内志朗

委員長）にタスクフォースを作り、2017年秋には「健康経営シンポジウム」（全

5回）、2018年秋には「公共インフラマネジメントシンポジウム」（全 4回）を

開催し、さまざまな情報を発信した。その中で FMの広がりを感じるとともに、

さまざまな連携の必要性を感じた。

　2018年 1月には、FMの教科書『公式ガイド ファシリティマネジメント』（松

岡利昌編集座長）を刊行し、4月には FMの国際基準 ISO 41001が発行された。

公式ガイドは、60回以上の打合せと 4回の合宿により完成し、ISOも当協会が

日本の事務局（長澤泰委員長）となり、日本の FMを発信し、公式ガイドと整

合性もとれた。

　このようにグローバル化し広がる FMと急速に進化する技術の中で、変化を

つかみ、自分の立ち位置、やるべきことを明確にして進めることが、今求めら

れている。FMの未来という大海原に向かうが、JFMAの航海は、理事、会員

の皆さまの熱き思いに支えられている。そして一緒に航海できることを何より

幸せに思う。

JFMA専務理事

成田 一郎
なりた いちろう	

公益社団法人

日本ファシリティマネジメント協会

JFMA常務理事

村尾 幸彦
むらお ゆきひこ	

公益社団法人

日本ファシリティマネジメント協会

PERSONAL

60歳にして30年ぶりでスキーを再開して、早10

年。とても一級の滑りはできないが、自然と戯

れて、ゆっくりと新雪を滑る満足感は何とも言

えない。そして時々のDIY。好きなデザインで

寸法が自由になるところがDIYのいいところ。こ

れも一級とはいかないが、出来上がると何とも

言えない満足感。何事も楽しめば、資格（□）の

有無にかかわらず、まる（○）く収まります！？

PERSONAL

先日、江戸東京たてもの園を見学しました。

江戸末期から昭和初めごろに建築され、昭

和の終わりごろまで東京に残っていた歴史

的価値の高い木造建築が移築されていま

す。人の手による丁寧で温かみのあるモノ

づくりと、それらが大切に使用されてきた

ことがうかがえ、感銘を受けました。
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注) 記載順序: 会長、副会長、理事及び監事の順、及び「担当職務・現職」の50音順

平成30年度 公益社団法人日本ファシリティマネジメント協会 役員一覧

会　  長 山田　匡通 非常勤 株式会社イトーキ  代表取締役会長

副 会 長 牧　 貞 夫 〃 NTT 都市開発株式会社  相談役

〃 大井 清一郎 〃 ＪＲ東日本ビルテック株式会社  相談役

〃 村田　誉之 〃 大成建設株式会社  代表取締役社長

〃 岩崎　芳史 〃 日本郵政株式会社  代表執行役副社長

〃 西 貝　 昇 〃 三菱地所株式会社  取締役 執行役常務

専務理事 成田　一郎 常　勤 公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会  専務理事

常務理事 村尾　幸彦 〃 公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会  常務理事

理        事 中山　一平 非常勤 イオンディライト株式会社  取締役会長

〃 大久保　 昇 〃 株式会社内田洋行  代表取締役社長　

〃 黒田　長裕 〃 株式会社NTTファシリティーズ  代表取締役副社長

〃 賀持　剛一 〃 株式会社大林組 執行役員  設計本部長

〃 中村　雅行 〃 株式会社オカムラ  代表取締役社長

〃 井田　卓造 〃 鹿島建設株式会社  建築設計本部 技師長

〃 黒田　章裕 〃 コクヨ株式会社  代表取締役会長

〃 大西　正修 〃 清水建設株式会社  執行役員  建築総本部  設計本部  副本部長 

〃 寺島　剛紀 〃 大星ビル管理株式会社  代表取締役社長　

〃 道 永　 剛 〃 株式会社竹中工務店  FM本部長

〃 横山　修三 〃 東急不動産株式会社  都市事業ユニット 渋谷プロジェクト推進本部  執行役員 本部長

〃 長 澤　 泰 〃 東京大学 名誉教授  工学院大学特任教授・名誉教授

〃 八木　秀記 〃 東京美装興業株式会社  代表取締役社長

〃 中谷 憲一郎 〃 株式会社日建設計  執行役員  プロジェクトマネジメントグループ代表

〃 金 子　 豊 〃 株式会社日本経済新聞出版社  代表取締役社長

〃 六鹿　正治 〃 株式会社日本設計  最高顧問

〃 米川　清水 〃 日本メックス株式会社  相談役

〃 木下　達司 〃 一般社団法人ニューオフィス推進協会  専務理事・事務局長

〃 松成　和夫 〃 プロコード・コンサルティング 代表

〃 板谷　敏正 〃 プロパティデータバンク株式会社  代表取締役社長

〃 米倉 誠一郎 〃 法政大学大学院 教授　一橋大学 特任教授

〃 松岡　利昌 〃 株式会社松岡総合研究所  代表取締役

〃 細田　恭祐 〃 三井不動産株式会社  ビルディング本部 法人営業統括二部長 

〃 森　 浩 生 〃 森ビル株式会社  取締役副社長 執行役員

〃 染川 聡一郎 〃 リコージャパン株式会社  顧問  社会インフラ事業部 　　　　　　　　　　　

〃 田 中　 淳 〃 公益社団法人ロングライフビル推進協会  専務理事

監　事 秋元　茂樹 〃 東京ガス都市開発株式会社  代表取締役社長

〃 野村　春紀 〃 日比谷総合設備株式会社  相談役

平成30年11月1日現在
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JFMAが主催するイベントのご案内です。

参加ご希望の方は、JFMAホームぺージ（セミナー一覧）よりお申し込みください。
http://www.jfma.or.jp/seminar/index.html
なお、タイトルや講師、日程等、変更になる場合があります。お申し込みの際は、ホームページにて最新情報をご確認ください。
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83              WINTER ● 2019 　JFMA JOURNAL

JFMA 事務局

開催日・期日 セミナー・イベント 会　場 CFMJ 資格登録更新講習
B 方式ポイント 掲載頁

1/30 ウィークリーセミナー[WS0564]
「2020年に向けた東京都心部賃貸オフィス市場の動向と展望　
－広がるサードプレイスオフィスの選択肢－」

JFMA 会議室 2 ポイント

P84

2/20-22 第13回 日本ファシリティマネジメント大会
ファシリティマネジメントフォーラム 2019

・テーマ：For the Future! 
FM の未来  新たな価値を求めて
時代が変わる
人・組織・社会を支えるファシリティマネジメント

・基調講演、特別講演など 80 件以上のセミナー
・展示会出展企業 25 件以上 (2/21-22)

タワーホール船堀
（東京都江戸川区）

3 ポイント / 大会

P04

5/14・21・23・27 初級 FM 財務評価手法セミナー
・募集人数 36 名
・講師　FM 財務評価手法研究部会 部会長ほか

JFMA 会議室（予定） 5 ポイント /4 日間 P85

７/14 2019 年度 認定ファシリティマネジャー資格試験 札 幌、 仙 台、 東 京、
金沢、名古屋、大阪、
広島、高松、福岡

― P84

8/2 初級 FM スクール（2019 年度 第 1 回） JFMA 会議室（予定） 3 ポイント ―

8/3 ～ 9/18 2019 年度 認定ファシリティマネジャー資格更新登録の申し込み ― ― ―

8/23・24・30・31
9/6・7 FM サマースクール JFMA 会議室（予定） 18 ポイント / 6 日間 ―

9 月（予定） 海外 FM 視察調査団 ― ― ―

10/11 初級 FM スクール（2019 年度 第 2 回） JFMA 会議室（予定） 3 ポイント ―

10/11（大阪）
10/17・18（東京） 認定ファシリティマネジャー資格更新講習 D 方式

大阪会場
大阪商工会議所６Ｆ
白鳳の間

― ―

11/1・8・15 FM 上級セミナー JFMA 会議室（予定）

1 講座につき
1 ポイント

（全講座受講者は
8 ポイント）

―

12/13 初級 FM スクール（2019 年度 第 3 回） JFMA 会議室（予定） 3 ポイント ―

発売書籍のご案内 発行予定日

『認定ファシリティマネジャー資格試験問題集　[2019 年度版 ]』 P85
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 ■ 「2019年度 認定ファシリティマネジャー資格試験」のご案内 　 　　 事務局 ： 鈴木克己

開催概要

主    催 ： FM資格制度協議会

事務局 ： 公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会（JFMA）

資格取得までの日程：
受験申し込み受付    2019年4月1日(月) ～ 5月17日(金)
試験日（学科試験・論述試験） 7月14日(日)  9:30～16:30
合格発表・合否の通知           9月2日(月)
資格新規登録受付                 9月3日(火)から

受験資格：
年令・学歴・性別に関係なく誰でも受験できます。
ただし、合格後の資格登録にはFMの実務経験が必要です。

必須教科書：
『公式ガイド ファシリティマネジメント』

受験申し込み：
受付期間　2019年4月1日（月）～5月17日（金）

申し込み方法：
公益社団法人日本ファシリティマネジメント協会（JFMA）のホーム
ページhttp://www.jfma.or.jp/（メニューバー＞認定ファシリティ
マネジャー資格＞試験案内）に掲載する書式に、氏名、連絡先他、
必要事項を入力し、上記の期間内に申し込んでください。受験申し
込み受付後、受験に必要な書類一式をご指定の住所に郵送します。

受験手数料：
21,600円（消費税込。なお、払い込み手数料はJFMAが負担します）

払い込み期間：2019年4月中旬頃～ 5月23日（木）

受験票の発行：
受験票は申込受付後、受験者のもとに郵送などで送付します。

試験日および時間割：
試験日：2019年7月14日（日）9:30～16:30
①FM概論（60分） ②FM業務（90分） ③FM知識（60分）
④論述（90分）

試験地・試験場：
試験場は下記の予定です。試験場は、受験票でご確認ください。

試験地	 試験会場	                        所在地

札    幌　北海道自治労会館　北海道札幌市北区北6条西7丁目5-3

仙    台　国際マルチビジネス専門学校　宮城県仙台市青葉区中央4-8-32

東    京　立教大学（予定）      東京都豊島区西池袋3-34-1

名古屋　名古屋商工会議所	 愛知県名古屋市中区栄 2-10-19

大    阪　大阪科学技術センター 大阪府大阪市西区靭本町1-8-4

金    沢　石川県教育会館	 石川県金沢市香林坊1-2-40

広    島　RCC文化センター	 広島県広島市中区橋本町 5-11

高    松　高松商工会議所	 香川県高松市番町2-2-2

福    岡　福岡商工会議所	 福岡県福岡市博多区博多駅前2-9-28

※会場を変更する場合があることをあらかじめご了承ください。

お問い合わせ
公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会（JFMA）

　〒103-0007　東京都中央区日本橋浜町2-13-6　浜町ビル6階
　TEL：03-6912-1177     FAX：03-6912-1178

　E-mail ： touroku@jfma.or.jp
    URL ：  http://www.jfma.or.jp/

   　メニューバー ＞ 認定ファシリティマネジャー資格 ＞ 試験案内

　の「受験案内書」で詳細をご確認ください。

2018年度より新・資格試験がスタートしました。

 ■ ウィークリーセミナー 　 　　 事務局 ： 岡崎 文男

　水曜日にFMに関するさまざまなテーマについていろいろな視点から
のセミナーや見学会を開催しています。
時　間 ： 水曜日　18:15～20:00
場　所 ： JFMA会議室

参加費 ： 会員 2,000円　非会員  3,000円
定　員 ： 30名

● 1/30(水) 
　[WS0564]　
　テーマ ： 「2020年に向けた東京都心部賃貸オフィス市場の動向と展望 －広がるサードプレイスオフィスの選択肢－」
　講　師 ： 今関 豊和  三幸エステート株式会社

石崎 真弓  株式会社ザイマックス不動産総合研究所

※日程は、都合により異なる場合があります。
※ファシリティマネジャー資格更新ポイントは、2ポイ

ント獲得できます。



Information│ご案内

85              WINTER ● 2019 　JFMA JOURNAL

JFMA 事務局

 ■ 初級FM財務評価手法セミナー 　 　　 事務局 ： 清水 静男

　このセミナーはFMの目標管理（財務・品質・供給）の根
幹のひとつであるFM財務評価手法について、ファシリティマ
ネジャーの実務に役立てられる知識の習得をめざしていま

す。FMの財務は、建築系や総務系が多いファシリティマネ
ジャーにとって、馴染みの少ない面がありますが、FMの実
務のうえでも、ぜひ理解を深めておきたい分野です。

 ■ 書籍 　 　　 事務局 ： 鈴木 克己

　認定ファシリティマネジャー資格試験受験者必携の最新
問題集です。
　本書は、認定ファシリティマネジャー資格取得をめざして
いる方々のために、過去4カ年(2015～2018)の試験問題
とその解答を完全収録し、さらに、理解に役立つよう自己採

点チェック欄を設け、各々に分かりやすい解説を付した問
題集です。なお、2003年度より、配点を明記することとし、
「論述試験」については、解説を記載しています。
＊2018年度より新・資格試験がスタートしました。当該試
験問題集は、受験する上で効果的な参考書となります。

編　集：認定ファシリティマネジャー資格試験研究会

発　行：公益社団法人日本ファシリティマネジメント協会（JFMA）

価　格：会員 特別価格2,700円（税別）
　　　　定価3,024円（税込み）

申込方法：
1. JFMAホームページ　http://www.jfma.or.jp

  メニューバー → 書籍・報告書 → 書籍紹介 → ご購入お申し込み　から

2. また、同ページのAmazonのアイコンからも購入できます。

●『最新4か年認定ファシリティマネジャー資格試験問題集（解答・解説付）』[2019年度版]

対　象： これからFMを学ぼうという方をはじめ幅広い方  々

日　時： 第1日 2019年5月14日（火）「経営とFMの財務評価」
講　　師 ： 大山 信一  三井住友建設株式会社

講義内容 ： 施設の取得や処分、修繕や改修等のFMに関する投資を行う場合、キャッシュフローの推移から投資の評価を行い
ます。FM投資評価ではFMで使用する4つの投資評価手法と、現金割引法に関する割引率や資本コストについて紹介します。

第2日 2019年5月21日（火）「ファシリティコスト評価」
講　　 師 ： 河合 義一  米国公認会計士 勅許管理会計士

講義内容 ： わが国において、人件費の次に多いとされ、企業、団体が使用するファシリティのすべてが対象となるコストの維持・
運用・管理のための基礎を解説します。

第3日 2019年5月23日（木）「施設投資評価」
講　　師 ： 東 裕之  ヒューリックビルド株式会社

講義内容 ： 経営判断の材料として重要性が高まる『施設投資評価』を担当します。ワークプレイスの構築は企業にとって重要
な経営資源の投資です。FM投資案件を財務的に評価し、意思決定の判断材料とするための手法について解説します。

第4日 2019年5月27日（月）「施設資産評価、ライフサイクルコスト評価」
講　　師 ： 篠原 由紀  株式会社ザイマックス不動産総合研究所

講義内容 ： 企業の経営基盤であるFMについて、経営課題を解決するための「施設資産評価」の考え方を解説。また、FM財務
の視点による「ライフサイクルコスト評価」の手法についてご紹介します。

時　間： 毎回18：00～20：30

場　所： JFMA会議室（東京都中央区）

費　用： 会員　10,000円　非会員　20,000円 
               （いずれも教科書代・税込）

定　員： 36名
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● KFMA第24回国際シンポジウム参加報告 (11/8)　 

　11月8日～9日の日程で韓国ソウル市ソウル大学においてKFMA主催第24回国際
シンポジウム＆コンファランスが開催され、日本から2名が参加し、プレゼンテーション
を行いました。夜には懇親パーティーが実施され、参加しました。

日　時 : 2018年11月8日（ 木 ）

場　所 : ソウル大学

講　演 : セッション 1 ：FM ISSUES

講演名 ： Japan Facility Management Trends

発表者 ： 成田 一郎   JFMA 専務理事

概　要 ： FMに対する日本の取り組み及びJFMA 賞受賞事例
講　演 ： セッション3： Asia FM SUMMIT

講演名 ： JFMA’s approach to ISO 41000series and 
               User’s guidebook for introduction

発表者 ： 川村 正夫   JFMA ISO 推進部長

概　要 ： ISO 41000sに対する日本の取り組みと

               新たに作成したユーザーズガイドの紹介

● 公共インフラマネジメント 連続シンポジウム  （全４回） 9/15,10/20,11/17,12/15

― FMの視点から公共インフラの現状と未来を考える ―

　このシンポジウムでは、公共インフラの健全な維持管
理のために、実際に現場を経験された講師による実体験
の講演を行うとともに、パネルディスカッションおよび会
場の参加者とのトークセッションを行いました。 

■ 第1回　2018年 9月15日（土） 　13:10～17:00 
テーマ　市民協働の街づくり

 「市民協働の公共インフラメンテナンスとは」
講　師　蟲明 眞一郎　株式会社環境創造 代表取締役

コーディネーター  鈴木 泉　N PO法人 社会基盤ライフサイクル
                                                              マネジメント研究会(Slim Japan)

パネラー 世古 一穂　関特定非営利活動法人 
                                                NPO研修・情報センター代表理事

小林 達矢　NPO法人長野県NPOセンター

田子 裕子　大日本印刷株式会社 
インフラメンテナンス国民会議　広報部会

■ 第2回　2018年10月20日（土）　13:10～17:00 　 
テーマ　地方の現状を知る

 「地方の公共インフラの現状と課題」 
講　師　山中 鷹志　元道路公団、元本四公団、元海洋架橋調査会

コーディネーター  鈴木 泉　N PO法人 社会基盤ライフサイクル
                                                              マネジメント研究会(Slim Japan)

パネラー 澤　健男　元国交省　大磯出張所　所長

山崎 エリナ　世界を旅する写真家

中谷 孔右　静岡県田子の浦港管理事務所 所長

メイン会場

JFMA成田専務理事 JFMA川村正夫

講義 パネルディスカッション

 ■ イベント・セミナー等 実施報告                                                     

■ 第3回　2018年11月17日（土）　13:10～17:00 
テーマ　実践的診断技術の革新 

「橋の調査・点検・診断の近未来展望(AIの活用)」 
講　師　宮本 文穂　山口大学 名誉教授

コーディネーター  鈴木 泉　N PO法人 社会基盤ライフサイクル
                                                              マネジメント研究会(Slim Japan)

パネラー 窪田　諭　関西大学准教授長

山中 鷹志　SLIM JAPAN理事、元本四架橋公団

澤　健 男　元国交省 大磯出張所 所長

浅野 和香奈　日本大学 工学部 研究員

■ 第4回　2018年12月15日（土）　13:10～17:00 
テーマ　民間セクターの活用 

「民間セクターの活用 民間資金PPP/PFI事業の活用」 
講　師　海 藤  勝　英国仲裁士、Kaido & Associates 代表 

コーディネーター  鈴木 泉　N PO法人 社会基盤ライフサイクル
                                                              マネジメント研究会(Slim Japan)

パネラー 菅　健彦　インフラビジネスJAPAN 編集長

中川　均　株式会社白糸ハイランドウェイ 代表取締役

会　場　4回ともに JFMA会議室 
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 ■ イベント・セミナー等 実施報告                                                     

事務局：岡崎 文男● ウィークリーセミナー 

　2018年９月から11月のウィークリーセミナーは、調査研究委員会による秋の夜学校を開催しました。柳澤 忠先生（名古屋大
学・名古屋市立大学 名誉教授）による特別講演もあり、18部会の発表は、毎回ほぼ満席のご参加をいただきました。
　参加者からは「FMの重要性・必要性をあらためて感じることができた」「いろいろな分野の話を聞けるので2部構成はありがたい」
など、多数のコメントをいただきました。今後の企画の参考にさせていただきます。

● 9/19（水） 
　[WS0546]　秋の夜学校①　ユニバーサルデザイン研究部会
　テーマ ： 「ユニバーサルデザインの基本的知識」
　講　師 ： 部会長 似内 志朗

　[WS0547]　秋の夜学校②    こころとからだのウェルビーイング研究部会
　テーマ ： 「ウェルビーイングを実現するための
                                                   ファシリティマネジメント入門」
　講　師 ： 部会長 高原 良

● 9/26(水) 
　[WS0548]　秋の夜学校①　
　エネルギー環境保全マネジメント研究部会
　テーマ ： 「エネルギーマネジメント最前線」
　講　師 ： 部会長 横山 健児

　[WS0549]　秋の夜学校②　キャンパスFM研究部会
　テーマ ： 「大学のファシリティマネジャーの役割 
                       ―キャンパスFMを始めようとする大学のために～」
　講　師 ： 部会長 藤村 達雄

● 10/10(水) 
　[WS0550]　秋の夜学校①   
　オフィスワークプレイスの知的生産性研究部会
　テーマ ： 「AI時代の知的生産性とワークプレイスの展望」
　講　師 ： 部会長 齋藤 敦子

　[WS0551]　秋の夜学校②　人と場へのFM投資価値研究部会
テーマ ： 「Happy Living Work Styleを実現するワクワク『場』作り

－ FM投資が生み出すハピネス時空間創造の実践― 」
　講　師 ： 部会長 岡田 大士郎

●10/17(水) 
　[WS0552]　秋の夜学校①　リスクマネジメント研究部会
　テーマ ： 「施設のリスクマネジメントと緊急時対応」
　講　師 ： 部会長 上倉 秀之

　[WS0553]　秋の夜学校②　ヘルスケアFM研究部会
　テーマ ： 「ヘルスケアの現場から―
                       押し寄せる情報化の波にFMはどう付き合うか―」
　講　師 ： 部会長 森 佐絵

●10/24(水) 
　[WS－SP]　特別講演
　テーマ ： 「1984年に訪問したFMI ―FMのルーツを探る―」
　講　師 ： 名古屋大学・名古屋市立大学 名誉教授 柳澤 忠

●10/31(水)
　[WS0554]　秋の夜学校①　CREマネジメント研究部会
　テーマ ： 「CRE(企業不動産)をいかにマネジメントするか ―個から
                      トータルへのマネジメントへ―」
　講　師 ： 部会長 大野 晃敬

　[WS0555]　秋の夜学校②　FM財務評価手法研究部会
　テーマ ： 「FM財務評価の基礎知識」
　講　師 ： 部会長 大山 信一、篠原 由紀

●11/7(水)
　[WS0556]　秋の夜学校①　インフラマネジメント研究部会
　テーマ ： 「実務のわかるアセットマネジメント講座」
　講　師 ： 部会長 中川 均

　[WS0557]　秋の夜学校②　公共施設FM研究部会
　テーマ ： 「公共施設等総合管理計画策定後の公共FMについて」
　講　師 ： 部会長 高橋 康夫

●11/14(水)
　[WS0558]　秋の夜学校①　FMプロジェクトマネジメント研究部会
　テーマ ： 「誰にでもできる初めてのレイアウト変更術」
　講　師 ： 金 英範　平永 那々子　小峰 浩子

　[WS0559]　秋の夜学校②　FM戦略・企画研究部会
　テーマ ： 「FM戦略の立案と実施のポイント（企業経営から都市経営

まで）」
　講　師 ： 部会長 髙藤 眞澄

●11/21(水)
　[WS0560]　秋の夜学校①　コンピュータ活用研究部会
　テーマ ： 「建物維持管理とICT・データベース利用」
　講　師 ： 秋山 克己　木村圭介

　[WS0561]　秋の夜学校②　BIM・FM研究部会
　テーマ ： 「ファシリティマネジメントのためのBIM活用ガイドライン」
　講　師 ： 猪里 孝司

●11/28(水)
　[WS0562]　秋の夜学校①　品質評価手法研究部会
　テーマ ： 「ファシリティの品質を評価する 
                                             　―オフィスの評価項目の考え方―」
　講　師 ： 部会長 野瀬 かおり

　[WS0563]　秋の夜学校②　運営維持手法研究部会
　テーマ ： 「ファシリティマネジャーのための運営維持入門」
　講　師 ： 部会長 吉瀬 茂
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JFMA出展ブース

事務局：清水 静男● 「危機管理産業展（RISCON TOKYO）2018」出展 

　今年も10月10日から3日間開催した「危機管理産業展2018」に出展しまし
た。RISCONでは、3日間で延べ72,402人の来場者数があり、JFMAブースにも
多くの方にご来場いただき、JFMAやFMについてご説明いたしました。

開催期間：2018 年 10月10日（水）～12日（金）
主　　催：株式会社東京ビックサイト
特別協力：東京都

D方式実施風景（東京）

　認定ファシリティマネジャー（CFMJ）資格登録制度では、
「CFMJ」資格の登録有効期間を5年と定めています。更新
登録は、更新講習（4方式から選択）を受講し、登録要件の審
査を受けることで完了します。2018年度の方式別受講者は、

● 平成30（2018）年度　認定ファシリティマネジャー（CFMJ）資格更新登録のご報告

下記の表の通りです。内訳は、①今年度に有効期限を迎える
方：912名、②すでに資格が失効してしまった方：146名、③
資格試験合格後5年以内に登録されなかった方：16名、合計
1,074名の方が今回「CFMJ」資格の更新登録をされました。

A 方式
（JFMA 個人会員方式）

B 方式
（FM 活動ポイント方式）

C 方式
（在宅講座方式）

D 方式
（集合講座方式）

合計
東京

(10/10)
東京

(10/12)
大阪

(10/26)

125 54 287
237 231 140

1,074
608

事務局：梅澤 剛 / 鈴木 克己 / 湯浅 諭美

申込受付期間（全方式共通）： 平成30（2018）年8月1日（水）～9月20日（木）

●平成 30（2018）年度　資格更新登録方式別受講者数

東京会場

事務局：川村 正夫● グローバル化するFMセミナー（ISO 41001）in 東京 （10/22）・大阪 （11/12）・名古屋 （12/3） 

　6月に開催した同セミナーが大変好評につき、さらに三大都市（東京・大阪・名古屋）にて追加開催を行いました。 
当セミナーでは、海外の最新FM やISO活用状況、FMの新教科書「公式ガイド ファシリティマネジメント」との関係、ISO 41001
の内容やそのメリット、日本での活用方法等について解説しました。

●東 京　2018年10月22日(月)　 
　会　場：主婦会館プラザエフ
　参加者：79 名 
　挨　拶：黒田 浩司（経済産業省統括基準認証推進官）

　講　師：成田 一郎（JFMA 専務理事）

松岡 利昌（JFMA 理事）

青 木　泉（JACO 事業開発本部長）

山本 富夫（JACO 顧問）

川村 正夫（JFMA ISO 推進部長）

　 ●大 阪　2018年11月12日(月)　 
　会　場：新大阪丸ビル別館  
　参加者：32 名
　講　師：成田 一郎（JFMA 専務理事）

松岡 利昌（JFMA 理事）

青 木　泉（JACO 事業開発本部長）

山本 富夫（JACO 顧問）

川村 正夫（JFMA ISO 推進部長）

●名古屋　2018年12月 3日(月) 
　会　場：ウィンクあいち  
　参加者：16 名
　講　師：成田 一郎（JFMA 専務理事）

松岡 利昌（JFMA 理事）

青 木　泉（JACO 事業開発本部長）

山本 富夫（JACO 顧問）

川村 正夫（JFMA ISO 推進部長）
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Report│ご報告

事務局：川村 正夫

● 北欧3国FM視察調査団報告会 （11/21）

日　　時　2018年11月21日（水）

会　　場　三菱地所（株）会議室（大手町パークビル3F）

報告対象　A グループ：アアルト自邸、カロリンスカ、デザイン博物館デンマーク
　　　　　B グループ：ストックホルム市庁舎、フォースンダビンク、ヤンゲール設計事務所
　　　　　C グループ：ヘルシンキ大学、スカンスカ、ブロックスハブ
　　　　　D グループ：セナッティ、ハンマルビーショースタッド、イケア

　2018年9月22日から30日まで7泊9日で、フィンランド・ヘ
ルシンキ、スウェーデン・ストックホルム、デンマーク・コペン
ハーゲンの主要企業や団体を訪問し、ウェルビーイングや健
康経営をテーマに視察調査を実施しました。参加者が4つの

グループに分かれ、帰国後に分担して報告書をまとめました。
　報告会では齋藤団長が全体について報告し、各グループ
の代表者（4名）が、各グループが担当した3カ所ずつの視察
内容について報告しました。

プレゼンの様子 聴講者

事務局：川村 正夫

● 「2018年 FM上級セミナー/認定ファシリティマネジャー(CFMJ)CPD研修 開催報告

　企業・団体においては、働き方改革、健康経営に加え、最近
ではSDGs、ESG投資、CSVなど『持続可能性』がキーワードとな
るサステナブル経営への社会からの要請がより高まっています。 
　それらの経営戦略を有効に機能させるためには、人々が活
動する『場』（ファシリティ）を総合的に企画・管理・活用する経
営活動である『FM：ファシリティマネジメント』の視点が欠かせ
ません。 
　今回のセミナーでは、『 FMの視点で考える ～働き方改革・

健康経営・サステナブル経営～』をテーマに最先端でご活躍の
皆様にご講演いただき、国内外の事例も含めて、相互に関連性
が強い『働き方改革・健康経営・サステナブル経営』をFMの視
点で横串を入れて考えることで、企業・団体におけるより高い
価値創造を追求しました。
　受講者の皆さんから「業務にさらに活かしたい」「チャレンジ
したい」など前向きな評価を得て全日程を終了しました。ありが
とうございました。

第 1 日目： 2018 年 11 月 2 日（金）
第 1 講義　『多様性と創造性の発揮による幸福な働き方』

大本 綾　株式会社レア 代表取締役

第 2 講義　『コラボヘルスで進める「健康経営」』
鈴田 朗　コニカミノルタ株式会社 人事部健康管理グループリーダー（部長）兼 コニカミノルタ健康保険組合 常務理事

第 2 日目：2018 年 11 月 9 日（金）
第 1 講義　『脱炭素時代の競争優位―社会が選ぶ企業とは―』

長谷川 直哉　法政大学 人間環境学部 教授

第 2 講義　『国内外の最新事例から働き方、健康経営を考える』
齋藤 敦子　コクヨ株式会社 ワークスタイル研究所 主幹研究員

第 3 日目：2018 年 11 月 16 日（金）
第 1 講義　『ESG ／ SDGs の視点から考える FM におけるリスクとチャンス』

長谷 直子　株式会社日本総合研究所 創発戦略センター ESG アナリスト

第 2 講義　『健康経営とワークプレイス―FM が実現する人と経営の幸福な関係―』
似内 志朗　日本郵政不動産株式会社 開発事業本部 プロジェクト推進部長

事務局：梅澤 剛 / 天津 健太郎 / 湯浅 諭美



Report│ご報告

 ■ イベント・セミナー等 実施報告                                                     

● 「平成30年度　第3回理事会」開催報告

● 「平成30年度　第1回臨時総会」開催報告

● 「平成30年度　法人会員代表者懇親パーティ」開催報告

 ■ イベント・セミナー等 実施報告                                                     

　2018年10月16日、ロイヤルパークホテル（東京都中央区）
4階 瑠璃の間にて、山田匡通会長をはじめ理事、監事、オブ
ザーバー総勢30名のご出席をいただき、開催されました。
　会議では下記決議事項が原案通り可決され、事務局より開
催中セミナーなどの各種ご報告を行ったのち、ご出席の皆々
さま全員よりさまざまなご意見・ご提言をいただきました。

　2018年11月13日、JFMA事務所会議室（東京都中央区）
にて、山田匡通会長、牧貞夫副会長、常勤理事らが出席のもと
開催され、正会員の過半数を以て、下記決議事項が可決され
ました。

　2018年10月16日、ロイヤルパークホテル（東京都中央区）
2階 春海の間にて、国土交通省よりご来賓をいただき開催さ
れました。　お陰さまで回を重ねるごとに多くのご参加をいた
だき、今回は総勢140余名の方々にお越しいただきました。

第１号議案　理事候補者選任
三井不動産株式会社　ビルディング本部　法人営業統括二部長　
細田 恭祐　※敬称略

第２号議案　臨時総会招集
　　　　　　（開催予定日　平成30年11月13日）

第１号議案　理事選任
三井不動産株式会社　ビルディング本部　法人営業統括二部長　
細田 恭祐　※敬称略

　パーティは終始和やかに、かつ賑々しく盛会となりました。
　今後もJFMA会員皆さまの交流が図られるようお手伝いさせて
いただく所存ですのでぜひご利用ください。

事務局：田中　完

事務局：田中　完

事務局：田中　完
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編集後記
　あけましておめでとうございます。

　旧年中のご支援・ご協力を感謝いたしますとともに、本年もますますのご指

導、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

　今号の特集は「北欧のFMに学ぶ」をテーマに昨年9月に実施したJFMA北

欧3国FM視察調査団に参加されたみなさんに北欧のワークプレイスやウェル

ビーイング、公共施設や環境都市など、最新の動向をご紹介いただきました。

JFMAでは年に1度、海外FM視察調査団を派遣し、これまでに欧米、中国、ア

ジア、オセアニアなど世界各地域のFM事情を調査してきました。海外における

FMの情報収集や現地のファシリティマネジャーとの意見交換が主な目的です

が、さまざまな企業の異なる専門分野をもつ参加者同士の知識創造の場にも

なっており、企業の社内研修にも活用されています。今回の北欧訪問では、生

き方や働き方を振り返る機会になったという方も多く、帰国後に自らの働き方

を変えた方もいます。今年の実施概要は夏ごろにお知らせする予定です。ぜひ、

戦略的にご活用・ご参加ください。

　また今号から第2特集として防災・減災に関する3回の連載がスタートしまし

た。頻発する自然災害や、想定される首都直下地震、南海トラフ巨大地震など

に対して、どのような備えが必要か、第１回目は行政、専門家、ファシリティマネ

ジャーのみなさんにご意見をうかがいました。今年一年、安全で平穏な年であ

ることを祈念しております。                                                                （成田 一郎）

●次号予告　　　　

JFMA JOURNAL  2019  SPRING
ジャフマジャーナル 30 （ No.194）

ファシリティマネジメント 
フォーラム 2019　特別号

　今年も 2月20日（水）から22日（金）の3 日間、東京
都江戸川区にあるタワーホール船堀で、第13 回 日
本ファシリティマネジメント大会（ファシリティマネ
ジメントフォーラム 2019）が開催されます。日本ファ
シリティマネジメント大会は、FM に携わるさまざま
な立場の方が集まり、情報を共有し、意見交換し、社
会に向けてメッセージを発信していく場です。今年
は「For the Future！　FM の未来、新たな価値を
求めて －時代が変わる。人・組織・社会を支えるファ
シリティマネジメント－」をテーマに掲げています。
特に知識創造と企業戦略、働き方改革、AI、防災や
エネルギー、公共ストックの適正化といった今日的
な課題をテーマにした基調講演や特別講演が充実
しています。次号は「第13 回 日本ファシリティマネジ
メント大会」開催の記録をお届けします。
                                      ＊内容は変更になる場合があります。

　JFMA ジャーナルは Amazon ならびに JFMA ホームページからも購入いただけます。

●No.186　2017   SPRING   
FACILITY MANAGEMENT FORUM 2017 特別号

第11回 日本ファシリティマネジメント大会
　FM思考で社会・経営の課題を解決する

●No.185　2017   WINTER   
特集 JFMA設立30周年特別号

     FM渡来30余年。次のステージへTRY

●No.184　2016   AUTUMN   
特集 ファシリティマネジメントの
     未来を語ろう

     JFMA法人化20周年記念特別号　 

●No.183　2016   SUMMER   
特集 熊本地震に学ぶ
　 減災と復興のためのFM

●No.182　2016   SPRING 
   特集 JFMAフォーラム2016

イノベーションー進化する都市・企業・ファシリティー

●No.181　2016   WINTER 
   特集 健康経営を支えるファシリティマネジメント

求められるのは、社員の健康を維持し、
              生産性を高めるためのワークプレイス

■JFMA ジャーナル バックナンバー

定価1.200円/会員価格1,000円
＊No.182のみ定価1,500円/会員価格1,200円
※いずれも税別・送料別　

Eメール、FAXでお申込みください。

Eメール ： book@jfma.or.jp　FAX ： 03-6912-1178 

●No.187　2017   SUMMER   
特集 まちづくりを担う公共図書館とFM
     図書館に学ぶ場づくりと価値創造　 

●No.189　2018   WINTER         
特集 FM視点で考えるこれからのワークプレイス 2
     まちにつながるワークプレイス　 

●No.191　2018   SUMMER         
特集 さまざまな施設をマネジメントする
     社会や時代の変化を先取りし、
     ユーザーニーズに応える　 

●No.192　2018   AUTUMN         
特集 まちづくりをマネジメントする
     ソフトとハードの両輪で利用者のハッピーをつくる

●No.188　2017   AUTUMN         
特集 FM視点で考えるこれからのワークプレイス 1
     人財の力を最大化するための場づくり　 

●No.190　2018   SPRING   
FACILITY MANAGEMENT FORUM 2018 特別号
第12回 日本ファシリティマネジメント大会
Hello Next !働き方を変える、街を変える。
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 法 人 正 会 員

公益社団法人  日本ファシリティマネジメント協会     法人会員一覧　　　　　　　2018年12月3日現在

株式会社アイスクウェアド
株式会社朝日工業社
朝日航洋株式会社
株式会社アサヒファシリティズ
アズビル株式会社
株式会社アプトシステム
株式会社安藤・間
イオンディライト株式会社
株式会社イトーキ
イナバインターナショナル株式会社
株式会社内田洋行
株式会社エコ・24
NECネッツエスアイ株式会社
NTTコムウエア株式会社
株式会社NTTデータ
NTT都市開発株式会社
エヌ・ティ・ティ都市開発ビルサービス株式会社
エヌ・ティ・ティ・ビジネスアソシエ株式会社
株式会社NTTファシリティーズ
株式会社NTTファシリティーズFMアシスト
株式会社NTTファシリティーズエンジニアリング
株式会社NTTファシリティーズ総合研究所
株式会社FMシステム
株式会社エフエム･スタッフ
株式会社エムケイ興産
株式会社エム・シー・ファシリティーズ
MUSビジネスサービス株式会社
株式会社オーエンス
株式会社大林組
株式会社オカムラ
株式会社オフィス企画
オムロンエキスパートリンク株式会社
株式会社オリエンタルコンサルタンツ
オリックス・ファシリティーズ株式会社
オリンパス株式会社

株式会社ガイアート
鹿島建設株式会社
鹿島建物総合管理株式会社
関西電力株式会社
関電ファシリティーズ株式会社
株式会社協栄
共立建設株式会社
株式会社熊谷組
株式会社久米設計
株式会社久米電装
グローブシップ株式会社
株式会社くろがね工作所
株式会社ケイミックス
コクヨ株式会社

株式会社コスモスモア
株式会社五星
コニカミノルタ株式会社
株式会社コンステック

株式会社サイオー
株式会社財界研究所
三機工業株式会社
株式会社サンケイビル
三幸エステート株式会社
GEジャパン株式会社
シービーア－ルイー株式会社
JR東日本ビルテック株式会社
株式会社シェルパ
シバタ工業株式会社
澁澤倉庫株式会社
澁澤ファシリティーズ株式会社
清水建設株式会社
株式会社ジャパンテクニカルソフトウェア
ジョーンズラングラサール株式会社
新生ビルテクノ株式会社
新日鉄興和不動産株式会社
新日本空調株式会社
新日本ビルサービス株式会社
株式会社スクウェア・エニックス
株式会社スターメンテナンスサポート
住友セメントシステム開発株式会社
株式会社スミノエ
星光ビル管理株式会社
株式会社セイビ
株式会社清和ビジネス
株式会社ゼロイン
綜合警備保障株式会社
株式会社総合設備コンサルタント
ソニーコーポレートサービス株式会社

第一商事株式会社
第一生命保険株式会社
株式会社第一ヒューテック
株式会社ダイケンビルサービス
大成建設株式会社
大星ビル管理株式会社
大成有楽不動産株式会社
ダイダン株式会社
太平ビルサービス株式会社
大和リース株式会社
高砂熱学工業株式会社
高砂丸誠エンジニリングサービス株式会社
株式会社竹中工務店
株式会社ディー・サイン
株式会社ティ・ユー・メタル

あ

か

さ

た

176会員 （50音順/敬称略）
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富士フイルムビジネスエキスパート株式会社
プラス株式会社
プロパティデータバンク株式会社
一般社団法人北海道ファシリティマネジメント協会

マースジャパンリミテッド
前田建設工業株式会社
株式会社みずほ銀行ファシリティマネジメント部
株式会社ミダス
三井住友建設株式会社
三井不動産株式会社
三菱地所株式会社
株式会社三菱地所設計
三菱地所プロパティマネジメント株式会社
三菱地所リアルエステートサービス株式会社
室町建物株式会社
明豊ファシリティワークス株式会社
森トラスト株式会社
森ビル株式会社

株式会社安井建築設計事務所
株式会社山下設計
株式会社山下ＰＭＣ
ヤマトオートワークス株式会社
株式会社横浜銀行

株式会社ラックス
株式会社LIXIL
株式会社リクルート
リコージャパン株式会社
リリカラ株式会社
公益社団法人ロングライフビル推進協会

 
ＡＮＡファシリティーズ株式会社 
株式会社ウフル
エーエフマネジメント株式会社 
株式会社エフエム・ソリューション 
株式会社構造計画研究所 
株式会社サンコー 
JXTG エネルギー株式会社  
日本印刷株式会社  
農林中金ファシリティーズ株式会社 
パワープレイス株式会社 
株式会社ピーディーシステム 
福井コンピュータアーキテクト株式会社 
富士ビジネス株式会社 
株式会社文祥堂 
株式会社ライオン事務器 

テクノス株式会社
テルウェル東日本株式会社
株式会社電通ワークス
株式会社東急コミュニティー
東急不動産株式会社
東京海上日動ファシリティーズ株式会社
東京ガス都市開発株式会社
東京建物株式会社
東京美装興業株式会社
東京不動産管理株式会社
東テク株式会社
東電不動産株式会社
戸田建設株式会社
トヨタ自動車株式会社
株式会社トヨックス

西松建設株式会社
ニチビル株式会社
株式会社日建設計
株式会社日積サーベイ
株式会社日設
日本郵政株式会社
日本環境クリアー株式会社
株式会社日本環境認証機構
日本管財株式会社
日本空調サービス株式会社
株式会社日本経済新聞出版社
日本コカ・コーラ株式会社
株式会社日本設計
日本電技株式会社
日本土地建物株式会社
日本メックス株式会社
一般社団法人ニューオフィス推進協会
株式会社野村総合研究所
野村不動産株式会社

パーソルファシリティマネジメント株式会社
パシフィックコンサルタンツ株式会社
株式会社パスコ
株式会社ハリマビステム
阪神高速技術株式会社
株式会社ビー・エイチ・シー
株式会社ビケンテクノ
株式会社日立ビルシステム
日比谷総合設備株式会社
日比谷通商株式会社
ヒューリックビルマネジメント株式会社
ファシリティ パートナーズ株式会社
富士ゼロックス株式会社
株式会社フジタ
株式会社富士通マーケティング

な

は

ま

や

ら

 法 人 準 会 員

JFMAの運営は、会員の皆さまのご協力によって成り立っています。

15会員 （50音順/敬称略）
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第13回日本ファシリティマネジメント大会開催にあたり、
下記企業様から多大なるご支援を賜りました。ここに厚く御礼申し上げます。

JFMA_FORUM2019_B0-S-Poster_0105_ol.indd   2 2019/01/08   5:26
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北
欧
の
F
M
か
ら
何
を
学
ぶ
か

 第13回  
日本ファシリティマネジメント大賞  JFMA賞

●特集

土屋 亨夫   コニカミノルタ株式会社

ファシリティ
マネジャー

の仕事

「建築×不動産×サービス×
　　　　　　ファイナンス×IT」
これがFMに対する私なりの解釈である。

北欧のFMから
                   何を学ぶか

JFMA北欧３国FM視察調査団

北欧に学ぶウェルビーイングなワークプレイス 
JFMA北欧3国FM視察調査団による働き方の未来展望

齋藤 敦子　JFMA北欧3国視察調査団団長

新しい思考や創造力を生み出すためのスペース
ヘルシンキ大学のTIEDEKULMA
上西 基弘　株式会社オカムラ
　
WaaS（Workplace as a Service）
フィンランドとの比較を通した
これからのワークプレイス
田中 文康　三菱地所株式会社

イケアイズムが貫かれたIKEA Hubhult
髙野 康幸　大成建設株式会社

カロリンスカ医科大学視察で見えたこと
辰馬 夏実　早稲田大学芸術学校

環境汚染地区から
「環境配慮循環型まちづくり地区への再生」

—ハンマルビー・ショースタッド地区
松 浦   裕　株式会社 山下PMC

都市デザインの思想ゲール アーキテクツ（ヤン・ゲール）
西原 智昭　日本メックス株式会社

見る、学ぶ、考え伝える
重綱 鉄哉　JFMA北欧3国FM視察調査団団長補佐
　
座談会
北欧での体験が、働き方や生き方を変えるきっかけに
齋藤 敦子　重綱 鉄哉　木下 豊光　西原 智昭
上西 基弘　田中 文康

現地からのメッセージ
川崎 一彦　東海大学名誉教授

宮川 絢子　カロリンスカ医科大学病院

JFMA
役員からの
メッセージ

第2特集 自助・共助・公助の連携で震災・水害を乗り切る
宮澤 夏樹 / 若井 太郎　東京都

広範囲に目を向ける
澤飯 明広 / 坪田 正紀　株式会社構造計画研究所

鼎談　オフィス防災の課題
鑓田 国浩　小林 由佳 他

●防災・減災 ❶
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